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本報告書は２００２年（平成１４ ）１０月から翌２００３年（平成１５ ）３月の６ヶ月間において発掘調査を実施し、２００３

年度（平成１５ ）から２００４年度（平成１６ ）にかけて資料整理を行った那覇市首里金城町の「ナカンダカリヤマの

古墓群」の発掘調査成果をまとめたものです。

ナカンダカリヤマの古墓群は２００１年（平成１３ ）に急傾斜地崩壊防止のための擁壁設置工事に伴う事前踏査の際

に確認された中世相当期から近世にかけての古墓群です。

遺跡は、沖縄県立芸術大学附属研究所南側の石灰岩崖面に形成されていますが、一帯は沖縄県土木建築部に

よって急傾斜地崩壊危険区域として設定され、１９９８年（平成１０ ）より急傾斜地崩壊防止のための擁壁工事が年次

的に進められており、今回の調査は当該工事に伴う事前工事として実施したものです。

調査の結果、１５基の古墓が広範囲にわたって造られていることが確認され、中世相当期から近世にかけて築造

された掘込墓であることが判りました。また、当該時期の墓制や葬制を知る上で重要な人骨、獣骨、貝製品、金

属製品、蔵骨器や墓の供献具と思われる陶磁器類が数多く出土しました。これらの発見以外にも戦時中に陣地壕

として古墓を再利用していたことが出土遺物、聞き取りから判明し、首里地域における沖縄戦の一端を窺い知る

ことができました。

以上の成果をまとめた本報告書が、沖縄における王国時代の歴史や沖縄戦の様相を知る上で貴重な資料として

活用されるとともに、文化財保護への理解を深めることにつながれば幸いです。

２００５年（平成１７）３月

沖縄県立埋蔵文化財センター

所　長　　安　里　嗣　淳　



例　　　言

１．本書は平成１４年度に実施した、ナカンダカリヤマの古墓群に係る発掘調査の成果をまとめたものである。

２．調査は文化庁の補助事業として平成１４年度から１６年度にかけて沖縄県立埋蔵文化財センターが実施した。

３．資料整理作業は、平成１５年度から１６年度まで沖縄県立埋蔵文化財センターが実施した。

４．本書に使用した１ /２５,０００地形図は国土地理院発行の資料によった。

５．本書に表した高度値は海抜高である。

６．図面に記載されている国土座標は平成１４年３月以前のものである。

７．資料整理にあたり、下記の方々には各遺物の鑑定、または同定をお願いした。記して謝意を表したい。　

　　（五十音順、敬称略）

陶磁器 大　橋　康　二 （佐賀県立九州陶磁文化館）

陶磁器 金　沢　　陽 （出光美術館）

本土産陶器（薩摩焼） 渡　辺　芳　郎 （鹿児島大学法文学部人文学科）

沖縄産陶器（喜名焼） 仲宗根　　求 （読谷村立歴史民俗資料館）

石　器 神　谷　厚　昭

人　骨 土　肥　直　美 （琉球大学医学部）

貝　類 名　和　　純 （潟の生態史研究会会員）

９．本書の編集は比嘉優子、岸本竹美の協力を得て山本正昭が行った。

 １０．各章の執筆は下記のように分担した。

山本正昭　第�章、第�章、第�章１ ･３節、第�章、第�章

比嘉優子　第�章３節、第�章

岸本竹美　第�章２ ･３節、第�章

喜多亮輔　第�章３節、第�章

土肥直美　第�章

知念隆博　附編

 １１．本書に掲載された写真は山本正昭、岸本竹美が、出土遺物は光嶋香、田村浩子の撮影によるものである。

 １２．調査当初、「フチサ古墓群」との表記を用いていたが、首里金城町在住の古老による聞き取り調査によって

調査区域内は「ナカンダカリヤマ」という地名であることが判明した。そのため当該遺跡を「ナカンダカリ

ヤマの古墓群」という表記に統一する。

 １３．本書に掲載したナカンダカリヤマの古墓群発掘調査に関する写真、実測図などの記録は全て沖縄県立埋蔵文

化財センターにて保管してある。

 １４．発掘調査・資料整理などの調査体制については第�章の第２節に記した。
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第�章　調査に至る経緯

第１節　調査に至る経緯

沖縄県の県庁所在地にある那覇市には、鎌倉時代から明治時代までの約５５０年間にわたって琉球王国の政治 ･

経済 ･文化の中心として歴代国王の居城である首里城があった。首里城は首里台地の中心部にありその南側には

首里台地を画する石灰岩崖が東西方向に走っている。ナカンダカリヤマの古墓群は首里台地端部に形成された石

灰岩崖面に掘り込まれた掘り込み墓群である。

平成１３年度に沖縄県立芸術大学南側崖、すなわちナカンダカリヤマの古墓群の分布する一帯が急傾斜地崩壊危

険区域であることから沖縄県土木建築部河川課により擁壁工事計画が立ち上げられ、那覇市教育委員会文化振興

課文化財係に当該地域における文化財有無による事前立ち会い調査の要請が８月にあった。９月１１日、那覇市教

育委員会による立ち会い調査が実施され、多数の古墓群が擁壁工事区域内に残存していることが確認された。そ

れを踏まえて当該地域は沖縄県立芸術大学敷地であることから調査主体は那覇市教育委員会ではなく沖縄県教育

委員会であるとし、改めて１０月１日に沖縄県土木建築部河川課から沖縄県教育委員会文化課へ急傾斜地崩壊防止

のための擁壁設置に伴う発掘調査の要請があった。要請を受ける形となった文化課は沖縄県立埋蔵文化財セン

ターへ調査を依頼し、１１月に現地視察を実施、古墓の現状を把握すると共に調査計画の策定を行った。また同時

に沖縄県土木建築部河川課、沖縄県立芸術大学管財課との協議等を経て、平成１４年度に沖縄県立埋蔵文化財セン

ターによる発掘調査実施が決定された。

調査区周辺は私有地で囲まれていることからナカンダカリヤマの古墓群に隣接する首里金城町在住、仲村渠完

蔵氏の所有地周辺における下草伐開許可の後、平成１４年１０月１日より作業を実施するに至った。

第２節　調査体制

この発掘調査は以下の体制で実施した。

事業責任者 津嘉山朝祥 （沖縄県教育委員会教育長　２００２年度）

 山内　彰 （沖縄県教育委員会教育長、２００３～０４年度）

事業総括 日越国昭 （沖縄県教育委員会文化課課長、２００２～０３年度）

 名嘉政修 （沖縄県教育委員会文化課課長、２００４年度）

 長堂嘉一郎 （沖縄県教育委員会文化課課長補佐、２００２年度）

 大城　慧 （沖縄県教育委員会文化課課長補佐、２００２年度）

 上地泰順 （沖縄県教育委員会文化課課長補佐、２００３年度）

 安里嗣淳 （沖縄県立埋蔵文化財センター所長、２００２～０４年度）

 島袋　洋 （沖縄県教育委員会文化課記念物係長、２００２～０４年度）

 盛本　勲 （沖縄県立埋蔵文化財センター調査課課長、２００２～０４年度）

事務業務 岸本義彦 （沖縄県教育委員会文化課専門員２００２年度）

 中山　晋 （沖縄県教育委員会文化課専門員２００３～２００４年度）

 安富祖英紀 （沖縄県立埋蔵文化財センター副所長兼庶務課長、２００２～０３年度）

 西江幸枝 （沖縄県立埋蔵文化財センター庶務課主事、２００２年度）

 比嘉美佐子 （沖縄県立埋蔵文化財センター庶務課主事、２００３年度）

 城間奈津子 （沖縄県立埋蔵文化財センター庶務課主事、２００３年度）

調査及び資 内間　靖 （那覇市立壺屋焼物博物館 ･調査指導）

資料整理指導 大橋康二 （佐賀県立九州陶磁文化館 ･陶磁器）

 尾野善裕 （京都国立博物館・本土産陶磁器）

 神谷厚昭 （石材）

 金沢　陽 （出光美術館 ･中国産陶磁器）

 渡辺芳郎 （鹿児島大学法文学部人文学科 ･本土産陶器）

 仲宗根求 （読谷村立歴史民俗資料館 ･沖縄産陶器）

 名和　純 （潟の生態史研究会 ･貝類）
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 砂辺和正 （平良市教育委員会 ･土器）

 西平　剛 （玉城村教育委員会・調査指導）

 西銘　章 （沖縄県立嘉手納高等学校 ･調査指導）

 土肥直美 （琉球大学医学部第一解剖学講座・人骨）

 矢島律子 （町田市立博物館・中国産陶磁器）

発掘担当者 山本正昭 （沖縄県立埋蔵文化財センター専門員２００２年度）

発掘調査員 岸本竹美 （沖縄県立埋蔵文化財センター嘱託職員２００２年度）

資料整理 山本正昭 （沖縄県立埋蔵文化財センター専門員２００３～０４年度）

 比嘉優子 （沖縄県立埋蔵文化財センター嘱託職員２００３～０４年度）

 岸本竹美 （沖縄県立埋蔵文化財センター嘱託職員２００４年度）

発掘調査作業員（五十音順）

 浦崎京子、浦崎直和、川上益子、佐渡山正子、島仲恵子、比嘉洋子、宮城サダ子、吉田篤史。

資料整理作業員（五十音順）

 阿部直子、上原園子、宇地原正俊、小濱かおり、岡村綾子、我那覇悠子、金城敬子、

 城間千鶴子、新垣ますみ、仲宗根三枝子、照屋利子、友利映子、譜久里昌代、仲田陽子、

 外間瞳、宮城利恵子、山城麻美子、饒平名淳子。

調査協力者（五十音順）　

 青山奈緒、秋本真孝、安座間充、安和吉則、伊波直樹、内間伸、喜屋武朋子、金城克子、

 島　弘、玉城安明、仲座久宜、野村知子、比嘉洋子、藤田奈穂美、宮城智浩、宮城奈緒、

 屋宜宣正、吉嶺全一。
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第１図　沖縄本島の位置図
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第�章　位置と環境

第１節　地理的環境

ナカンダカリヤマの古墓群が所在する那覇市は沖縄県における県庁所在地であるとともに人口３０万人を超え

る県内第一の都市である。市の面積は３８．６３�で人口密度は７，７２２人/�と県内で最も人口が密集した地域となっ

ている（那覇市役所２００１）。

ナカンダカリヤマの古墓群は那覇市街北東部の琉球石灰岩から形成される台地の崖下に位置している。その台

地は「首里台地」と呼称され、北側の城西小学校から円覚寺跡にかけては島尻層群（砂岩）そして、首里城南側

は島尻層群（泥岩）に、一部挟まれて東西に広がる琉球石灰岩台地である。首里台地は北方に標高１００～２００ｍの

末吉山から虎頭山、弁ヶ嶽に至る丘陵を頂き、南方に金城川が流れる凹地、さらには識名丘陵、東方は南風原町

との境界を流れるナゲーラ川、西方は真嘉比川に囲まれ、他地域とは隔絶されている。このような自然の障壁に

囲まれた首里台地の最高部には首里城が築かれ、ナカンダカリヤマの古墓群はその南側の台地縁、島尻層群と石

灰岩との境を形成する石灰岩崖の麓に位置している。この首里台地南側一帯の崖面には古墓が現在も数多く残存

しており、過去にフチサ古墓群（沖縄考古学会）、首里崎山古墓群（那覇市教育委員会２００１）が那覇市教育委員

会によって調査されている。南側に広く眺望が開け、繁多川公園や識名丘陵、那覇市街地さらにその沖に点在す

る慶良間諸島まで遠望することができる。周辺は各河川の源流が集中していることや、金城大樋川、仲之川、東

門の上の川、新垣川といった良質の水を湛えた井泉が多く見られる、沖縄県内でも有数の湧水地帯である。因み

に金城大桶川の水を利用して１６９４年に沖縄で初めて紙漉が行われている。また石畳道の残る町並みとして著名

な金城町の集落が南西側に、内金城御嶽とその御嶽内に国指定天然記念物大アカギといった史跡が点在している

ことから戦後は古墓周辺は観光地としての賑わいを見せている。

第２節　歴史的環境

首里城城下の起源は定かではない。しかし首里城の過去における発掘調査から１４世紀には正殿が存在し（當

眞、上原１９８７）、首里城の東側（現首里杜館）には１４世紀後半頃の集落が見られる（那覇市教育委員会１９９９，２０００）

ことから、１４世紀段階には首里城とそれに伴う城下集落が出現していたことが想定される。

ナカンダカリヤマの古墓群がある首里城南隣一帯にいつ頃、人が住み始めたのかは明らかにされていない。那

覇市教育委員会による金城町内で実施された発掘調査の成果によると１６世紀代の遺物も散見されることから（那

覇市教育委員会２００１）、グスク時代の終わり頃から近世初めにかけて集落が形成され始めたものと想定される。

文献資料からでは１５１１年に花城親方守知が家門を興し、首里王府から金城村に家宅が与えられたのが『球陽』に

見られる。金城町に関する初見で更に１６６０年に内金城村の住民が王府に訴えて内金城御嶽の拝殿を建立したこ

とが『琉球国由来記』に見られる（久手堅２０００）。また現在の沖縄県立芸術大学にはかつて大日寺と呼ばれる真

言宗寺院があり、その創建は『琉球国由来記』によると１６９１年とされている。これらのことから１６，７世紀頃に

は首里城南側一帯において人が居住し、集落としての基盤整備が行われたものと考えられる。

近世期には首里古地図に見られるように斜面に整然と脇地頭クラスの屋敷が段々に配置されている。屋敷地割

は南北を貫く真珠道を軸とした方形・方格となっているのが見られる（第３図）。

その東側に位置するナカンダカリヤマ一帯は内金城御嶽から続く雑木林および崖として表記されている。

１７２８年に首里城南側一帯に分布している、古墓に納められていた骨を一ヶ所に収骨したという記載が『球陽』に

見ることができる。既にこの当時においてナカンダカリヤマ周辺に墓が多数、存在していたことがこれらの記載

から窺い知ることができる。１８世紀には国王の別邸として識名園が識名に造営されたことによって、金城町内を

南北に貫く真珠道が整備されている。

近代に入ると大日寺は廃寺となり、その跡地は金城町住民の畑地となった以外は近世期の景観はほとんど変わ

ることなく沖縄戦を迎えることとなる。戦前には、首里城南側下からナカンダカリヤマにかけての崖下一帯は帽

子編み作業をするための作業場として利用されていた（註１）。１９４５年（昭和２０）にはナカンダカリヤマは第三

十二軍指揮下の師範鉄血勤皇隊の陣地壕として、後述する１３号墓が利用され、その下方の岩陰を石で囲って野戦

築城隊第１中隊の壕が構築された（龍潭同窓会１９９８）。またその西側に隣接して金城町の住民避難壕および家族

壕が構築されており、避難の際に直撃弾を崖上に受けて岩肌が崩落したことによる犠牲者が出ている。金城町の

屋敷も空襲により屋敷囲いの石積み、石畳を残して大部分が焼失している（註２）。
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戦後は１９５９年（昭和３４）に大日寺跡に琉球大学女子寮が設置され、その北側を通る赤マルソウ通りは道幅員拡

張されるなど、周辺の景観は一変した。他方で１９６４年（昭和３９）には琉球政府によって金城町石畳道が史跡に指

定され、景観保持がなされている。

（註１）屋宜宣正氏からの聞き取りによる。

（註２）吉嶺全一氏からの聞き取りによる。

第３図　首里古地図（ナカンダカリヤマの古墓群）

Ｎ
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第４図　調査区周辺地形図（１９４５年）

第５図　調査区周辺地形図（１９８３年）
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第�章　調査の概要

第１節　調査経過

ナカンダカリヤマの古墓群の調査を、２００２年（平成１４）の１０月１日から開始した。まず、発掘前に墓及びその

周辺の磁気探査を行い、その後に調査区内の壁面約１５０ｍの伐開作業を行った。次に調査区西側から５ｍ単位で

グリッド設定を行った。当初把握された墓数は１３基で断崖下段西側より１～８号墓、中段東側より９～１２号墓、

上段１３号墓と仮番号を振っていたが、伐開作業後下段西側に１基、中段東側に１基が確認できたため、計１５基と

なった。なお、墓番号は前者を０号、後者を１４号とした。

検出作業はすべて手掘りで行った。まず作業手順として下段に位置する１～８号、１４号から行った。墓入口に

推積した土砂の除去、墓周辺の清掃を行ったのちに外面を写真撮影し、墓室を清掃、そして墓庭の確認及び墓室

の発掘を行い、完掘後に写真撮影と実測作業を行った。

また７号墓からは大量の骨がまとまって検出されたため、２００２年（平成１４）１２月４日～２００３年（平成１５）３月

１９日まで長期にわたって作業を実施、取り上げ作業を５回、実測作業を６回に分けて行った。０号墓に関して

は、墓入口が崩落しており大変危険な状態であったために検出作業を断念し、現状の写真撮影のみに止めた。墓

庭に関しては、１～５号墓は１ｍ程掘り下げた時点で調査終了、１４号墓は岩盤まで掘り下げたが明確な墓庭は確

認できなかった。

９号～１３号は断崖中途にあるため２００３年（平成１５）２月３日に業者に委託して足場を設置し、検出作業及び実

測作業を行った。また、これらの発掘作業と併行して、首里金城町在住の古老から聞き取り調査も実施した。そ

の際に、従来までの当遺跡名を「フチサ古墓群」としていたが、金城御嶽から調査区にかけての東側一帯の正式

名称は「ナカンダカリヤマ」であることが判ったため、当遺跡の名称を「ナカンダカリヤマの古墓群」に改めた。

また、本遺跡の調査における成果を一般に公開するため、２００３年（平成１５）３月８日に現場説明会を行い、１５０

名近くの見学者が集まった。

検出作業、実測作業の終了後、現場の最終状況の写真撮影及びスカイマスターによる空撮を行い、平成１５年３

月１９日をもって全ての現地作業を終了した。

発掘調査で出土した遺物、図面等は当センターに持ち帰り、２００４年（平成１６）から資料整理を実施した。遺物

の洗浄、ナンバーリング、分類、集計、実測、撮影、トレース、版組等を行い、報告書を刊行して全事業に係わ

る調査を終了した。

第２節　遺構と層序

当該調査区は周辺が耕作地で、また北から南に下る斜面地であることから重機搬入が困難であった。そのた

め、手掘り作業で発掘を行い、古墓ないしそれに伴う遺構並びに遺物包含層の確認を行った。崖面には１５ヶ所の

掘込墓が確認され、その内部の発掘調査を行った。その結果を踏まえて北西側から墓番号を０号墓から１４号墓ま

で付し、掘り込みの見られる崖面下約２００ｍが墓庭の範囲であるとの想定を行った。各墓室は単一層で後世に撹

乱を受けた状況が見られたが、７号墓に関しては人骨や遺物が大量に出土し、当時の葬法をある程度、確認する

ことができた。とくに人骨については幾重にも積み重ねられており、また頭蓋骨も壁際に集中しているといった

状況が見られた。また、１３，１４号墓以外はわずかに壁や天井、棚を削り出した岩陰墓で、２，３，６，７号墓には墓

口に野面の石積みが配置され、崖面中位に掘り込まれている９～１４号墓に関しては墓口周辺が崖面上部からの流

土が堆積しているのが確認された。

墓前については発掘調査前に沖縄県土木建築部河川課によってボーリング調査が崖面直下で行われており、地

下５ｍまで崖面崩落による流石、流土であることが確認されていた。崖面直下は墓庭、墓道を確認するために約

２ｍ程、全面的に掘り下げた結果、近代以降の撹乱層であった。中でも金属片やガラス、陶器片といった沖縄戦

以降の遺物が多く含まれていた。古墓に伴う遺構はほとんど確認されず、僅かに１号墓前から沖縄戦時に使用さ

れたと思われる素掘りの地下壕と２，３号墓前から時期不明の石列、石敷きが確認された。聞き取り調査によると

昭和２０年の空襲時に崖直上に直撃弾がありその際に崖面が大きく崩れたとのことで、戦後も小規模な崩落が数回

あったようである。そのためか墓前一帯には転石が多く見られ、０号墓周辺はとりわけ多く見られた。加えて崖

下からは青磁酒会壺片や大量の本土産陶磁器、碁石等が出土していることから当該調査区の崖上、つまり現在の

沖縄県立芸術大学附属研究所に近世まであった大日寺の存在を示唆させる。
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このように墓室は単一層、墓前は近代以降の撹乱層であるため明確な層序を把握することは叶わなかったが、

出土遺物から古墓以外に当該調査区が沖縄戦時に陣地壕、避難壕として利用されていたことや、近くに大日寺が

あったことが窺えることから、複合遺跡としての様相を有することが判明した。

第３節　出土遺物

主たる遺物に中国産、タイ産を始めとする輸入陶磁器、本土産陶磁器、沖縄産の陶器や土器、陶質土器、瓦質

土器等の生活雑器など、また銭貨、煙管、玉、碁石、人形、石器、石製品、貝製品等供献を思わせる遺物や金属

製品、円盤状製品、骨製品、その他人工遺物、人骨、貝類遺存体、獣類遺存体などが出土している。また沖縄戦

争時に避難壕や陣地壕として利用されたこともあり、戦争遺物が多数出土した。

中国産青磁は器種別には碗、皿、壺、瓶、燭台が得られ、生産年代は概ね１５～１６世紀に位置付けられる。

中国産白磁は碗、皿、杯、壺、瓶、蓋物の６器種がある。完形か図上復元が可能なものを数点含み、生産年代

は概ね１５世紀後半～１９世紀に位置付けられる。また、扶り高台の小皿の完形品が７号墓より出土した。

中国産染付は完形の小杯や比較的残りの良いものも僅かに出土したが殆どは小破片資料である。器種別には

碗、小碗、皿、杯、大鉢、壺、瓶、蓋があり、中国の景徳鎮窯をはじめ福建 ･広東系の染付を多く含くむ。生産

年代は１６～１９世紀に位置付けられる。

中国産褐釉陶器は８２点が出土し殆ど大型壺である。内数点は肩部や底面とその周辺などに穿孔するものがあ

り、人骨が納骨された状況はみられないものの、遺跡の性格や類似の遺跡での報告例もあることから蔵骨器への

転用が考えられる。生産年代は１６～１７世紀に位置付けられる。

タイ産褐釉陶器は５４点が出土した。タイ産褐釉陶器壺にも中国産褐釉陶器と同様な状況があり、蔵骨器へ転用

し使用した可能性が考えられる。生産年代は１５～１６世紀に位置付けられる。

またその他の輸入陶磁器として中国産色絵、瑠璃釉、緑釉、三彩、無釉陶器、タイ産半練土器などが出土した。

何点かは完形品若しくは図上復元が可能なものも出土している。特筆すべきものとして３号墓から華南三彩の箱

形水滴が完形で出土し、更に喜名焼の大形壺と共伴関係にあることから喜名焼の生産期を推察するうえでのメル

クマークになると考えられる。

本土産陶磁器には肥前系の青磁染付、白磁、染付、色絵、陶器を始めに薩摩産陶器の壺、甕や深鉢、染付、京・

関西系陶器や瀬戸・美濃産の近現代陶磁器など多岐にわたる。しかし出土量において圧倒的であったのはやはり

一般的に印判手（型紙摺、銅版転写、ゴム判）と称される一群であった。印判手以外の本土産陶磁器の生産年代

は概ね１７世紀～１８世紀に位置付けられるが１９世紀のものも出土している。

土器は７６８点が出土した。完形もしくは全形が窺える資料に乏しく全体的に判然としないが、いずれも短頸で

肩の張った大型容器になることが考えられる。

沖縄産施釉陶器は総数７６４点が出土した。器種別にみると、碗、小碗、皿、鉢、急須、壺、花生、瓶、灯明具、

火炉、火取などが出土している。主な遺物は碗、皿、鉢、壺で、０号墓、１号墓、３号墓、８号墓からの出土が

目立つ。特筆すべきものとして、胴部の穿孔された、いわゆるアンダガーミと呼ばれる広口の四耳壺が出土して

いることから、転用蔵骨器として用いられた可能性が考えられる。

沖縄産無釉陶器は総数２,４４５点が出土した。器種別にみると、碗、筒碗、灯明皿、甕、壺、瓶、擂鉢、火炉、火

取、炉、急須、水滴、羽釜などが出土している。主な遺物は甕、壺、鉢、擂鉢などで、０号墓、１号墓、３号墓、

８号墓からの出土が目立つ。壺、甕の中には、中国産褐釉陶器、タイ産褐釉陶器と同様に転用蔵骨器として用い

られた可能性を持つものがみられた。年代は１７世紀後半～１８世紀後半が主で、半数以上が喜名焼であった。３号

墓、６号墓、７号墓、１４号墓から出土しており、特に３号墓奥壁溝からの出土が目立つ。また、特筆すべきもの

として、６号墓土坑内より焼骨の入った喜名焼壺が出土しており、当遺跡において完形で出土した転用蔵骨器の

唯一の資料である。

陶質土器は４５８点が出土し、器種別の内訳は皿、鉢、擂鉢、植木鉢、鍋、フライパン状鍋、急須、蓋類、火炉

など、日常雑器が主たる出土遺物である。

瓦質土器は総数２４点が出土し、沖縄産と本土産が混在している。火炉、炉がほとんどであるが器形が明確に確

認できるものは僅かであった。また彩色されたものや大型容器の幾つかは蔵骨器に転用し使用した可能性がある

が判然としない。

銭貨は有文銭、模鋳銭、無文銭、輪銭の総数６０点が出土している。主な銭種としては、聖宋通寶、永楽通寶、

嘉�通寶、擁正通寶、崇寧重寶、元豊通寶、宣和通寶、寛永通寶などがある。初鋳年代は、北宋、清、江戸など

である。出土数は６号墓が最も多く、ついで３号墓、１３号墓、７号墓からの出土が目立つ。
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金属製品は簪、環座、鋲、釘、板状製品、鉾、手斧、剃刀、はさみ、おろし金などが出土し近代から沖縄戦時

中の遺物まで出土している。

煙管は沖縄産施釉陶器製のものが主で、その他に沖縄産無釉陶器、瓦質、青銅製のものが出土している。３号

墓、７号墓、８号墓から各２点、１４号墓から１点の出土。

玉は総数４点が出土した。丸玉、小玉、算盤状玉が出土した。１３号墓からの出土が主である。碁石が総数４０点

出土している。

骨製品はハブラシ、箆状製品、半円状製品が出土している。形象物として陶質土器の人形が２点得られた。い

ずれも７号墓からの出土であった。

石器はサンゴ製石球が０号墓より１点出土している。石製品は硯、臼、砥石、方柱状製品などが出土している

が第１９図８９に示した硯は華南三彩の水滴と供伴で出土したものである。

円盤状製品は碗、皿、甕、壺などの日用品や瓦を円形に剥離し加工した物で、首里城跡、中城城跡などのグス

クや近世の集落跡をはじめ、御細工所跡、古窯跡といった工房でも出土例がある。本遺跡では６２点確認され、そ

の内２９点を図版に示した。素材としては沖縄産無釉陶器、瓦、染付、印判、土器、褐釉陶器が挙げられ、沖縄産

無釉陶器と瓦の占める割合が大きく、ほとんどが２�～５�の大きさに加工されている。大きさでは４�～５�

の製品の割合が最も多く、２�～３�の製品がその次に多い。全体的に剥離が粗い物が多く、打割調整が見られ

る物は少ない。今回の調査で五角形に近い形に加工した資料を得る事ができたが、これに近い形の製品は中城城

跡の発掘調査で出土例がある。ただ、円形に加工する過程であったとも考えられるので、器形については五角形

と断定できない。本製品の用途としては遊具であったという説がよく聞かれるが、実際に戦後、ガラス製品が登

場するまでは小型の製品をおはじきとして用いていたという例もある。また、大型の製品は「かわら運び」や

「石蹴り」といった遊びに使用されていたという指摘もある。

貝製品は、すべてヤコウガイ製匙状製品の欠損品、もしくは粗製品である。総数９点が出土した。０号墓、１

号墓からの出土が多い。

その他の製品として７号墓から漆喰製品かと考えられる製品が２点出土している。他の類例遺跡から報告例を

確認できないこともあり判然としないが、碗状を成すものと箱形に脚状の突起を有するものがある。また８号墓

より２�大の瓦片の周囲を研磨し平面形態が将棋の駒状の製品が出土している。用途は不明。

獣類遺存体はサメ、ハリセンボン、ハブ、トリ、ニワトリ、ネズミ、イヌ、ネコ、ウマ、ブタ、ウシ、ヤギが

出土し、貝類遺存体は腹足網が１４科２２種、斧足網が３科５種の計１７科２７種が出土している。

出土地区
法量

器種生産地種類種類図版番号 底径・ 
摘み径

器高
口径・
甲径

0号 撹乱層5.16.313.5碗

肥　前

型　

紙　

摺　

り

染　
　
　
　

付

12－ 26
0 号 撹乱層4.955.813.4碗12 － 27
0 号 撹乱層4.95.813.4碗12 － 28
0 号 撹乱層4.95.612.7碗12 － 29
0 号 撹乱層－－10.6碗12 － 30
1 号 撹乱層－－14.4碗20 － 114
1 号 撹乱層5.16.213.2碗20 － 113
2 号 撹乱層5.55.913.1碗27 － 175
2 号 撹乱層4.24.411.6碗27 － 176
3 号 撹乱層－－13.7碗35 － 250
3 号 撹乱層－－12.4碗35 － 251
3 号 撹乱層－－14.25碗35 － 252
3 号 撹乱層－－13.1碗35 － 253
6 号 撹乱層－－13.3碗42 － 339
6 号 庭撹乱－－13.3碗42 － 341
6 号 撹乱層5.2－－碗42－ 342
8 号 墓　口－－13.4碗50 － 463
8 号 墓　口－－11.2碗50 － 464
0 号 撹乱層7.63.312.7皿13 － 31
0 号 撹乱層8.2312.35皿13 － 32
1号 前庭灰褐色土7.5－－皿20－ 115
6 号 墓　前－－－皿42－ 343
1 号 撹乱層9.88.410.5香　炉20－ 116
3 号 撹乱層－－10.2香　炉35－ 254
0 号 撹乱層3.32.559.3蓋13 － 33
6 号 墓　前－－9.9皿瀬戸・美濃42－ 344
3 号 撹乱層4.255.1511.8碗

肥　前

銅　

版　

転　

写

35－ 255
8 号 墓　口19.14.531.4大　皿51－ 475
0 号 撹乱層－－6.7小　碗瀬　戸

・
美　濃

13－ 34
1 号 撹乱層3.6－－小　碗20－ 117
2 号 撹乱層2.54.46.9小　碗27－ 177
7 号 墓室清掃3.74.811.25碗

瀬　戸
・
美　濃

45－ 387
8 号 墓　口－－小　碗50－ 465
8 号 撹乱層－－7.15小　碗50－ 466
0 号 撹乱層1.652.85.1小　杯14－ 43
0 号 撹乱層6.92.513.1皿13 － 35
0 号 撹乱層6.52.7513.23皿13 － 36
0 号 撹乱層72.113.1皿13 － 37

第１表　印判手法量一覧 単位：cm

出土地区
法量

器種生産地種類種類図版番号 底径・ 
摘み径

器高
口径・
甲径

0号 撹乱層6.12.311.35皿

瀬　戸
・
美　濃

銅

版

転

写

染　
　
　
　

付

13－ 38
0 号 撹乱層6.32.3511.1皿13 － 39
0 号 撹乱層62.310.8皿14 － 40
0 号 撹乱層6.72.211.7皿14 － 41
0 号 撹乱層6.852.311.15皿14 － 42
1 号 前　庭7.152.512.6皿20 － 118
1 号 前　庭8.93.115.85皿21 － 119
1 号 前　庭7.4－－皿21－ 121
1 号 前　庭7.42.612.5皿21 － 120
3 号 墓　室62.211.3皿36 － 256
3 号 撹乱層62.411.25皿36 － 257
5 号 墓　室6.92.311.8皿40 － 315
8 号 石積内4.5－－皿瀬　戸

・
美　濃

50－ 469
8 号 墓　口4.952.110.9皿50 － 468
8 号 撹乱層7.85314皿50 － 467
0 号 撹乱層4.256.111.1碗

瀬　戸
・
美　濃

ゴ　

ム　

判

14－ 44
0 号 撹乱層－－10.9碗14 － 45
3 号 撹乱層－－11.1碗36 － 258
6 号 墓　前－－10.5碗42 － 345
8 号 撹乱層－－11.4碗50 － 470
0 号 撹乱層34.58.4小　碗14－ 46
0 号 撹乱層34.88.5小　碗14－ 47
0 号 撹乱層2.65.29.5小　碗14－ 48
1 号 墓　室－－8.1小　碗21－ 122
3 号 撹乱層－－7小　碗36－ 259
6 号 不　明－－8.1小　碗42－ 346
7 号 墓　室34.88.5小　碗45－ 388
8 号 墓　口－－7.7小　碗50－ 471
8 号 墓　口5.31.910.7皿50 － 472
0 号 撹乱層2.12.75小　杯14－ 49
1 号 撹乱層119.625.2大　鉢21－ 123
8 号 墓　口10.27.221.3大　鉢50－ 473
1 号 前　庭－－11.9碗

瀬　戸
・
美　濃

ゴ
ム
判

色　

絵

21－ 124
2 号 撹乱層3.56.111.4碗27 － 178
6 号 西側表土－－4.9小　杯42－ 347
1 号 前　庭8.65.817.2大　鉢22－ 125

 単位：cm
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第２表　沖縄産施釉陶器法量一覧 単位：cm

出土地区
法量

器種
遺物番号

底径・ 
摘み径

器高
口径・
甲径

図版図

0号 撹乱層7.0－－碗50－

0号 撹乱層－－－皿51－

0号 撹乱層－－22.0鉢52－

0号 墓　室－－8.75花生56－

0号 墓　室6.610.158.8壺55－

0号 墓　室10.012.08.0急須53－

0号 墓　室4.86.67.6灯明具57－

0号 墓　室6.17.39.8蓋54－

1号 前　庭6.45.86.5碗12610

1 号 前　庭10.8－－鉢128－

1号 前　庭9.1－－鉢127－

1号 前　庭6.0－－瓶131－

1号 前　庭－－10.3壺130－

1号 前　庭－－21.8鍋129－

1号 前　庭－－11.8火炉133－

1号 前　庭7.47.210.0火取134－

1号 前　庭－－6.35急須132－

2号 撹乱層9.8－－鉢179－

2号 床　直－7.210.0壺180－

2号 前　庭　6.6－－壺181－

2号 前庭表土－－15.2鍋182－

2号 前庭表土－－10.8急須183－

3号 奥壁溝内6.05.713.1碗26159

3 号 石積周辺－－－碗26057

3 号 前庭東側7.3－－碗26258

3 号 撹乱層8.19.3521.8鉢26363

3 号 石積周辺－－25.4鉢26464

3 号 奥　壁－－－瓶26660

3 号 石積周辺－－－壺265－

 単位：cm

出土地区
法量

器種
遺物番号

底径・ 
摘み径

器高
口径・
甲径

図版図

3号 前庭表土－－－火炉26862

3 号 前庭東側1.8－6.4急須の蓋26761

5 号 墓　室6.56.813.7碗316－

5号 床　直－－23.8鉢317－

5号 床　直－－－急須318－

6号 墓　前－－－碗348111

6 号 墓　前5.8－－碗349112

6 号 墓　前12.019.513.9壺32797

6 号 墓　室　－－11.6壺32598

6 号 墓　前9.8－－火取351114

6 号 墓　口－－－急須350113

7 号 墓　室6.4－－碗389140

7 号 墓　室4.6－－皿390141

7 号 撹乱層－－－鉢392－

7号 墓　室－－8.6壺391142

8 号 石　積6.656.613.55碗474－

8号 墓　口6.3－－碗476－

8号 石積内3.63.88.2小碗477－

8号 撹乱層12.7－－鉢479－

8号 墓　口5.558.014.5鍋480－

8号 墓　口7.3－5.1急須481－

8号 石積内6.04.213.4皿478－

10 号 表　土－－－鉢523－

11 号 床　直7.2－－碗533－

14 号 東隣表土7.1－－碗558－

14 号 撹乱層－－13.4鍋560－

14 号 床　直7.0－－蓋559－

14 号 東隣表土－3.511急須の蓋561－

第３表　沖縄産無釉陶器法量一覧 単位：cm

出土地区
法量

器種
遺物番号

底径・ 
摘み径

器高
口径・
甲径

図版図

0号 撹乱層－－26.4擂鉢62－

0号 撹乱層－－32.0鉢61－

0号 撹乱層－－－甕59－

0号 撹乱層－－－甕58－

0号 撹乱層34.6－－甕60－

0号 撹乱層－－－火炉63－

0号 撹乱層－－－急須の口64－

1号 撹乱層－－28.2鉢138－

1号 撹乱層12.014.7529.5鉢137－

1号 前　庭5.53.010.6灯明皿135－

1号 撹乱層－－－壺141－

1号 前　庭－－8.4壺139－

1号 撹乱層－17.022.0壺147－

1号 撹乱層16.6－－甕144－

1号 前　庭－－－甕143－

1号 前　庭－－16.8火取145－

1号 前　庭－－9.0羽釜146－

1号 前　庭2.1－－蓋136－

2号 前庭表土－－－鉢187－

2号 撹乱層－－23.8壺185－

2号 前庭表土－－－小壺186－

2号 撹乱層－2.710.5灯明皿184－

3号 撹乱層11.813.123.0擂鉢27967

3 号 石積周辺－－28.4擂鉢28068

3 号 撹乱層15.4－－甕27869

3 号 撹乱層－－25.0甕27770

3 号 奥　壁－－－甕276－

3号 撹乱層5.352.710.1灯明皿27065

3 号 撹乱層5.02.59.1灯明皿26966

 単位：cm

出土地区
法量

器種
遺物番号

底径・ 
摘み径

器高
口径・
甲径

図版図

3号 前庭表土－－－灯明皿271－

5号 床　直8.0－－壺319－

6号 墓　前－－－鉢354117

6 号 墓　前－－18.7鉢353118

6 号 墓　前－－45.2鉢355116

6 号 墓　前－－12.2壺352115

6 号 墓　前16.2－－甕357120

6 号 墓　前22.7－－甕356119

7 号 撹乱層－－34.0擂鉢394144

7 号 撹乱層5.03.61.7水滴393143

7 号 墓　室12.4－－壺396145

7 号 墓　室14.0－－壺397146

7 号 撹乱層－－－甕395－

8号 撹乱層－－－擂鉢489－

8号 撹乱層－－39.2擂鉢490－

8号 石積内11.0－－擂鉢491－

8号 撹乱層－－－大鉢486－

8号 撹乱層17.538.712.5壺482－

8号 撹乱層11.0－－壺485－

8号 石積内－－－壺484－

8号 石積内－－27.0壺483－

8号 墓　口－－－甕487－

8号 撹乱層－－38.6甕488－

8号 石積内－－－甕492－

8号 撹乱層28.0－－炉493－

10 号 表　土－－34.2甕524－

14 号 撹乱層－－21.0鉢563－

14 号 東隣表土－－49.2鉢562－

14 号 墓　室－－－鉢564－
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第４表　印判手の文様型分類表

　　瀬戸・美濃産の銅版転写 小碗肥前系の型紙摺　碗
　　直口タイプ　　外反タイプ
　外体面の文様　外体面の文様
�類、扇子�類、三角を鋸歯状に繋ぎ向かい合わせに配置、菱形に開いた空間に三角を円形に置
�類、松と帆掛け舟き中に菊花文を描く破線下に三角繋文を廻らす。
�類、古銭、銘款、四角文�類、丸窓に鶴文、枠外に笹、松を描く。破線の圏線下に三角繋文を廻らしている。
�類、氷裂梅花�類、梅花形の窓絵、枠外に笹、松を描く。破線の圏線下に三角繋文を廻らしている。
�類、牡丹文�類、丸窓内に寿・草花文を描く。破線の圏線下に三角繋文を廻らしている。
�類、菊花文�類、笹文を描く。
�類、雪の結晶�類、花唐草
�類、百人一首�類、山水画
�類、松梅文�類、漢詩
�類、梅花

ａ、外体面の文様が一つつづきの文様で終始する。
　口縁内面の文様ｂ、外体面の文様は一旦腰部で圏線を引き区画され蓮弁文、三角繋文、一点破線（旭
Ａ、四方襷文文）などの文様と組み合わす。
Ｂ、無文

　口縁内面の文様
　　外反タイプ（内面は無文）　１、輪宝繋文
　外体面の文様　２、三角文
�類、菊花と竹垣　３、松竹梅
�類、童謡絵柄（童、鞠、蝶、松）　４、丸形の窓絵（寿・福）

　５、丸形の窓絵（寿・草花文）
　　瀬戸・美濃産の銅版転写 皿　６、菊花文
直口、外面は無文　７、笹文
�類、波に桜と千鳥　８、花唐草
�類、逆台形の窓絵枠内に梅花と鹿子を充填している。　９、草花文
�類、逆台形の窓絵枠内に芭蕉文と日足を充填している。　１０、無文
�類、逆台形の窓絵枠内に七宝繋文と麻葉を充填している。
�類、逆台形の窓絵枠内に梅文と竹に松を充填している。　内底面の文様
�類、逆台形の窓絵枠内に楼閣と七宝を充填している。Ａ、松竹梅円形文
�類、亀甲の地文に花弁形の窓を配し窓内に孔雀と牡丹を充填。Ｂ、草花文
�類、捻子形の枠に梅花、格子文を充填する。
�類、三角、菱形の窓を幾何学模様に配し窓内に梅花と梅蕾を充填。　　直口タイプ
�類、丸形の窓内に渦巻き地文は石畳文　外体面の文様
�類、窓絵地文四方襷�類、縦の文様構成　瓢箪縞の文様区画
�類、菊花市松文  枠内に福・寿字や青海波、毘沙門亀甲文を交互に充填する。
� �類、地文は石畳文に将棋の駒を配する。�類、縦の文様構成　瓢箪縞の文様区画
� �類、斑点の地文に花文  枠内に福・寿字や網代文、氷裂文を交互に充填する。
� �類、花菱�類、横の文様構成
� �類、桜花　窓絵（雲、波、楓形の窓内に青海波、毘沙門亀甲文、楓を充填し地文は青海波に
� �類、竹　菊花文を散らしている。）

�類、横の文様構成
　内底面の文様　絵模様（草花の中に昆虫が飛ぶ風景）
Ａ、梅花文
Ｂ、七宝文　口縁内面の文様
Ｃ、菊花文　１、輪宝繋文
Ｄ、雷文　２、石畳文
Ｅ、水草と金魚　３、窓絵
Ｆ、木の葉　４、圏線のみ

　５、無文
　　瀬戸・濃産のゴム判 碗
　　直口タイプ内底面の文様
　外体面の文様　Ａ、松竹梅円形文
�類、菊花散らし　Ｂ、草花文
�類、籠目に寿字文
�類、七宝文肥前系の型紙摺　皿
�類、丸文（松）　　輪花皿
１、筒形碗　外体面の文様
２、逆八に字に外に向かい開き立つ碗　１、花唐草
外反タイプ　２、塔
�類、菊花と枝ものと菱格子

内体面の文様
　　瀬戸・美濃産のゴム判 小碗�類、菊花文
　外体面の文様�類、窓絵（稜花形の窓に亀を描く。）
�類、鶴丸文＋蓮弁文
�類、窓絵、丸窓に梅、捻子を入れる＋蓮弁文ａ、内面の文様が一つつづきの文様で終始する。
�類、長方形と扇子形の窓に柳や菊花と七宝文を描く。ｂ、内面の文様は大まかに体面と底面に分かれ幾つかの文様と組み合わす。
�類、ぜんまいを帯状に廻らす。
�類、花唐草を帯状廻らす。内底面の文様
�類、口縁に鋸歯状と花唐草を帯状に廻らす。　Ａ、芝垣の環状文と松竹梅円形文
�類、縦に伸びる茎とぜんまいを描く。　Ｂ、その他
�類、水玉と千鳥
�類、四方襷＋蓮弁地文
�類、花市松文イ、青海波

ロ、斑点
ａ、外体面の文様が一つづきの文様で終始する。ハ、短線（斜線）
ｂ、外体面の文様は圏線で区画され複数の文様を組み合わす。ニ、石畳文

ホ、微塵唐草
内底面の文様へ、はなずくし
A、寿字　　B、無文ト、無し



－１５－

第６図　古墓位置図
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第�章　遺構と出土遺物

第１節　第０号墓

第０号墓出土遺物

蔵骨器（第７図 1 ・ 図版１１－１）

土器。頸部のくびれは弱く、口縁部が直口する壺。口唇部は尖る。口縁部周辺における器壁の剥落は著しい。

器面調整は内外面共に丁寧なナデ、あるいはヘラナデによって仕上げられている。色調は内外面共に橙色を呈す

る。大粒の赤色粒と貝片を多量に混和させる。口径２０.２�。撹乱層出土。

青磁（第７図２～ 4・図版１１－２～４）

８点が出土し碗、皿、瓶の３器種が得られた。第７図 2・図版１１－２は胴部に丸みを持ち口縁に向かい開き立ち

上がる直口の碗である。口唇は舌状を呈する。外体面に幅広の蓮弁文を片切彫りにより施す。口径１６�。第７

図 3・図版１１－３は碗の底部である。内底面がフラット状を成し見込みに印花文を施文、釉色は灰緑色を呈する。

外底面は露胎させているが高台を打ち欠かれ釉の広がりは不明である。円形状に打割成形し円盤状製品へ転用し

ている。皿の口縁が１点出土した。第７図 4・図版１１－４は朝顔状に外へ向かって開き口唇に抉りを施す稜花皿

である。内外体面共に片切彫りの草花文を施こし釉色は灰緑色を呈する。２～４はいずれも撹乱層出土。生産年

代は１６世紀代に位置付けられる。

白磁（図版１１－５，６）

総数１２点、碗、杯といった器種がある。碗は４点出土した。図版１１－５は胴部からやや内彎気味に立ち上がる

直口の碗で口唇は丸くおさめる。胎土は灰白色を呈し釉色は淡灰色を呈する。口径１０.９�。撹乱層出土。小碗及

び杯が４点出土している。図版１１－６は口縁部がやや内彎する直口杯である。口唇は丸くおさめ、外体面に轆轤

痕を留める。胎土釉色共に白色を呈する。口径６.２�。撹乱層出土。

染付（図版１１－７～１１）

総数６０点で碗、皿、小杯、大鉢、などの器種がみられる。碗は口縁が１６点、胴部１５点、底部５点の計３６点が出

土した。図版１１－７は福建 ･広東系の外反口縁碗で外体面に横位の文様を施している。図版１１－８は福建 ･広東

系の碗の底部である。高台は高台内から斜めに削り出し先端が角張った三角を成す。釉の広がりは内底と外底を

除き全面に及ぶ。７、８共に撹乱層出土。皿は総数１８点が出土し、口縁が６点、胴部７点、底部５点が出土。口

縁は端反、直口、鍔縁などの形態がみられる。小杯は４点が出土、直口口縁の杯と逆八の字状に開く杯がある。

図版１１－９は完形の杯で胴部は腰部から僅かに開き、ほぼ真っ直ぐ立ち上がり口縁に至る。口縁は直口、口唇が

－挿図番号

図版２図版番号

X=２３,４４１.０００　Y=２１,８３３.０００位　　置

掘込墓形  状

構　
　

造

内部は約２ｍ×２ｍで、墓口は南に向く。規  模

　石灰岩を粗く掘り込んでいる。墓口は大部分が崩壊しており旧状を窺い知ることはできない。
墓庭は確認されず。

工  法

　戦後は産業廃棄物の捨て場となっており、とくに墓に伴う遺物を確認することはできなかった。
また床面は平坦に土を入れて造成している。墓室から沖縄産施釉陶器を１点表採する。

内部の
状況など

－時  期

　事前調査では確認されていない古墓。調査区の最西端であることから、確認のために試掘を行っ
た結果、墓口を検出する。周辺は戦後崩落した石灰岩塊が散乱しており、安全面の配慮から詳細な
内部調査を行うに至らなかった。そのため内部に溜め置かれている産業廃棄物の撤去と撮影記録の
みに止めた。また、天井や壁に亀裂を確認することができ、更なる崩壊の危険性が指摘される。

備　　考

第５表　第０号墓遺構表



－１７－

やや尖る。外体面に唐草文を廻らしている。生産年代は１７～１８世紀に位置付けられる。口径４.３�。器高２.８�。

底径２.０�。撹乱層出土。図版１１－１０は底面が饅頭心を呈し、見込みに二条の圏線と荒磯文を施している。外体

面高台脇に二条の圏線を廻らし、外底面に「大明成化年製」の楷書二行銘が認められる。底径２.７�。撹乱層出土。

図版１１－１１は底部から逆八の字状に開く胴長の杯である。底径２.０�。撹乱層出土。大鉢は胴部破片が１点出土

している。文様構成は外体面に丸文に草花文を描くもので、福建 ･広東系である。瓶は胴部１点が出土した ｡外

体面に樹木文が施されている ｡

褐釉陶器（第７図 5・図版１１－１２）

中国産褐釉陶器。底部近くでくびれ、底面は上げ底状となる。内面には轆轤痕が確認できる。内外面共に暗オ

リ－ブ色の釉が薄く施される。胎土は密で白 ･黒色素粒子が多くみられる。また大きい気泡も見られる。底径

１０.８�。撹乱層出土。

その他の輸入陶磁器

無釉陶器１点が出土している。器種は不明である。

本土産陶磁器（図版１１－１３～２０，図版１２，図版１３，図版１４－４０～４９）

染付が１１点出土し、肥前系は１０点、瀬戸 ･美濃産は１点である。器種別には碗、皿、瓶がみられた。図版１１－

１３は筒形の碗の口縁資料である。外体面に横位の圏線を廻らし縦縞とよろけ縞を交互に描いている。生産年代

は１８２０年～１８６０年代に位置付けられる。口径７.１�。撹乱層出土。図版１１－１４は胴下部に丸みを持つ碗で外体面

に荒磯文と高台際に二条の圏線を描き外底に渦福字の銘款を配する。畳付けは細く作り断面形が三角状を成す。

底部は比較的厚い。生産年代は１８世紀中葉～１８世紀末に位置付けられる。底径４.１�。撹乱層出土。図版１１－１５

は型打ちの稜花皿である。外体面に唐草を描き、見込みに圏線と微塵唐草を描く。生産年代は１８４０年～１８７０年

代に位置付けられる。撹乱層出土。図版１１－１６は口縁が鶴首状を成し、外側に一気に開く瓶で口唇は上向きに引

き上げ側面を平担に整える。肩部外面に二条の圏線を配し網目文を描く。生産年代は１７世紀後半に位置付けら

れる。撹乱層出土。図版１１－１７は肩部外面に荒磯文を描く瓶胴部片である。生産年代は１６５０年～１６７０年代に位

置付けられる。撹乱層出土。瀬戸 ･美濃産は大型角皿の口縁破片が１点出土し生産年代は明治時代に位置付けら

れる。

図版１１－１８は肥前系の色絵の蓋物である。胴部は筒状を成し外体面に横位の圏線と幅広の帯文を二条廻らし

上絵の枠描きを加えるものである。生産年代は１７世紀後半～１８世紀前半に位置付けられる。撹乱層出土。

陶器は総数１９点が出土し肥前系、薩摩産、関西系などが出土している。図版１１－１９は口縁が内彎気味の直口碗

で、口唇は尖る。関西系で１８世紀に位置付けられる。撹乱層出土。図版１１－２０は京焼風の肥前系碗である。高台

の断面形は三角に削り出され外底面に清水の銘款が印刻される。釉は高台脇まで施される。底径４.８�。撹乱層

出土。図版１２－２１は、内野山窯の銅緑釉の皿である。胴部の立ちあがりは緩やかで外に開く高台形は断面四角で

中刳りは僅かに中心を外して削られ雑な仕上がり。内底面の釉を蛇の目釉剥ぎし外体面は胴部まで施釉。高台は

露胎させる。生産年代は１７世紀末～１８世紀前半に位置付けられる。底径３.７�。撹乱層出土。図版１２－２２は関西

系の鍋蓋で環状の摘みを持ち甲部に環状の線刻が三条櫛描きされる。釉は全面に施された後、摘みの上面と内側

中央はふき取っている。１９世紀に位置付けられる。甲縁径１２.７�、器高４.０�、摘み径３.６�。図版１２－２３は関西系

の筒形碗で外体面に字文を描く。生産年代は明治以降が考えられる。口径６.２�。撹乱層出土。図版１２－２４は薩

摩産褐釉陶器壺の口縁片である。口縁は外に折り返し帯状に突出させる。口縁上端は扁平状を成し貝目痕が認め

られる。撹乱層出土。図版１２－２５は薩摩産褐釉陶器の底部片である。外底面に貝目痕を明瞭に残している。撹

乱層出土。

印判手は型紙摺、銅版転写、ゴム判が出土。型紙摺は７９点が出土し総て肥前系であった。図版１２－２６～２９は碗

である。いずれも胴下部に丸みを持ち、外に向かい開きながら立ち上る。口縁は外反、口唇は舌状を成す。２６の

文様は�類ｂ２Ａロ。２７の文様は�類ｂ８Ｂト。２８の文様は�類ｂ３Ａロ。２９の文様は�類ｂ５Ｂ。図版１２－

３０は直口口縁碗で文様は�類１。図版１３－３１、３２は型打ち輪花皿である。いずれも底部は蛇の目凹型高台を成

す。３１の文様は�類１ａ。３２の文様は�類２ｂＡ。図版１３－３３は小型な碗の蓋である。甲縁部外面に青海波、花

散らし文地に形の異なった花弁状の窓絵を配置。窓内にそれぞれ青海波、楓、毘沙門亀甲文を充填。内面の縁部

に輪宝繋文を廻らし中央に松竹梅の環状文を配している。図版１３－３４～３９，図版１４－４０～４３は瀬戸・美濃産の銅

版転写である。総数３５点が出土し、器種別には碗、小碗、皿、小杯が出土している。３４は直口小碗で文様は�類。

図版１３－３５～３９，図版１４－４０～４２はいずれも直口の小皿で外面は無文である。３５は�類Ｇ。３６は��類Ｃ。３７
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は�類。３８は�類。３９は�類。４０は��類。４１は�類。４２は�類Ａ。図版１４－４３は外反の小杯。外体面に松葉

と福・寿字文を表す。図版１４－４４～４９は瀬戸・美濃産のゴム判である。総数１７点出土。４４、４５は胴部から逆八の

字状に開く直口の碗で４４は菊花文、４５は籠目に寿字文を外体面にそれぞれ描いている。４６～４８は直口小碗で文様

は４６が�類、４７は�類、４８は�類。図版１４－４９は口縁が外反した小杯である。外体面に菊花文を表す。

沖縄産施釉陶器（図版１４－５０～５３，図版１５－５４～５７）

総数２１３点が出土している。器種別にみると碗、小碗、皿、鉢、急須、蓋、壺、花生、灯明具などが出土した。

図版１４－５０は碗の底部である。灰釉単掛けのフィガキ－で、底部から直線的に立ち上がる器形。撹乱層より出土。

図版１４－５１は皿の口縁部である。外面が鉄釉、内面は灰釉の掛け分けである。外反口縁で口唇は玉縁状を呈する。

撹乱層より出土。図版１４－５２は鉢の口縁部である。外面は飴釉、内面は白釉の掛け分けで口縁部は逆 ｢L｣ 字状を

呈する。撹乱層よりの出土。図版１４－５３は急須の口緑部～底部である。白釉単掛けで、器形は丸型である。口唇

は釉を掻き取り、内面及び外底は露胎。外面には線彫りで格子文を施したあと、その上に呉須と鉄釉を塗る。撹

乱層よりの出土。図版１５－５４は蓋である。完形品で、鍔、脚がともに舌状を呈す。撮みは円柱形で中央をくぼま

せる。また、上面中央に化粧土をめぐらせ、黒釉を施したあと蛇の目釉はぎをしているため、化粧土が露胎してい

る。墓室内より出土。図版１５－５５は壺である。白化粧の上に黄灰釉を施している。外反口縁で口径は大きい。最

大径が肩部にくる器形で、頚部に鉄釉で圏線が一条めぐらされる。底部は蛇の目高台である。墓室より出土。図

版１５－５６は花生の口縁部～胴部である。灰釉単掛けで器形はひょうたん型。外反口縁で口唇部が垂直に立ち上が

り、断面は三角形を呈する。頚部には獅子頭が２箇所貼り付けられ、外面には線彫りが施される。全体に白釉を

施釉し、口唇外面、獅子頭、頚部に呉須が掛けられる。撹乱層より出土。図版１５－５７は灯明具の口縁部～底部であ

る。直口口縁で底部は糸切りタイプである。脚台半ばまで鉄釉が施釉されている。墓室より出土。 

沖縄産無釉陶器（図版１６－５８～６４）

総数２３７点が出土している。器種別にみると甕、鉢、擂鉢、火炉、急須などが出土した。すべて撹乱層よりの出

土。図版１６－５８、５９は甕の口縁部、図版１６－６０は底部である。５８、５９は口唇両端が張り出す形で、５８は口縁部断

面が逆三角形、５９は逆｢L｣字状を呈する。５８は口縁部に圏線を４本、胴部に波状文と圏線を施す。５９は口縁部が段

状に成形され、胴部には丸文と圏線をめぐらせる。 ６０は底部から胴部へ直線状に立ち上がる器形で、内面胴部に

は布目痕が僅かにみられる。また内底の一部には砂目痕が付着、ケズリ痕も明瞭にみられる。図版１６－６１は鉢の

口縁部である。いわゆる「ミジクブサー」ともよばれるもので、口縁部は内彎し、口唇が舌状を呈する。胴部に圏

線を２本めぐらせ、その下に波状文を施す。図版１６－６２は擂鉢の口縁部である。口縁部が逆｢L｣字状を呈し、口唇

部の幅が広い。口唇上部に丸彫りの圏線を一条施す。内面全体に櫛目を密に施し、上部のみナデ消されている。

外面にロクロ痕がみられる。図版１６－６３は火炉の口縁部である。口縁部が「く」の字に折れ、口縁上部に凹線が１

条施される。胴部には横耳が付く。内面にはロクロ痕がみられる。図版１６－６４は急須の口である。

陶質土器（図版１７－６５～６８）

総数４１点出土した。器種別には鍋、急須、蓋、火炉などがみられる。図版１７－６５は土瓶の外耳である。方形状

を成し外側から内側へ穿孔し、取っ手を取り付ける孔を有する。図版１７－６６は胴部が筒形になる火炉口縁部であ

る。図版１７－６７、６８は口縁が内彎し底部は高台を持つ火炉である。いずれも撹乱層出土。

瓦質土器

底部の破片と考えられる資料が１点出土している。

銭貨（第７図 6・図版１７－６９）

有文銭が出土している。は２分の１が破損しているが、残存する文字から聖宋元寶になると思われる。字体は

篆書。時代は北宋。初鋳年代は１１０１年である。銭厚１.３�、重量（１.４）ｇ。撹乱層より出土。

金属製品（第７図７、8・図版１７－７０、７１）

第７図 7・図版１７－７０は鉄製の板状製品である。曲線状の縁部を成し、側面に縦の刻み目を有する。飾り金具

なのか保存状態が劣悪と言うこともあり不明である。縦長（２.８）�、横長（３.０）�、厚さ０.２�、重量（６.７）g。第７図

8・図版１７－７１は平面観が木の葉状をなす鉄製の鉾である。刃先が僅かに破損しているが基部まで残す。刃部は

表面の中央から縁部に向かい緩やかな鎬を作り、縁部に付刃する。刃部横断面形状は略アーモンド形。基部はや
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や末広がりの円筒状を成す。一旦、板状に伸ばし筒形に巻き作ったことが窺える。縦長（２５.４）�、刃部幅３.９�、

厚さ０.２�、刃部厚０.９�、基部径３.９�、重量（３７０）g。撹乱層出土。

石器（図版１７－７２）

サンゴ製石球で断面形は楕円形になる。縦径２.８�、横径３.０�、重量１７.１ｇ。撹乱層出土。

円盤状製品

０号墓から出土した円盤状製品は５点で詳細は下表通りである。

貝製品（図版１７－７６～７８） 

ヤコウガイ製匙状製品が３点出土している。すべて撹乱層からの出土。図版１７－７６は身の部分のみの欠損品

である。両面とも真珠層が露胎し、研磨痕が顕著である。最大長（４.９）�、最大幅（３.６）�、重量（７.４）ｇ。図版１７－

７７、７８は未製品だと思われる。７７は螺肋の一部に敲打痕がみられ、表面は丁寧に研磨されている。最大長（５.８）

�、最大幅（２.９）�、重量（１７.９）ｇ。７８は表面が丁寧に研磨されているが、外面の螺肋に加工はされていない。縁

部は打ち欠いたあとに研磨したものと思われる。最大長（６.８）�、最大幅（４.５）�、重量（２９.６）ｇ。

第６表　第０号墓円盤状製品観察表 単位：mm、g

出土地観　察　事　項
使用
部位

素材重量厚さ短径長径状態
図版
番号

撹乱
楕円形、剥離は粗く、表面に紋様の一部が見られる。一部
磨耗している。

胴部染付２.０５.７１６.２１７.１完形７３

図
版　
１７

撹乱
楕円形であるが剥離が粗く角が残っている。裏面のみに
紋様がみられる事から皿の底部を転用した物と思われる。

底部染付１９.７１４.８３２.１３２.９完形７４

撹乱
円形に近い楕円形で剥離は丁寧。裏面に縄目の跡が僅か
に見られる。赤瓦を転用。

－瓦２４.２１４.５３９.５４０.１完形７５

第７図　第０号墓出土遺物

１
５ ６

２

３

４

７ ８０ 5 cm

０ 3 cm

０ 10cm
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第２節　第１号墓
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第８図　第１号墓実測図
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第１号墓出土遺物

青磁（第９図 9・図版１８－７９）

総数４点が出土したが、碗底部資料を除き残りは小破片であり器種を特定することは不可能であった。第９図

9・図版１８－７９は内底面がフラット状をなし畳付の内側面を僅かに削り出す ｡釉色はオリーブ色、全面施釉後、外

底面の釉を輪状に掻き取っている。底径７.４�。墓室出土。　

白磁（図版１８－８０～８３）

総数２０点が出土した。器種別の内分けは碗、小碗、皿、杯、壺、蓋物がある。

碗は口縁部と胴部の計２点が出土した。小碗は口縁部２点、底部４点、胴部１点、計７点出土している。図版

１８－８０は丸みのある胴部から伸びるように立ち上がる碗であり端反り口縁を呈し口唇は尖がる。胎土は白色、釉

色は灰白色を呈する。口径８.５�。撹乱層出土。図版１８－８１は型押し成形の小碗底部である。胎土は白色を呈し

釉色は灰白色を呈する。底径３.５�。前庭茶褐色土出土。皿は口縁部１点、底部２点、計３点が出土した。図版１８

第８図挿図番号

図版２図版番号

X=２３,４３８.０００　Y=２１,８３６.０００　EL=７０.０００m位　　置

掘込墓形  状

構　
　

造

　墓室は東西１.９ｍ、南北２.１m。西側に奥行０.５ｍの側棚が見られる。墓口には土留めの石積みが見
られる。石積みは拳大の石灰岩を積み上げており、とくに石材の加工痕は見られない。時期は不
明。

規  模

　側棚は墓室床面から高さ８５～９０�の西側壁面を掘り込んで造る。棚上はほぼ平坦に削り込んで
いる。

工  法

　墓室天井はほぼ平坦に加工されており、西側のみ粗加工となる。墓室床面は約 10�の厚さで表
土が堆積し、奥壁側からは焼土と人骨が僅かながら集中して出土した。炭も少量出土。床面直上
から中国産染付碗の口縁部が１点出土。

内部の
状況など

出土遺物から１８世紀か。時  期

　墓前には戦後の撹乱層がかなり堆積していた。地表面から約２.５ｍ程掘り下げたが、全て近代以
降の撹乱層であった。墓口下部、EL= ６７.０００ｍ～６６.５００ｍに沖縄戦時に使用されたと考えられる地
下壕を確認した。天井はアーチ状となり高さ約１.７ｍ、土を掘り込んでおり一部は岩盤を削ってい
る。下方へ掘り込んでおり、崩壊の危険性が高かったため壕口の確認のみに止めた。また墓口南
側EL= ６８.５００ｍに全長約１ｍの石列を確認する。個々の石材は丁寧に面取りがなされている。

備　　考

第７表　第１号墓遺構表

第８表　第１号墓出土状況一覧
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373633671211211墓　　室
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11墓室溝内

33炭　　層

11棚　　上

4023136513812393162017211211437171合　計
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－８２は内底面が比較的フラット状を成し腰の張った皿の底部である。高台は小さめで断面形態は四角状を成す。

施釉後、畳付けと内底面の釉を輪状に掻き取るものである。胎土は黄白色を呈し釉色は灰白色を呈する。底径４.６

�。前庭出土。図版１８－８３は蓋物である。甲部は僅かに膨らみを持ち径２�の孔を穿つ。甲縁部下面は扁平状

をなし施釉後、釉はふき取っている。型押し成形による作りで胎土、釉色は灰白色を呈する。甲縁径７.４�。墓室

出土。

染付（図版１８－８４～９４，図版１９－９５～９７）

５２点出土し完形は無く総て破片であった。器種は碗を主体に小碗、皿、杯、鉢、瓶、蓋があり生産地が中国の

南部に位置するものが多い。年代は概ね１７～１８世紀に位置付けられる。碗は６０点出土。図版１８－８４は胴下部に

丸みを持ち、僅かに外に開き立ち上がる。口縁は直口、口唇が尖る。外体面に宝文を描く。口径１２.３�、前庭出

土。図版１８－８５は腰部から外側に直線状に開き立ち上がる。口縁は直口を成す。外体面に横線文を施している。

口径１１.３�。前庭出土。図版１８－８６は胴部に丸みを持ち、直に立ち上がる。口縁は直口を成す。文様は外体面上

下段に二条の界線を配しさらに間に縦位の文様区画を設け中に半梅花と福寿文宝文を交互に繰り返し充填してい

る。口径１２.７�。前庭出土。図版１８－８７は内底面がややに盛り上がり高台は両側から僅かに削り出す。外体面に

は草花文と圏線を挟み簡略した蓮弁文を配している。見込みに二条の圏線と草文を外底面は草花文を施文してい

る。底径６.６�。前庭出土。図版１８－８８は内底面がフラット状、蛇の目釉剥ぎしている。外体面は丸文を描き見

込みに三つ点文を施文している。畳付けは露胎する。底径６�。前庭出土。図版１８－８９は胴部が底部から直線

的に立ち上がる碗である。高台は大きめで、内底面中央が窪み、畳付けの両側から削り出し断面形が三角状を呈

する。外体面から高台際までと内体面と内底中央に施釉、畳付の釉を掻き取っている。外体面の文様は破損ため

不明。福建・広東系の碗である。底径６.８�。前庭出土。小碗が１点出土した。図版１８－９０は直口の小碗である。

形態は丸碗状を示し外体面に丸文を施文。口唇は二次的に研磨される。口径７�。前庭出土。皿は口縁６点、胴

部１点、底部４点で総数１１点であった。図版１８－９１、９２は腰部に丸みを持つ、端反り口縁の皿である。９１は口縁

内面上部に圏線を一条廻らしている。口径１０.４�。撹乱層出土。９２は口縁の外体面と内体面に一条の圏線と文様

を配するが破損のため詳細は不明。口径１４.９�。撹乱層出土。図版１８－９３は底面がフラット状になる腰折れの皿

である。見込みに二条の圏線と菊花文を配する。高台の両側から削り出し畳付の先端は三角に尖る。釉は高台脇

まで及ぶ。底径８.９�。前庭出土。図版１８－９４は底面がフラットな面を成し高台の外側から斜めに削り出してい

る。釉の広がりは高台脇まで及び見込みに幅広な環状文と圏線中に蛸唐草を描く。底径７.５�。前庭出土。大鉢

は底部１点、胴部１点、計２点出土している。図版１９－９５は腰部に丸みを持ち外側にやや開きながら直に立ち上

がる。丸窓に草花文を充填する。高台は角張った作りで、主に高台の内側から削り出し面取りしている。釉は全

面に施釉後、高台の尖端と内底面を蛇の目状に掻き取るものである。福建・広東系に属する。前庭出土。瓶は図

版１９－９６に示す１点が出土した｡外体面に山水文を表す。撹乱層出土。蓋物は１点出土した。図版１９－９７は甲部

がド－ム状になり甲縁部は鍔状に外に張り出す。釉の広がりは甲縁部の内脇までと甲部内面に施され突起は露胎

している。甲縁部に一条の圏線を施している。甲縁径１０.５�。撹乱層出土。

その他の輸入陶磁器（図版１９－９８～１００）

中国産の色絵２点、鉄釉染付２点、瑠璃釉２点、無釉陶器２点が出土している。色絵は小碗と皿がみられ、瑠

璃釉は碗が出土している。鉄釉染付は小杯の口縁片と底部が出土。図版１９－９８は胴部がやや開き、立ちあがる。

内底はフラット状を成す。見込みに二条の圏線と草花文を施文している。底径３.２�。前庭出土。図版１９－９９は

口縁内面に四方襷文を描いている。前庭出土。無釉陶器は茶器と器種不明が出土している。図版１９－１００は無釉

陶器の茶器である。丸みのある胴から内彎する口縁に至る。口縁は蓋を納める帯状の突起を有する。器色、胎土

共に褐色を呈する。宜興窯のものと考えられる。口径７.３�。前庭出土。

本土産陶磁器（図版１９－１０１～１０９，図版２０，図版２１，図版２２－１２５）

肥前系の染付、薩摩産染付、印判手、陶器は肥前・内野山窯産や薩摩産、京・関西系からなる。染付は総数３０

点が出土し、肥前系染付は２９点、薩摩産染付は１点出土した。器種別には碗、皿、蓋物、瓶、袋物が得られた。

図版１９－１０３は丸みのある胴部から直に立ち上がる、所謂くらわんか碗と称されるものである。外体面に草花文

を描き、高台と高台際に圏線を配する。内底面は蛇の目釉剥ぎし畳付けの釉も掻き取っている。生産年代は１７世

紀後半～１８世紀初頭に位置付けられる。口径１０.９�、器高４.９�、底径４.９�。前庭出土。図版１９－１０１は外体面に

網目文を描く。撹乱層出土。生産年代は１７世紀後半に位置付けられる。図版１９－１０２は口縁内側を釉剥ぎした蓋

ものである。外体面に圏線と唐草を描く。生産年代は１７世紀後半～１８世紀初頭に位置付けられる。撹乱層出土。
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図版１９－１０４は直口の小皿である。外体面と内面に山水文を描く。生産地は有田、年代は１８２０～１８６０年代に位置

付けられる。口径９�、器高２.３�、底径５.１�。前庭出土。図版１９－１０５は甲部に丸味を持つ小型な蓋である。甲

部に花文を表し内面の縁部に四方襷を帯状に廻らす。生産地は有田、年代は１８世紀後半に位置付けられる。甲縁

径８�。撹乱層出土。図版１９－１０６は瓶の底部資料で高台際と胴部に圏線を配し柳と考えられる文様を描いてい

る。生産年代は１７世紀後半に位置付けられる。底径５�。撹乱層出土。図版１９－１０７は胴部が直に立ちあがり口

縁は直口を成す、口縁内側を釉剥ぎした蓋ものである。外体面に圏線と花唐草文を配するが呉須の発色はぼんや

りとしている。薩摩産の染付で生産年代は１８２０～１８６０年代に位置付けられる。口径１０�。前庭出土。本土産陶

器は１２点出土し器種は碗、皿、瓶、壺、甕類がある。生産地は内野山窯、関西系、薩摩産があり図版１９－１０８は

薩摩産の白釉筒形碗である。口縁に赤絵の半花菱を上絵付している。胴下部に四角の銘款を記している。生産年

代は明治以降に位置付けられる。口径７�。前庭出土。図版１９－１０９は薩摩産の白釉の瓶である。口縁は朝顔状

に外に開く。器厚はかなり厚めである。生産年代は１７世紀頃。口径８.９�。前庭出土。図版２０－１１０は京焼の皿で

ある。内底面に草花文の呉須さび絵を描いている。高台の内刳りは外側に向かい開くように削られる。釉の範囲

は腰部まで施され、高台を露胎させている。生産年代は１７世紀頃。底径６.４�。前庭出土。図版２０－１１１は肥前系

の二彩手の皿である。内底面に白土の刷毛目とさび釉掛けを施し、高台はやや大きめで内刳りは深く、外側に向

かい開くように削られる。釉の範囲は胴部まで施され高台を露胎させている。生産年代は１７世紀後半に位置付

けられる。底径９.５�。前庭出土。図版２０－１１２は薩摩産褐釉甕である。口縁は鍔状に外に折り、鍔の下部に波状

のひだを有する。口径２７.８�。前庭出土。印判手は肥前系の型紙刷と銅版転写、瀬戸・美濃産の銅版転写、ゴム

判などが出土している。型紙刷は総数２０点出土。図版２０－１１３は肥前系の型紙刷碗である。口縁は外反し文様構

成は�類ｂ２Ｂロ、内底面に目痕が四つ認められる。図版２０－１１４は口縁が直口する碗で文様は�類１に該当す

る。図版２０－１１５は皿底部資料である。高台際と外体面の腰部に圏線を廻らし他の文様と組み合せる可能性があ

る。文様構成は�類ｂＡ。底部は蛇の目凹形高台を呈する。図版２０－１１６は筒形の香炉である。外体面の文様構

成は上位（口縁）中位（胴部）下位（胴下部）の三層に分かれる。上位と中位の間は破線により波状に描かれ区

画される。上位文様は牡丹の花文や花弁を詰める。中位は竹、梅を描き下位は破線の圏線を挟み方形の蓮弁文を

廻らせている。銅版転写は１５点出土し小碗や皿がある。図版２０－１１７は直口の小碗で緑色と茶の上薬により文様

は�類。図版２０－１１８，図版２１－１１９、１２０は口縁が直口する皿である。１１８は緑色の上薬により � �類を施す。１２０

の文様構成は�類。１１９はコバルトと緑色の上薬により施釉。文様は�類。図版２１－１２１の文様構成は�類。１１８

～１２０はいずれも鉄釉の覆輪を施している。ゴム判は小碗が４点、色絵の碗が１点、大鉢が１点出土。図版２１－

１２２は口縁が直口する小碗である。外体面に�類ａの文様を施す。図版２１－１２３は腰部が張り口縁まで僅かに開

きながら直に立ち上がる直口の大鉢である。外体面に五弁花と唐草を施文、口縁内面に幅広横線と墨弾きによる

三条の鋸歯線を配し、見込みに山水画を描くものである。文様の枠はゴム判で施し、だみは筆描きによる。図版

２１－１２４は口縁が直口するゴム判の色絵碗である。外体面に呉須描きの枝梅花文を表し、梅花は緑と薄桃色の上

絵を施す。図版２２－１２５はゴム判の色絵鉢である。口縁は輪花、外体面に蓮弁状の凹凸を有し、底部は蛇の目凹

形高台を成す。鋳込み成形によるものである。文様は外高台脇に横線を二条廻らし、内体面に波線の圏線と逆台

形状の窓絵を構成させ、窓内に七宝文、枝梅、梅花を上絵付けしている。

沖縄産施釉陶器（第９図１０・図版２２－１２６，図版２２－１２７～１３２，図版２３－１３３、１３４）

総数１１６点が出土している。器種別にみると碗、皿、鉢、鍋、壺、急須、火炉、火取などが出土した。第９図１０・

図版２２－１２６は碗の口緑部～底部である。外反口縁で、胴部が丸味を持つ。全体に灰釉を施し、両面に細かな貫

入が入る。畳付けに白土を塗布し、内底は蛇の目釉剥ぎする。前庭より出土。図版２２－１２７、１２８は鉢の底部であ

る。１２７は鉄釉単掛け、外底は碁笥底で無釉、内底は蛇の目釉剥ぎする。１２８は外面に黒釉、内面に鉄釉が施され、

外面には細かな貫入が入る。畳付、内底には砂目が熔着。１２７、１２８はともに前庭より出土。図版２２－１２９は鍋の

口縁部である。口縁部を外側に折り曲げ、取っ手を貼付する。灰釉単掛けで外側のみ施釉。図版２２－１３０は壺の

口縁部である。黒釉単掛けで、口縁部のみ釉剥ぎする。口縁部断面は逆三角形を呈する。口径は大きく、胴部は

張りが弱い。縦耳を貼付する。前庭より出土。図版２２－１３１は瓶の底部である。平底で外面は露胎、内面は一部

に灰釉が掛かっている。おそらく口縁部から釉が流れてきたものと思われる。前庭より出土。図版２２－１３２は急

須の口縁部～胴部である。外面は鉄釉、内面は露胎。丸型で注口は１孔。前庭より出土。図版２３－１３３は火炉の

口縁部である。飴釉単掛けで口縁部は逆「L」字形を呈し、内面口縁部に三角形の器物受けを貼付する。前庭よ

り出土。図版２３－１３４は火取の口縁部～底部である。口縁断面は三角形を呈し、全体に鉄釉が施釉されている。

前庭より出土。
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沖縄産無釉陶器（第９図１１、１２・図版２４－１４２，図版２３－１４０，図版２３－１３５～１３９，図版２４－１４１，１４３～１４７）

総数２７点が出土している。器種別にみると碗、筒碗、灯明皿、蓋、鉢、擂鉢、壺、瓶、甕、火取、羽釜などが

出土した。図版２３－１３５は灯明皿の口縁部～底部である。ベタ底で直口型。口縁部には煤が附着しており、器面

にはロクロ痕が明瞭に残っている。前庭より出土。図版２３－１３６は蓋の撮み～胴部である。急須の蓋だと思わ

れ、撮みは宝珠状を呈する。前庭より出土。図版２３－１３７、１３８は鉢である。１３７は口縁部～底部、１３８は口縁部で

ある。１３７はいわゆる「ミジクブサ－」とよばれるもので、口縁は内彎し、口唇が舌状を呈する。胴部に圏線を

１本めぐらせ、その下に波状文を施す。撹乱層より出土。１３８は口縁部が逆「L」字状を呈し、口唇は方形をな

す。外面にはロクロ痕がみられる。撹乱層より出土。図版２３－１３９は壺の口縁部～胴部である。口縁部がハブラ

シ状に肥厚し、肩部が強く張る器形である。頚部に１条圏線をめぐらせ「�」の刻み文様が入る。器面にはロク

ロ痕が明瞭に残る。前庭より出土。第９図１１・図版２４－１４２は瓶の完形品、第９図１２・図版２３－１４０は頚部～底部、

図版２４－１４１は底部～胴部である。９図１１は左右の形が非対象で、胴上部に螺旋状の圏線を３条めぐらせる。口

縁４.９�、器高１４.３�、底径８.２�。前庭より出土。９図１２は最大径が胴上部にくる器形で、肩部に４条、胴部に１

条沈線をめぐらす。底径６.６�。前庭より出土。図版２４－１４１は胴部の張りの弱い器形で肩部に圏線を５条めぐら

す。撹乱層より出土。図版２４－１４３は甕の口縁部、図版２４－１４４は甕の底部である。１４３は口唇両端が張り出し、

口縁断面が逆三角形を呈する。前庭より出土。１４４は底部から胴部へゆるやかにたちあがる器形である。内面に

はロクロ痕が明瞭にみられる。撹乱層より出土。図版２４－１４５は火取の口縁部～胴部である。直口口縁で、胴部

に縦耳をつける。内面にはロクロ痕がみられる。前庭より出土。図版２４－１４６は羽釜の口縁部～胴部である。口

縁部は直口で、胴部は丸く張る器形である。鍔は断面が三角形を呈し、口縁直下に圏線が１条施されている。内

面にはロクロ痕が明瞭にみられる。前庭より出土。図版２４－１４７は壺の口縁部～底部である。口縁部は逆「L」字

状を呈し、肩部が強く張る器形である。肩部に波状文を施し、その上下に圏線を２条ずつめぐらせる。両面にロ

クロ痕が明瞭に残る。撹乱層より出土。

陶質土器（図版２４－１４８～１５１，図版２５－１５２～１５５）

１１７点出土し碗、皿、鉢、鍋の蓋、火炉が出土している。図版２４－１４８は筒状の碗で口縁の先端のみ外反させて

いる。口径７.６�。撹乱層出土。図版２４－１４９は腰部に丸みを持つ碗底部である。底径４.５�。撹乱層出土。図版

２４－１５０は平底の皿で底部から逆八の字状に外に開き、立つ。器高２.９�、底径４.５�。図版２４－１５１は胴部が外に

開き口縁は外に折り鍔縁状を成す鉢である。鍔上面に凹線を一条廻らす。前庭出土。図版２５－１５２は内彎の浅鉢

で類例資料から柄の付くフライパン状鍋が考えられる。器高３.４�、底径１６.５�。前庭出土。図版２５－１５３は蓋、

甲部は笠状を成す。甲縁径２２.８�。前庭出土。図版２５－１５４は外面に唐草状の陽刻を施す。器種不明である。内

面が平坦であることから箱形容器と推察できる。縁部の断面形は四角形。撹乱層出土。図版２５－１５５は六画形の

サイズ違いの粘土板を重ね、裏面に直方体の突起が三つ付く、全形は不明である。横長１１.５�、厚さ２.４�。撹乱

層出土。

瓦質土器（図版２５－１５６）

１点が出土し図示するものは、内彎の鉢形の容器である。胴部は球状を成す。火炉が考えられる。撹乱層出

土。

銭貨

現代銭が１点出土した。銭種不明、撹乱層より出土。

金属製品（図版２５－１５７，１５８）

鉄製の角釘が７点出土。図版２５－１５７は縦長３.８�、横長０.５�、厚さ０.４�、重量１.７ｇ。墓室より出土。図版２５－

１５８は頭部形が逆Ｌ字状になる。縦長３.２�、横長０.５�、厚さ０.５�、重量２.３g。墓室より出土。

碁石（図版２５－１５９）

蛤製白の碁石が２点出土。

石製品（図版２５－１６０）

石臼片が出土、環状を成すもので上面縁部に幅３�の段状の突起を有する。縦長７.７�、横長２.２�、重量１９２７

ｇ。撹乱層出土。
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円盤状製品（図版２６－１６１～１６５）

　１号から出土した円盤状製品は２０点で、詳細は下表の通りである。

貝製品 ( 図版２６－１６６～１６８)

ヤコウガイ製匙状製品が３点出土している。すべて前庭より出土。図版２６－１６６は柄部のみの欠損品。細長い

長方形を呈する。縁部に敲打痕がみられるため、打ち欠いたあとに研磨して形を整えたと思われる。また、螺肋

に加工がみられないため、未製品だと思われる。最大長（７.９）�、最大幅（３.３）�、重量（３７.４）ｇ。図版２６－１６７は

残存部位がわずかなため断定はできないが、おそらく柄部の部分にあたる部位である。螺肋に加工がみられない

ため、未製品だと思われる。最大長（４.８）�、最大幅（２.７）�、重量（１１.１）ｇ。図版２６－１６８は縁部に敲打痕が明瞭

に残り、表面は丁寧に研磨されているが、螺肋の一部が削られていることから未製品、もしくは粗製品の可能性

が考えられる。最大長（１４.８）�、最大幅（７.４）�、重量（１５２.４）ｇ。

第９表　第 1号墓円盤状製品観察表 単位：mm、g

出土地観　察　事　項
使用
部位

素材重量厚さ短径長径状態
図版
番号

前庭
円形、一部を除いて剥離は丁寧。表裏両面に紋様が見られ
る事や断面、器厚から皿又は碗を転用した物と思われる。

胴部印判3.04.2719.721.2完形１６１

図　

版　
　
26

前庭
円形で裏面からの打割調整が多く、轆轤調整の跡が見られ
る。この事と器厚から壺又は甕を転用した物と思われる。

胴部
沖縄産
無釉陶器

27.312.339.840.9完形１６２

墓室
ほぼ円形で剥離は粗い。表面に１条の沈線が見られる。
裏面の轆轤調整の跡が目立たない事と器厚から鉢を転用
した物と思われる。

胴部
沖縄産
無釉陶器

34.012.342.748.4完形１６３

撹乱
円形で剥離が粗い。裏面に縄目が僅かに見られる。赤瓦
を転用。

－瓦50.97.151.354.1完形１６４

前庭
楕円形。一部で剥離が粗い。裏面に縄目の跡が僅かに見
られる。灰瓦を転用。

－瓦76.914.063.266.9完形１６５

第９図　第１号墓出土遺物
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１１

１２
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第３節　第２号墓
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第１０図　第２号墓実測図
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第２号墓出土遺物

蔵骨器（第１１図１３・図版２７－１６９）

土器。頸部のくびれは弱く、口縁部が内傾する壺。内面の頸部の稜は明確で口唇部は丁寧なナデで平坦に仕上

げられている。器壁は外面がアバタ状となるが、内面は丁寧なナデによって仕上げられている。色調は外面が橙

色、内面は褐色を呈する。混和材は白色粗砂粒と細砂粒が多量に用いられている。また胎土内には雲母が見られ

る。撹乱層出土。

白磁（図版２７－１７０）

白磁は１点出土した。型押しの小杯口縁である。胴部は直に立ち口縁で端反り先端が尖る。口唇を露胎させ、

釉色は青白色、胎土は白色を呈する。口径４.７�。前庭表土出土。

染付（図版２７－１７１，１７２）

２５点出土し、器種は碗、皿であり、碗は１９点、皿は１点出土している。図版２７－１７１は碗底部である。高台の

内側から斜めに削り出し先端が角張った形を成す。施釉後、内底を蛇の目釉剥ぎし畳付の釉も掻き取る。底径７.４

�。前庭表土出土。小碗は５点出土し、図版２７－１７２は小碗の底部である。高台はやや高め、外側と内刳りの斜

めの削りで畳付は三角状を成す。外底と内底を露胎させている。底径５.２�。前庭表土出土。１７１・１７２共に福建・

広東系、生産年代は１８世紀前半～中葉に位置付けられる。

第１０図挿図番号

図版３図版番号

X=２３,４３６.０００　Y=２１,８３９.０００　EL=７０.１００m位　　置

掘込墓形  状

構　
　

造

　墓室の平面形は楕円形状となり、東西軸３.９m、南北軸２.９m、墓口の間口は６０�を測る。墓口東
側には高さ約１mの野面積みの石積みが見られ、隣の３号墓まで続く。墓口西側にも石積みが見
られるが、崩壊が著しく残存高は約２０�となる。

規  模

　天井、壁は丁寧に加工される。床面奥壁近くは土を入れて平坦に仕上げる。墓口は前述したよ
うに石積みで固められているが、明確な輪郭をつくるものではない。

工  法

　墓室床面の表土の厚さは約１０�で、表土除去後はフィッシャーが幾筋も走る岩盤が露頭した。
また地下水が天井から浸み出ており、雨天時には墓室に水が溜まる。また床面には崩落した天井
の一部が散乱しているのが確認された。

内部の
状況など

－時  期

発掘前の墓室に戦後のものと考えられる酒瓶が散乱していた。備　　考

第１０表　第２号墓遺構表

第１１表　第２号墓出土状況一覧

合計金属製品
沖縄産陶器

染付
遺　物

出土地 無釉施釉

11前　 　 庭

312入　 　 口

22墓　 　 室

11床　 　 直

11前 壕 内

82132合　計
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本土産陶磁器（図版２７－１７３～１７８）

肥前系の染付、内野山窯の陶器、薩摩産褐釉陶器や瀬戸 ･美濃系の色絵が１点と印判手などが出土している。

肥前系染付は碗１点が出土した。図版２７－１７３は端反り口縁碗である。外体面に草花文を描き、生産年代は１７世

紀後半に位置付けられる。口径８.２�。撹乱層出土。陶器は７点出土。図版２７－１７４は銅緑釉の内彎する碗であ

る。内野山窯産で、年代は１７世紀後半に位置付けられる。前庭表土出土。印判手は４点出土し、図版２７－１７５、

１７６は肥前系型紙刷りの外反碗である。文様構成は１７５が�類ｂ２Ｂロ、１７６は�類 b８Ｂトに該当する。図版２７

－１７７は瀬戸･美濃産銅版転写の小碗で文様は�類である。図版２７－１７８は瀬戸･美濃産、ゴム判の色絵碗である。

胴部から口縁に向かい逆八の字状に開く。花の部分を欠くが類例品から梅花の上絵を描くと考えられる。

沖縄産施釉陶器（図版２７－１７９、１８０，図版２８－１８１～１８３）

総数９８点が出土している。器種別にみると碗、小碗、鉢、壺、鍋、急須などが出土した。図版２７－１７９は鉢の

底部である。外面が鉄釉、内面が白釉の掛け分けで、胴部に丸味を持つ器形である。畳付は釉剥ぎ、内底は蛇の

目釉剥ぎする。撹乱層より出土。図版２７－１８０，図版２８－１８１は壺で、１８０は口縁部～胴部である。黒釉単掛けで

口唇部のみ釉剥ぎし、口径は広く胴部は張りが弱い。また縦耳を貼付する。撹乱層より出土。１８１は頚部～底部

である。黒釉単掛けで外面腰部まで施釉され、底部は露胎。肩部～胴部が丸く張り出す器形で、成形は雑である。

外面に砂が付着し、アバタ状を呈する。前庭より出土。図版２８－１８２は鍋の口縁部～胴部である。内面口縁部か

ら外面腰部まで鉄釉、内面口縁部以下は白釉の掛け分けである。器形は丸型で口縁部を外側に折り曲げ、口縁端

部に紐状の取っ手を貼付する。前庭表土より出土。図版２８－１８３は急須の口縁部～胴部である。黒釉単掛けで口

縁部のみ釉を掻き取る。口縁部は外反し、器形は楕円形になると思われる。前庭表土より出土。

沖縄産無釉陶器（図版２８－１８４～１８７）

総数１３４点が出土している。器種別にみると灯明皿、壺、小壺、鉢、火炉などが出土した。図版２８－１８４は灯明

皿の口縁部～底部である。ベタ底で直口口縁。口縁部に煤が付着している。撹乱層より出土。図版２８－１８５は壺

の口縁部である。外反口縁で、口唇断面が三角形を呈する。頸は短く、肩部の張りが強い器形である。撹乱層よ

り出土。図版２８－１８６は小壺の口縁部～胴部である。口縁部はゆるやかな「く」の字状を呈し、胴部の張りは弱い。

前庭表土より出土。図版２８－１８７は鉢の胴部である。草木文の葉及び蔓の貼り付け文様である。前庭表土より出

土。

陶質（図版２８－１８８～１９０）

総数１３点出土した。器種は水鉢、擂鉢、火炉、竈が出土した。図版２８－１８８は口縁が逆八の字状に開き鍔縁状の

擂鉢である。口径２８.４�。前庭表土出土。図版２８－１８９は筒形火炉の底部である。底径１０.８�。撹乱層出土。図

版２８－１９０は側面が舟形状になる。他遺跡の類例資料から火炉と考えられる。撹乱層出土。

瓦質（図版２９－１９１～１９３）

竈が１点と用途不明が２点、鉢状の容器が２点、不明が６点の計１１点が出土している。図版２９－１９１は鉢の底

部で平底を呈し目の粗い布目痕を留める。撹乱層出土。図版２９－１９２は箱形の竈で上面から穴が中心に向かい円

筒状にのびる。側面の一つに方形状の風を通す窓が設けられ横にスライド式で開け閉めが可能であったと考えら

れる。上げ底で底部の四つ角に脚を抉り出す。撹乱層出土。図版２９－１９３は器種不明の胴部片である。器面調整

は雑で擦痕と思われる条痕が明瞭に残る。外体面に刻線により円に三角を放射状に描く。撹乱層出土。

銭貨

すべて現代銭で、１円が１点、一銭が２点ともに撹乱層より出土した。

金属製品（第１１図１４・図版２９－１９４，図版２９－１９５～１９９）

第１１図１４・図版２９－１９４は銅製笠状の座である。上面観は縁部三カ所に抉りをいれた三つ葉状、中央に円孔を有

する。縦長２.５�、横長２.４�、重量３.０g。前庭表土出土。図版２９－１９５～１９８鉄製の角釘である。１９５は縦長（７.１）

�、横長１.２�、厚さ（１.２）�、重量２７.８g。１９６は縦長（５.３）�、横長１.２�、重量１６.５g。１９７は頭部形が逆Ｌ字状に

なる。縦長３.６�、横長（０.３）�、厚さ０.７�、重量１.３g。撹乱層出土。１９８は頭部が逆Ｌ字状になり先端近くにくび

れを有し他の部品と組み合すものと推察される。縦長３.６�、横長（０.３）�、厚さ０.４�、重量１.３g。前庭表土出土。

図版２９－１９９は板状の製品であるが用途など不明である。縦長３.８�、横長１.５�、厚さ０.２�、重量２.２g、孔径０.５�。
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前庭表土出土。

玉（第１１図１５・図版３０－２００）

１点出土した。形状は縦長のそろばん玉形で、色調は黄褐色を呈する。材質は不明。高さ１３�、孔径２.０�、外

径８.０�、重量０.８ｇ。撹乱層出土。

碁石（図版３０－２０１）

黒の碁石が１個出土、石製である。現代遺物と考えられる。

石製品（図版３０－２０２、２０３）

方柱状製品が３点出土している。図版３０－２０２は軽石質凝灰岩製、縦長１１.４�、横長５.６�、重量３８０ｇ。前庭表

土層出土。図版３０－２０３は凝灰岩製の方柱状製品である。用途は不明。縦長８.１�、横長６.１�、重量２５３.８ｇ。撹乱

層出土。

円盤状製品（図版３０－２０４～２０７）

２号墓から出土した円盤状製品は７点で詳細は下表の通りである。

骨製品（図版３０－２０８）

ハブラシが１点出土している。ハブラシ部から頸部までの破片資料である。

第１２表　第２号墓円盤状製品観察表 単位：mm、g

出土地観　察　事　項
使用
部位

素材重量厚さ短径長径状態
図版
番号

前庭
表土

円形であるが剥離が粗い為、一部で角が残る。表面に紋
様が見られる。

胴部染付2.23.519.319.9完形204

図　

版　
　
30

撹乱
楕円形で剥離が粗い。表面に２条の沈線が確認できる事
と、器厚が均一ではなく断面も湾曲している事から壺又
は甕の頸部付近を加工した物と思われる。

胴部
沖縄産
無釉陶器

37.312.642.750.6完形205

撹乱
方形。焼成が良好でしまりが強い。グスク系の土器と思
われる。

胴部土器17.88.141.844.8完形206

撹乱
円形。剥離が粗い為、一部で角が残る。断面が湾曲して
いる事から丸瓦を転用した物と思われる。裏面に縄目の
跡有り。一部磨耗。

－瓦35.916.742.345.0完形207

第１１図　第２号墓出土遺物

3 cm

１３

０

１４

１５

5cm０

10cm０
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第４節　第３号墓

第１２図　第３号墓実測図
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第３号墓出土の遺物

蔵骨器（第１３図１６～２３，１４図２４、２５・図版３１－２０９～２１４，図版３２－２１５～２１８）

第１３図１７・図版３１－２０９土器。頸部のくびれは弱く、口縁部が直口する壺口縁資料。口唇部は尖る。器面調整

は、概ね内外面共に丁寧なナデ、あるいはヘラナデによって仕上げられている。しかし、外面には一部指圧痕、

内面には擦痕が見られる。色調は内外面共に橙色を呈する。混和材は大粒の赤色粒と白色砂粒、貝片が見られ

る。口径１８.８�。奥壁出土。

第１３図１６・図版３１－２１０土器。 頸部のくびれは弱く、口縁部が外反するいかり肩の壺口縁資料。口縁部は僅か

に玉縁状となり、口唇部は丸くおさめる。器面調整は外面が丁寧な横ナデが全体的に施され、内面は口縁部近く

が斜位のやや粗いナデが、肩部から胴部にかけては粗い横ナデと指圧痕が見られる。色調は内外面共に橙色。混

和材は貝細片が多く見られ、白色砂粒、大粒の赤色粒も見られる。また、器壁には気泡の孔が見られる。口径２２

第１２図挿図番号

図版３図版番号

X=２３,４３３.０００　Y=２１,８４１.０００　EL=７０.８００m位　　置

掘込墓形  状

構　
　

造

　墓室は墓口側（南側）の幅は広く、奥壁側（北側）は漸次幅が狭くなる。墓口側の幅は２ｍ、床
面から天井までは高さ１.２mとなる。墓口には石積みが見られ、幅９０�、残存高２０�の石積みが正
面に配され、西側には２号墓から続く石積みが２号墓西側壁とに接続する。石積みが切れた部分
は墓口となり、間口は２０～３０�となる。

規  模

　壁、天井は粗加工となる。床面は土を約１０～１５�入れて平坦に仕上げる。奥壁と床との接地部
分にはフィッシャーが走り、土器、沖縄産陶器が大量に出土する。墓口の石積みは大小の石材が使
用されており一部、立石が見られる。

工  法

　奥壁近くのフィッシャー内からは土器壺、沖縄産陶器（喜名焼壺）、中国産、タイ産褐釉陶器、
煙管、本土産陶器（薩摩焼壺）が一括して出土している。

内部の
状況など

出土遺物から１７世紀か。時  期

　墓前は石灰岩が露頭し、その上面を平坦に削平されている。石を敷いている部分も確認され、墓
道か墓庭がかつて配置されていたことが想定される。土器、沖縄産陶器出土。墓道の可能性を指
摘できるが崩落が著しく、詳細は不明。
　奥壁近くのフィッシャー内からは遺物が一括で出土したが、フィッシャーは深く、更に奥にも遺
物が散乱しているのを確認することができた。

備　　考

第１３表　第３号墓遺構表

第１４表　第３号墓出土状況一覧

合　

　

計

貝　

製　

品

戦

争

遺

物

貝

製

品

円
盤
状
製
品

石

製

品

碁

石

煙

管

金

属

製

品

銭

貨

土　

　

器

陶

質

土

器

沖縄産
陶器

本土産陶磁器
その他の
輸入陶磁器

褐　釉染　

　

付

白　

　

磁

青　

　

磁

遺　物

出土地

無　

釉

施　

釉

印

判

手

陶　

器

磁　

器

水

滴

華
南
三
彩

無
釉
陶
器

タ

イ

産

中

国

産

2216101121
前 庭 レ キ
敷 直 上

2621131184175426133634墓　 　 室

65126126416奥　 　 壁

2201111131105446631111511奥 壁 溝 内

11黄色砂質土

9522赤 褐 色

1801213222397179211586石 積 周 辺

75911121124662224517311797731122213121合　計
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�。奥壁出土。

第１３図１８・図版３１－２１１土器。立ち上がりは外側に大きく開き、若干丸底状となる壺底部資料。底面中央には内

面から欠き穿たれた孔が見られる。器面調整は外面が丁寧なナデで調整痕はほとんど窺うことはできないが、内

面は指圧痕、粗い横ナデが明瞭に見て取ることができる。色調は内外面共に赤褐色。混和材は貝細片、大粒の赤

色粒、白色粒が見られる。底径１４.４�。奥壁出土。

第１３図１９・図版３１－２１２土器。立ち上がりは外側に大きく開く平底の底部資料。 底面中央には内面から欠き穿

たれた孔が見られる。器面調整は内底面に指圧痕が見られるが雑で凹凸が激しい。外底面の器表はアバタ状とな

る。色調は内面は橙色、外面は赤橙色となる。混和材は貝細片、大粒の赤色粒が見られる。底径１４.２�。奥壁出

土。

第１３図２０・図版３１－２１３土器。胴部への立ち上がりがやや急な底部資料。器面調整は内外面共に指圧痕が見ら

れ、凹凸が激しい。器壁は内底面がアバタ状となる。色調は内面が橙色、外面が暗赤褐色となる。混和材は白色

細砂が多量に見られ、大粒の赤色粒も見られる。底径１０.１�。黄色土層出土。

第１３図２１・図版３１－２１４中国産褐釉陶器。口縁部は外面が外側に張り出し、内面も内側に大きく張り出す。いか

り肩となり胴上部には横位の把手が附されていた痕跡が見られる。内面には横ナデ成形痕が明瞭に残る。外面は

にぶい赤褐色の釉が全体に厚く施され、一部紫釉となる。内面は赤褐色の釉が薄く施され、一部は露胎となる。

胎土は密で一部に大きい気泡が見られる。口径１８.４�。奥壁出土。

第１３図２２・図版３２－２１５中国産褐釉陶器。底部は急に立ち上がり、底面は上げ底状となる。内面は轆轤痕が全体

に見られ、外面底部近くに溶着物が確認できる。底部は丁寧なナデ調整が見られる。外面には黒褐色の釉が、内

面には明黄褐色の釉が施される。内面の釉の剥落は著しい。胎土は密で白・黒色粒子が見られる。底径１４.５�。

奥壁出土。

第１３図２３・図版３２－２１６タイ産褐釉陶器。肩の張る四耳壺。内面は焼き膨れによる凹凸が見られ、横位の箆削り

痕が明瞭に残る。また輪積み痕が僅かに確認することができる。釉はにぶい赤褐色で外面のみ施される。胎土は

密で大粒の赤、白色粒が見られる。３号奥壁出土。

第１４図２４、２５・図版３２－２１７、２１８沖縄産無釉陶器。喜名焼の四耳壺で、いずれも奧壁からの出土である。図２４

図版３２－２１７は器面に泥釉が施釉され、暗茶褐色を呈する。口縁部を折り曲げて肥厚させており、胴部の張りは

弱く、肩部に圏線が２条施される。また肩部や胴下部に白土が附着している。図２５図版３２－２１８は頚部～胴部で

ある。外面には泥釉が掛けられ、茶褐色を呈する。肩部の張りが強く、圏線が３条めぐらされる。内面には叩き

目がみられ、形はいびつで粗雑なつくりである。

青磁（第１４図２６・図版３３－２１９）

青磁は碗と燭台の３点出土している。第１４図２６・図版３３－２１９は燭台の脚部と考えられる。内底面は轆轤痕が

顕著に残り凹状に窪んでいる。釉色は灰緑色を呈する。撹乱層出土。

白磁（第１４図２７～３０・図版３３－２２０～２２３）

２１点が出土し、碗、小碗、皿、小杯がある。徳化窯系の型押しによるものが多く１７世紀～１８世紀に位置付けら

れる。碗は計１１点出土した。小碗は口縁から底部まで残すもの１点が出土した。第１４図２７・図版３３－２２０は小碗

である。腰部に丸みを持ち胴は口縁まで直に立ちあがる。口縁は直口、口唇はやや尖る。胎土は白色、釉色は灰

白色を呈する。口径７.４�、器高３.３�。石積溝周辺出土。第１４図２８・図版３３－２２１は腰部に丸みを有し、胴部から

伸びるように立ち上がる。口縁は外反、口唇は尖る。胎土は白色、釉色は灰白色を呈する。口径８.０�。石積溝周

辺出土。第１４図２９・図版３３－２２２は小碗底部である。胎土は白色、釉色は薄青白色を呈する。畳付けの釉を掻き

取っている。底径５.０�。撹乱層出土。小杯は１点出土している。第１４図３０・図版３３－２２３は小杯底部である。高

台の畳付けに砂目が認められる。胎土は灰白色、釉色は青灰白色を呈する。底径２.０�。墓室出土。

染付（第１５図３４～３６・図版３３－２２４～２２６）

５３点出土し器種は碗、皿がある。年代は概ね１８世紀代に位置付けられる。碗は３５点出土。第１５図３５・図版３３

－２２４は胴部にやや丸みを持ち、開きながら立ち上がり口縁で端反る。口縁の外体面に一条の圏線を廻らし唐草

に雨竜を配する。腰部に二条の圏線を挟み簡略した蓮弁文を施文している。口径１５.４�。墓室出土。第１５図３４・

図版３３－２２５は胴部から外側に直線状に開き口縁は直口。外体面に樹木文を施している。口径１４.８�。撹乱層出

土。皿は８点出土。第１５図３６・図版３３－２２６は胴部にやや丸みを持ちながら外に開く。内底はフラット状を成し、

畳付けは高台の内と外から三角に削り出し尖る。内面に環状にめぐらす帯状文と「志在書中」を描く。釉は高台
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脇まで施釉。口径１３.４�、器高２.５�、底径６.８�。撹乱層出土。

褐釉陶器（第１４図３１～３３・図版３３－２２７～２２９）

第１４図３３・図版３３－２２７中国産褐釉陶器。底部は急に立ち上がり、底面は上げ底状となる。内面胴部は焼き膨れ

による凹凸が見られる。胴下部から底面近くまで雑な横ナデ成形痕が見られる。外面は暗褐色の釉が、内面には

明黄褐色の釉が施される。内面の釉の剥落は著しい。胎土は密で、白・黒色粗粒子が多く見られる。大粒の赤色

粒は僅かに見られる。底径１２.１�。奥壁出土。

第１４図３１・図版３３－２２８中国産褐釉陶器か。肩がややナデ肩となる四耳壺の口縁部。口縁部は大きく外反し、口

縁端部は玉縁状となる。両面に轆轤痕が見られる。外面はほぼ無釉、内面は胴上部に明褐色の釉が薄く雑に施さ

れる。胎土は密で黒色砂粒が僅かに見られ、気泡は多く見られる。焼成は十分でなく、器表は全体的に明赤褐色

となる。口径２０.１�。奥壁出土。

第１４図３２・図版３３－２２９中国産褐釉陶器か。やや開き気味に胴部へ移行する壺底部。施釉、胎土、焼成と図３１に

類似しており、胴最大径も近似値であることからと同一資料と考えられる。底径１８.２�。奥壁出土。

　

その他の輸入陶磁器（第１５図３７～４０・図版３３－２３０～２３３）

中国産色絵２点、瑠璃釉２点、三彩１点、無釉陶器２点が出土している。色絵は小碗１点と皿１点が出土。瑠

璃釉は小杯が２点出土している。第１５図３７、４０・図版３３－２３０、２３１は瑠璃釉の小杯である。図３７は胴下部に僅か

に丸みを持ち直に立ち上がる。口縁は端反りを成す。外体面に瑠璃釉、内体面に透明釉を掛け分けている。口径

９.３�。撹乱層出土。図４０は小杯底部である。蛇の目高台を呈し内刳りは円筒状に刳りぬいている。高台際まで

施釉。底径２.０�。撹乱層出土。第１５図３８・図版３３－２３２は型造りの三彩鳥形水滴である。胴部の上面は平坦、側

面観が長方形と台形を重さねた様な箱形を成す。板状の台座に乗せ、前後の側面に鶏頭を象る注ぎ口と尾形の把

手をそれぞれ取り付けている。側面の文様は台座と向かい合わせに「コ」の字状に陽刻の縁取りを施し、中に陽

刻の波と海馬を描く。胴上部横側面隅に３�の円孔を穿つ。釉は緑釉を地色に海馬は黄釉、波と注ぎ口の鶏の鶏

冠にそれぞれ紫釉を施釉している。生産年代は１６世紀～１７世紀に位置付けられる。縦長４.９�、横長７.７�、厚さ

２.４�。奥壁溝内出土。無釉陶磁器は宜興窯の茶器類が２点出土している。第１５図３９・図版３３－２３３ は胴部の丸い

肩がやや張った内彎の茶器と考えられる。口縁は先端が欠失し詳細は不明であるが、頸部を上に引き上げ立つと

考えられる。頸部の付け根に段状の突帯を廻らしている。器色、胎土共に褐色を呈する。石積周辺出土。

本土産陶磁器（第１５図４１～５１，１６図５２～５６・図版３３－２３４、２３５，図版３４，図版３５，図版３６－２５６～２５９）

瀬戸・美濃産の白磁、肥前系の青磁染付、染付、色絵、内野山窯陶器、薩摩産陶器、肥前系、瀬戸・美濃産の

印判手が出土している。第１５図４１・図版３３－２３４は瀬戸・美濃産の白磁小杯である。型押し成形によるもので腰部

から胴部にかけ蓮弁状の多角面を有し外に開きながら立ち上がる。口縁は直口を成し口唇を丸く収めている。胎

土は白色、釉色は灰白色を呈する。生産年代は明治以降と考えられる。撹乱層出土。第１５図４２・図版３３－２３５は肥

前系の青磁染付小碗底部である。内底面に二条の圏線を配し中に文様を描くものと考えられる。生産年代は１７

世紀末～１８世紀前半に位置付けられる。肥前系染付は、１４点が出土し、器種別には碗、皿、蓋物、瓶類が出土し

ている。生産年代は概ね１８世紀～１９世紀中頃に位置付けられるようである。第１５図４３・図版３４－２３６は外体面に

唐草文を配し口縁内体に四方襷文を廻らす直口口縁碗である。口唇は舌状を示し口禿になる。蓋付きの碗と考え

られる。撹乱層出土。第１５図４４・図版３４－２３７は皿口縁部資料である口縁内体に半梅文を帯状に配する。口径１３.４

�。石積周辺出土。第１５図４５・図版３４－２３８は見込みに山水文を描く皿底部であり蛇の目凹形高台を持つ。底径

９�。撹乱層出土。第１５図４６・図版３４－２３９は有田を製産地とする六角鉢の口縁資料である。文様は面取りされ

た面ごとに構成され、外体面は口縁部に横位の墨弾きの氷裂文を帯状に配し下段に縦に唐草文、鹿子、格子の順

に三列文様を組み合わせ、白線で文様を区画している。見込みは口縁内面に氷烈文に梅花を配した帯文と如意雲

を廻らす。生産年代は１８００年～１８６０年代に位置付けられる。石積周辺出土。第１５図４８・図版３４－２４１は碗の蓋で

ある。頂部はドーム形、環状の摘みを有する。文様は摘みの外面に２条の圏線、甲部表面摘み側から蓮弁文、横

位の波文、唐草文を順に描いている。内面に２条の圏線を廻らし中に松竹梅環状文を描く。肥前系。生産年代は

１８世紀後半に位置付けられる。撹乱層出土。第１５図４７・図版３４－２４０は蓋の頂部破片である。環状の摘みを有し

摘みの外側に施文するが甲縁部を欠き文様は不明。肥前系。生産年代は１８世紀後半に位置付けられる。摘み径

５.３�。撹乱層出土。第１５図４９・図版３４－２４２はリボン状の摘みを有する蓋物である。甲部の断面形は楕円形、文

様は摘み側から２条の圏線、銀杏と草文を挟み１条の圏線を描いている。肥前系。生産年代は１７７０年～１８２０年

代に位置付けられる。甲縁径９.２�、器高（３.０）�。撹乱層出土。第１５図５０・図版３４－２４３は瓶頸部破片である。外
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体面に松文を描く。肥前系。生産年代は１６３０年～１６４０年代に位置付けられる。奥壁溝内出土。色絵は３点出土

した。第１５図５１・図版３４－２４４は有田産の大香炉である。胴部破片で全体的に判然としないが他の地点で出土し

た同一破片から胴の丸い口縁が直に立ちあがる形態で底部には脚が付くと考えられる。外体面に呉須描きの雲文

と竹梅を絵付けし雲文に黄色の上絵で枠描きする。内体面の底部付近は露胎させ蛇の目状の目痕を残す。生産年

代は１８世紀前半に位置付けられる。撹乱層出土。巻首図版４参照。本土産陶器は肥前系の碗、皿と薩摩産褐釉陶

器の壺が主に出土した。第１６図５４・図版３５－２４７は口縁が輪花状を成し口唇に鉄釉の覆輪を施す肥前系の皿であ

る。生産年代は１９世紀に位置付けられる。奥壁溝内出土。第１６図５５・図版３５－２４８は内野山窯系の腰折れの皿で

ある。高台は比較的低く削り出し、畳付け内の刳も浅い。内底面は蛇の目釉剥ぎされ外体は腰部付近まで施釉、

高台を露胎させている。生産年代は１８世紀前半に位置付けられる。底径４.３�。撹乱層出土。第１６図５６・図版３５－

２４９は薩摩産の壺底部である。器面が鮫肌状を示し底部は蛇の目高台を成す。胴部に向かいやや開く。生産年代

は１８世紀末～１９世紀中葉に位置付けられる。底径２.６�。撹乱層出土。第１６図５２・図版３５－２４５は薩摩産褐釉陶器

の壺である。口縁部は「ク」の字状となり、ややナデ肩となる四耳壺。器壁は全体に４～６�と薄く、胴上部に

は陽圏線が一条見られる。胎土は密で白色の粗粒子が混入している。外面は暗褐色、内面には暗赤灰色の釉を施

す。ヤッチノガマ・カンジン原古墓群では甕を天地逆にし蔵骨器として転用している事例がある。これも同様の

転用事例の可能性があると考えられる。奥壁出土。第１６図５３・図版３５－２４６薩摩産褐釉陶器壺。図５２と同様器壁

が比較的薄い壺で内面に叩きの痕を顕著に残す。生産年代は１７世紀前半に位置付けられる。墓室出土。

印判手は肥前系の型紙摺、銅版転写と瀬戸・美濃産の銅版転写やゴム判が出土した。肥前系型紙摺りは総数２７

点が出土し碗を主体に香炉などが出土した。図版３５－２５０～２５２、２５３は口縁が外反する碗である。２５０の文様は

�類３ロに属する。２５１の文様構成は�類１０に該当する。２５３、２５２の文様構成は�類８トに該当する。図版３５－

２５４は筒形の香炉である。胴部が直に立ち上がり口縁は内側を丸く肥厚させ納める。外体面の文様は口縁部に牡

丹の花弁を詰め、横位の波状破線を文様区画にし下段に松竹梅を描く。銅板転写は総数２０点が出土し、１点は肥

前系、残りは瀬戸・美濃産である。器種は皿、碗であった。図版３５－２５５は肥前系の銅版転写の碗である。外体

面に菊の切り花を描いている。内体面は無文である。図版３６－２５６、２５７は口縁が直口する皿である。２５６の文様

は�類に該当する。２５７は� �類に属する。いずれも錆釉の覆輪を施している。ゴム判は１４点が出土した。図版３６

－２５８は口縁が直口する碗で文様は�類１。図版３６－２５９は小碗で�類ａに該当する。

沖縄産施釉陶器（第１６図５７～６２，１７図６３、６４・図版３６－２６０～２６８）

総数１９６点が出土している。器種別にみると碗、鉢、壺、小壺、瓶、蓋、火取などが出土した。第１６図５７～５９・

図版３６－２６０～２６２は碗である。図５７・図版３６－２６０は口縁部、図５９・図版３６－２６１は口縁部～底部でいずれも白釉

単掛け、外反口縁である。図５７は外面に草文、内面に点と半円の文様を施す。石積周辺出土。図５９は外面に呉須

で草花文を施す。奧壁溝より出土。図５８・図版３６－２６２は底部である。内面に鉄釉と呉須で文様を施す。５９、５８は

ともに腰部が丸味を持つ器形で畳付には白土を塗布、内底は蛇の目釉剥ぎする。前庭表土より出土。第１７図６３、

６４・図版３６－２６４、２６３は鉢である。図６３・図版３６－２６３は口縁部～底部、図６４・図版３６－２６４は口縁部～胴部である。

ともに外面に鉄釉、内面に白釉の掛け分けである。６３は口縁が逆「L」字状に外反し、畳付には白土が剥がれた痕

が見られる。内底は蛇の目釉剥ぎする。撹乱層より出土。６４は内彎口縁で断面は舌状を呈する。石積周辺より出

土。図版３６－２６５は壺の胴部である。鉄釉単掛けで一部は茶褐色を呈する。外面肩部に縦耳を貼付。石積周辺よ

り出土。第１６図６０・図版３６－２６６は一般に「ビンシー」と呼ばれる瓶の胴部である。外面は鉄釉、内面は無釉で、

口は欠損している。胴部が下ぶくれしており、脚の付け根からみて脚部はハの字状に開くと思われる。奧壁より

出土。第１６図６１・図版３６－２６７は蓋の撮み～底部である。急須の蓋だと思われる。外面は白釉、脚及び内面は白化

粧のみである。庇には圏線を１条めぐらせる。前庭表土より出土。第１６図６２・図版３６－２６８は火炉の胴部である。

黒釉単掛けで内面のー部にも釉が掛かっている。横耳を貼付。前庭表土より出土。

沖縄産無釉陶器（第１７図６５～７０，１８図７１～７４・図版３７，図版３８－２７９、２８０）

総数９９点が出土している。器種別にみると灯明皿、壺、甕、鉢、擂鉢などが出土した。第１７図６５－６６・図版３７

－２６９、２７０は灯明皿の口縁部～底部、図版３７－２７１は底部である。図６５、６６はベタ底の直口口縁で、６６は口縁に

煤が附着し、胴部半ばに圏線が１条めぐらされる。６５は口唇が薄くつくられている。いずれも前庭表土より出

土。図版３７－２７１は底部～胴部で高台を持ち、胴部に緩やかな丸味を持つ器形になると思われる。前庭表土出土。

第１７図７１～７４・図版３７－２７２～２７５は喜名焼の壺である。第１８図７１・図版３７－２７２は三耳壺で、器面には泥釉が掛け

られ、外面は茶褐色、内面は黒色を呈する。内面胴部には叩き痕とナデ消しがみられるが、頸部には輪積み痕が

明瞭に残る。口縁部は肥厚し胴部の張りは弱く、肩部に圏線を２条めぐらせる。臓骨器の可能性も考えられる。
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奥壁より出土。第１８図７２・図版３７－２７３は口縁部～胴部である。第１４図２４と同様に泥釉を施釉し、口縁部を折り

曲げて肥厚させている。肩部の張りは強く、横耳を貼り付ける。奧壁より出土。第１８図７３・図版３７－２７４は胴部で

ある。器面に泥釉が施され、暗茶褐色を呈する。印が押されているが、文字が摩滅して判読不能。奧壁より出土。

第１８図７４・図版３７－２７５は底部である。外面には泥釉が掛けられ、赤褐色を呈す。器面がたわんでいるため内底が

大きく内側に盛り上がり、胴部もいびつで粗雑なつくりである。また胴部の一部を人工的に打ち割っているた

め、蔵骨器の可能性がある。外底には釜道具の「馬の爪」（読谷村教育委員会　２００３）と呼ばれる粘土塊が熔着

しており、貝目痕もみられる。奥壁より出土。第１７図７０・図版３７－２７７、２７６は甕の口縁部である。図７０は口縁部

が丸く肥厚する。撹乱層より出土。２７６は口唇部両端が強く張り出し、口縁断面は逆三角形を呈する。奧壁より

出土。第１７図６９・図版３７－２７８は底部で、底部から胴部にかけてゆるやかにたちあがる。器面全体にアバタがみら

れる。撹乱層より出土。第１７図６７、６８・図版３８－２７９、２８０は擂鉢の口縁部である。図６７・図版３８－２７９は口縁部～

底部で、底部から胴部へゆるやかにたちあがる器形である。図６８・図版３８－２８０は口縁部～胴部で、ともに口縁部

が逆「L」字状を呈し、口唇部の幅が広い。口縁部上面には圏線が１条めぐらされ、櫛目は密に施し、口縁部上

端のみナデ消す。外面にロクロ痕がみられる。図６８は石積周辺、６７は撹乱層より出土。

陶質（図版３８－２８１～２８３）

１００点出土し鉢、鍋、火炉などが出土している。図版３８－２８１は外に逆八の字状に開く鉢の底部で平底である。

底径９.４�。撹乱層出土。図版３８－２８２は胴部に丸味を持ち頸部まで内彎、口縁は断面形が「く」の字状に外側へ折

り曲げる。口縁外面に紐状把手を二カ所に貼付。鍋口縁である。口径２０�。石積周辺出土。図版３８－２８３は胴部が

丸い内彎の火炉である。高台は外開きになる。半円の把手が二カ所に貼付、把手の中央に円孔を穿つ。底径７.７�。

前庭表土出土。

瓦質（図版３８－２８４）

１点が出土。口縁を欠失した桶状の形態を示めすものである。外体面上部に陰刻の網代文、胴下部に横位の陰

刻線を三条廻らし欄下に瘤状の突起を数箇所に貼付する。底部は蛇の目高台を成す。用途は火炉類かと考えられ

るが類例が見あたらず不明である。蔵骨器として使用した可能性も排除できない。

銭貨（第１８図７５～７９・図版３９－２８５～２８９）

有文銭が１点、無文銭が３点、輪銭が１点、現代銭が２点出土している。第１８図７５・図版３９－２８５は３分の１が

破損しているが、残存する文字から寛永通寶になると思われる。時代は江戸、初鋳年代は１６３６～１６５９（�期）か

１６９７～１７４７、１７６７～１７８１（�期）になると思われる。字体は楷書。銭径２４�、孔径５�、銭厚１.４�、重量２.４

ｇ。石積周辺より出土。第１８図７６～７８・図版３９－２８６～２８８は無文銭である。図７６、７７は完形品である。図７６・図

版３９－２８６は銭径１７�、孔径８�、銭厚１.２�、重量０.６ｇ。奧壁溝内より出土。図７７・図版３９－２８７は銭径１６�、孔

径８�、銭厚０.８�、重量０.７ｇ。奧壁より出土。図７８・図版３９－２８８は２分の１が破損している。銭径１９�、孔径１２

�、銭厚１.１�、重量（１）ｇ。撹乱層より出土。図７９・図版３９－２８９は輪銭である。銭径８.２�、孔径５�、銭厚０.４

ｇ、重量０.０６ｇ。赤褐色骨まじり土より出土。現代銭は銭種不明が１点、１ドルが１点石積周辺より出土。

金属製品（第１８図８０～８４，１９図８５、８６・図版３９－２９０～３０２）

第１８図８３・図版３９－２９０は鳩目の様な止め具でつなぐ製品であるが詳細は不明。鉄製、縦長（２）�、横長（１.２）

�、重量（１.２）g。墓室出土。第１８図８４・図版３９－２９１は先端が二つに分かれる鋲である。縦長１.８３�、頭部径０.３�、

重量０.４g。墓室出土。第１８図８０・図版３９－２９２は銅製の竿部を欠損した６弁の花簪である。花の中央は円形に窪

ませ中に魚々子を６個刻印、花は立体的な作りで厚みを持つ。首部は断面形が六角を成す。男性の本簪である。

縦長（３.４）�、横長２.４�、重量１５.２ｇ。前庭表土出土。第１８図８１・図版３９－２９３は男性用の副簪である。縦長１５�、

厚さ０.２５�、重量４.０g。石積周辺出土。第１９図８５・図版３９－２９４は糸切りはさみである。縦１０.７�、横０.４�、重量

（１１.１）g、厚さ０.５６�。墓室出土。図版３９－２９５～２９９は頭部形が逆Ｌ字状になる鉄製角釘である。２９５は縦長２.７７

�、横長０.３４�、重量０.９ｇ。２９６は縦長（３）�、横長０.４�、重量１.０g。墓室出土。２９７は縦長４.７�、横長０.４�、重

量２.４g。墓室出土。２９８は縦長８.０�、横長１.０�、厚さ０.７�、重量１３.５g。前庭表土出土。２９９は縦長５.０�、横長

（０.８）�、重量６.１g。前庭表土出土。第１８図８２・図版３９－３００は鉄製刀子である。縦長（８.１）�、刃長１.６�、柄部長

０.５�、厚さ０.７�、重量（１８.３）g。前庭表土層出土。第１９図８６・図版３９－３０１は頭部形が三角の鋲である。縦長（８.２）

�、横長０.４�、厚さ０.６�、重量２７.８g。前庭表土出土。図版３９－３０２は銅製の下ろし金。縦長２０.７�、横長９.４�、

重量１４１.６g。前庭表土出土。３０２は戦時中の遺物と考えられる。
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煙管（第１９図８７、８８・図版３９－３０３、３０４）

２点出土している。第１９図８８・図版３９－３０３は沖縄産施釉陶器の雁首である。八角形に成形される。火皿径１.２

�、長さ４.２�、重量１０.５ｇ。墓室内出土。第１９図８７・図版３９－３０４は青銅製の吸口である。長さ５.８�、重量４.３ｇ。

奧壁出土。

碁石（図版３９－３０５）

黒の碁石が１個出土、石製である。現代遺物と考えられる。

石製品（第１９図８９・図版４０－３０６）

硯が１点出土した。形態が直方体を成す硯である。上面に雲形の海部を設け陸部と周縁に線状の陰刻を廻ら

す、小型な硯である。縦長７.４�、横長４.９�、厚１.６�、重量１４１.０ｇ。奥壁溝内出土。

円盤状製品（図版４０－３０７～３１０）

３号墓から出土した円盤状製品は１１点で詳細は下表の通りである。

貝製品（第１９図９０・図版４０－３１１）

ヤコウガイ製匙状製品が１点出土している。外面の体層、内面の表皮の剥離がともに不十分であるため、未製

品だと思われる。縁部の一部に敲打痕がみられる。最大長（６.２）�、最大幅（６.９）�、重量（３０）ｇ。石積周辺出土。

骨製品（第１９図９１・図版４０－３１２）

１点出土した。柄部のみ残すハブラシである。柄部の上面は扁平状をなし断面形がかまぼこ状を呈する。先端

は尖がり柄尻に円孔を穿つ。縦長８.０�、横長１.１�、厚さ０.５�、重量５.３ｇ。奥壁溝出土。

戦争遺物（図版４０－３１３）

勲章が出土している。「五三の桐」と呼ばれる形状で桐の葉を模しており材質は銀、裏面に「勲功旌章」の文字

が手彫りで彫られている。この事から「勲八等白色桐葉章」の勲章であると思われる。奥壁溝出土。

第１５表　第３号墓円盤状製品観察表 単位：mm、g

出土地観　察　事　項
使用
部位

素材重量厚さ短径長径状態
図版
番号

撹乱
円形で剥離が粗く、裏面からの打割調整が多い。裏面に
雷文帯が見られる事と断面、器厚から皿を転用した物と
思われる。

胴部染付5.44.7825.529.2完形307

図　

版　
　
40

撹乱
円形で剥離が粗く一部角が残る。表裏両面に紋様がある
事と断面、器厚から皿又は碗を転用した物と思われる。

胴部染付5.06.0724.627.2完形308

撹乱
円形、剥離が粗く一部に角が残る。器厚から厚手の褐釉
陶器を加工した物と思われる。

胴部褐釉54.913.650.655.2完形309

撹乱
円形で剥離は粗く、一部磨耗している。表裏両面からの
打割調整が多く見られる。裏面に縄目の跡有り。

－瓦21.713.237.141.8完形310
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第１３図　第３号墓出土遺物（１）

１６

10cm０

１７

１８

１９

２０ ２３

２２

２１
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第１４図　第３号墓出土遺物（２）

5cm

２４

０

２６

２７

２８

２９

３０

３３

３２

３１

２５

10cm０
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第１５図　第３号墓出土遺物（３）

３４ ３５

３７

３９

４０

４２

３８

３６

４１ ４３

４４

４５ ４８

４９

４７

５１

４６

５０

5cm０
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第１６図　第３号墓出土遺物（４）

５２

５３

５９

６２
６０

６１

５８

５７

５６

５５

５４

１０cm０

5 cm０
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第１７図　第３号墓出土遺物（５）

７０

６９

６８

６７

６４

６３

６５

６６

5 cm０
１０cm０
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第１８図　第３号墓出土遺物（６）

10cm ７４０

７３

７１

７５

７６ ７７

７８

７９

８０
８１

８２ ８３
3cm０

８４

７２

5cm０
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第１９図　第３号墓出土遺物（７）

5cm

９１

０

９０８９

８５

８６ ８８

８７
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第５節　第４・５号墓
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第２０図挿図番号

図版３図版番号

X=２３,４２９.０００　Y=２１,８４３.０００　EL=７０.４００m位　　置

掘込墓形  状

構　
　

造

　東西３.２m、南北２.１～２.５ｍ、墓室の平面形は略方形となる。床面から天井までの高さは１.５m。５
号墓との間に４０�の壁が僅かに見られる。

規  模

　天井、壁、床面は粗く加工されており、床面は土を入れて平坦に仕上げる。床土の厚さは５～１０
�と薄く、壁等に加工痕は確認されない。

工  法

床面はフィッシャーが東西に走り、５号墓へと続く。墓口付近は崩落が著しい。
内部の
状況など

－時  期

　墓前西側には３号墓から続く上面を平坦に仕上げた石灰岩が露頭している。崩落が著しい。
銭貨が出土しているが、すべて現代銭で、一銭が１点、銭種不明が１点ともに４号撹乱層より出土
した。

備　　考

第１６表　第４号墓遺構表

第２０図挿図番号

図版４図版番号

X=２３,４２６.０００　Y=２１,８４４.０００　EL=７０.４００m位　　置

掘込墓形  状

構　
　

造

　東西３.９m、南北２.１～３.１ｍ、墓室の平面形は崩落が著しいが略方形と想定される。床面から天井
までの高さは１.１～１.８m。

規  模

　４号墓とほぼ同様であるが天井は平坦に加工している意識が乏しく、東側に向かって漸次低く
なる。

工  法

　天井、壁の崩落は著しく、フィッシャーも天井や壁の所々に見ることができる。墓口近くからブ
タの下顎骨が１点出土している。床面直上からは青磁の小片と染付胴下部片が各１点出土してい
る。染付は略化された蓮弁文が見られることから、胴部に草花文を配した高台が高いタイプの碗
と思われる。他に沖縄産無釉陶器が９点、同施釉陶器が５点確認されている。

内部の
状況など

染付の年代から１８世紀か。時  期

墓前の撹乱層からもブタの下顎骨が１点出土。備　　考

第１７表　第５号墓遺構表

第１８表　第５号墓出土状況一覧

合　計金属製品銭　貨土　器
沖縄産陶器本土産陶磁器

染　付
遺物

出土地 無　釉施　釉印判手陶　器

37155121211墓　室

286106312床　直

6511151184223合　計
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第５号墓出土遺物

染付

碗が１点出土している。生産年代は１８世紀代に位置付けられる。

本土産陶磁器（第２１図９２・図版４０－３１４、３１５）

薩摩産の壺１点と瀬戸・美濃産の銅版転写の皿６点が出土している。第２１図９２図版４０－３１４は薩摩産褐釉陶器

壺の底部である。薄手の平底で内面に積み痕と叩き痕を顕著に残す。墓室出土。図版４０－３１５は銅版転写の直口

皿で文様は��類に該当する。

沖縄産施釉陶器（図版４０－３１６～３１８）

総数８点が出土している。器種別にみると碗・鉢・急須などが出土した。図版４０－３１６は碗の口縁部～底部で

ある。白釉単掛けで口縁部は外反し、胴部は丸味を持つ器形である。内底は蛇の目釉剥ぎ、外底は畳付のみ釉剥

ぎする。墓室より出土。図版４０－３１７は鉢の口縁部～胴部である。外面は鉄釉、内面は白釉の掛け分けで、口縁

部は逆「L」字状に外反する。胴部に丸味を持つ器形である。図版４０－３１８は急須の口縁部である。大きさは小型

で器形は丸型を呈する。白釉単掛けで文様は線彫りと呉須を組み合わせている。いずれも床直より出土。

沖縄産無釉陶器（図版４０－３１９）

総数１１点が出土している。図示したのは壺の底部である。器形は小型でベタ底。床直より出土。

銭貨

すべて現代銭である。一銭が墓室から５点、床直より４点、計９点が出土。また銭種不明が床直より２点出土。

金属製品（図版４０－３２０）

頭部形が逆Ｌ字状になる鉄製角釘である。縦長 (４.７)�、横長 (０.７)�、厚さ (０.８)�、重量（９.７）g。墓室出土。

第２１図　第５号墓出土遺物

９２
５ cm０
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第６節　第６号墓
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第２２図挿図番号

図版４～５図版番号

X=２３,４２２.０００　Y=２１,８４５.０００　EL= ６８.９００m位　　置

掘込墓形  状

構　
　

造

　東西長径約６.８ｍ、南北最大長径２.２ｍ。墓室の形状はU字状となり７号墓奥壁まで貫通してい
る。墓口には野面積みの石積みが見られる。幅約４０�程で石積みは切れており、墓室へ至る通路
と想定される。

規  模

　天井、壁は粗加工で墓口部分はやや丁寧に加工されている。床面は細砂土を10～20�程入れ、
硬く叩き締めている。床面を走るフィッシャー内にも土を入れており、床はほぼ全体的に平坦と
なる。壁には沖縄戦時に掘り込んだと考えられる灯り取りの跡が確認される。

工  法

　墓室清掃前には沖縄戦時に使用されたと思われる銃剣が東側壁に放置されていた。また、その
近くには人骨がコーラ瓶と共にまとめ置かれているのも確認された。墓室西側の床面直上から土
器、陶器が大量に出土。とくにタイ産褐釉陶器１個体が小片で散乱しているのが確認されたのは
注目される。床岩盤を方形に削り込んだ窪みに焼骨の入った喜名焼壺が安置されていた。

内部の
状況など

17～ 18世紀。沖縄戦時には壕として利用。時  期

　墓室東側７号墓へ続く一帯から遺物はほとんど出土していないことと、床面や岩盤も丁寧に加
工しているため戦時中に掘り込まれた可能性が高い。遺物の広がりから東西約３ｍ、南北約 2.5
ｍ平面形は半円形状の墓室であった可能性が高い。

備　　考

第１９表　第６号墓遺構表

第２０表　第６号墓出土状況一覧

合計
戦争
遺物

円盤状
製品

碁石
金属
製品

銭貨土器
陶質
土器

沖縄産
陶器

本土産陶磁器その他の
輸入
陶磁器
（色絵）

褐　釉

染付白磁青磁

遺　物

出土地 無釉施釉印判手陶器磁器タイ産中国産

1685116842461161134195墓　 　 前

453120921351石 積 内

71212212711151墓 口 付 近

8113102223151411墓　 　 室

1111522溝　 　 内

11西 壁 側

237333171232122墓 室 西 側

241118211床　 　 直

11土 抗 内

6391514017241221348415151231512571合　計

第６号墓出土遺物

蔵骨器（第２３図９３～９９・図版４１－３２１～３２７）

第２３図９５・図版４１－３２２土器。外反し、若干膨らみを有する壺口縁部資料。口唇部は尖る。色調は内面が赤橙

色、外面が暗赤褐色となる。器面調整は内外面共に横ナデが見られる。混和材は貝細片と白色砂粒が見られる。

墓室西側出土。

第２３図９４・図版４１－３２４土器。外反し、口唇部はやや平坦となる口縁部資料。色調は内外面共に橙色で、器表に

は石灰分が付着している。また内面器表はアバタ状となる。器面調整は外面に斜位の成形痕が明瞭に残る。混和
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材は大粒の赤色粒、白色砂粒が見られる。口径２１.７�。墓室西側出土。　

第２３図９６・図版４１－３２３土器。立ち上がりはラッパ状に大きく開く底部資料。器面調整は内面器壁がアバタ状

となり不明瞭、外面は斜位の雑なナデが見られる。色調は内面が橙色、外面が灰褐色となる。混和材は大粒の赤

色粒と白色粒が多く見られる。底径１２.０�。墓前出土。

第２３図９３・図版４１－３２１タイ産褐釉陶器。口縁部断面は玉縁状となる四耳壺。内面と胴上部には轆轤痕が、胴下

部は斜位の箆削り痕が残る。胎土は密で白色砂粒が多く見られる。大粒の赤色粒が僅かに混入する。外面は黒褐

色の釉が頸部から胴下部にかけて施され、内面は露胎となる。口径１７.４�、器高４２.６�、底径１９.３�。石積内出土。

第２３図９７、９８・図版４１－３２５、３２７沖縄産施釉陶器の壺。いわゆる「アンダガ－ミ」とよばれる広口の四耳壺で

ある。黒釉単掛けで外面は腰部まで施釉、畳付は無釉である。内底は蛇の目釉剥ぎし、口縁部は口唇上部のみ釉

剥ぎする。胴部に孔が穿たれている。図９７は墓前、図９８は墓室より出土。

第２３図９９・図版４１－３２６沖縄産無釉陶器で、喜名焼の壺の完形品である。焼骨が大量に入れられていた。器面は

明茶褐色で、灰が掛かったために黄白色のアバタ状を呈する。口縁部は外反肥厚し、胴部の張りは弱い。胴中部

に圏線を１条めぐらせる。内面には輪積み痕と叩き痕が残る。土坑内より出土。

青磁（第２３図１００・図版４１－３２８）

１点が出土した。瓶の頸部分と推察できる。肩部に形象的な装飾を貼付するものである。釉色は灰緑色を呈す

る。墓口付近出土。

白磁（第２３図１０１、１０２・図版４１－３２９、３３０）

１４点出土し、器種は碗、小碗、瓶がある。碗は１点出土している。第２３図１０１・図版４１－３２９は胴部が直に立ち

上がり口縁は直口、口唇は断面形態が四角状になる。胎土は白色、釉色は灰白色を呈する。口径１１.６�。墓前出

土。小碗は６点、瓶は口縁が１点出土した。第２３図１０２・図版４１－３３０は口縁が頸部からラッパ状に開き口縁端部

を直に引き上げる。口縁外体に陰圏線を施文している。口径８.６�。墓前出土。

染付（第２４図１０３、１０４・図版４１－３３１、３３２）

碗３８点、小碗１点、皿４点、小杯１点、袋物２点、計４６点が出土している。第２４図１０３・図版４１－３３１は胴から

外に開くように立つ端反り口縁碗である。外体面に圏線と菊花文口縁内面に２条の圏線を施す。墓前出土。第

２４図１０４・図版４１－３３２は内底が蓮子心形の底面を成す。高台は四角形を呈し、内と外から三角に削り出し畳付け

の釉は掻き取っている。墓前出土。

褐釉陶器（第２４図１０５・図版４２－３３４）

中国産褐釉陶器。口縁部断面は「フ」の字状を呈し、口唇部は水平となる。頸部中央に陽圏線が２条見られる。

胴下部には轆轤痕が見られ、胴上部には目跡が残る。外面には暗褐色の釉が全体的に施され、内面には暗褐色の

釉が胴上部にのみ施される。胎土は密で白色粒子が多く、黒色粒子が僅かに見られる。口径１７.２�、底径１５�。

石積内出土。

　

その他の輸入陶磁器（第２４図１０６・図版４１－３３３）

中国産色絵が３点出土している。器種は小碗と不明が出土した。図示するものは型押し成形の小碗である。胴

部から直に立ち上がり口縁は端反る。口唇は口禿になる。外体面に草花文の上絵が認められる。胎土、釉色とも

に白色を呈する。口径８.０�。墓前出土。

本土産陶磁器（第２４図１０７、１０８、１１０、１１２・図版４２－３３５～３４７）

薩摩産の染付、肥前系の染付、陶器や瀬戸・美濃産の印判手が出土した。肥前系の染付は総数１０点が出土し器

種別には碗、皿、蓋があり、生産年代は概ね１７世紀～１９世紀に位置付けられる。また肥前系の色絵の蓋物が１点

出土しており生産年代は１７世紀後半～１８世紀前半に位置付けられるものであった。第２４図１０７・図版４２－３３５は薩

摩産の染付碗である。口縁部はほぼ筒状に立ち口縁内面の釉をふき取っている。蓋物が考えられ外体面に圏線と

唐草を描く。生産年代は１８２０年～１８６０年に位置付けられる。口径１０.４�。墓口付近出土。瀬戸・美濃産染付は総

数３点が出土し器種別には碗、瓶がある。生産年代は明治以降に位置付けられるものである。陶器類は総数１５点

が出土し内野山窯の皿、関西系の鍋などが出土している。第２４図１０８・図版４２－３３６は内野山窯の皿である。高台

は低く断面形が四角に削り出される。内底面の釉は蛇の目釉剥ぎされ、高台は露胎させている。生産年代は１７世
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紀第４四半期～１８世紀前半に位置付けられる。底径４.６�。墓口付近出土。第２４図１１０・図版４２－３３７は関西系の

鍋である。生産年代は１９世紀に位置付けられる。撹乱層出土。第２４図１１２・図版４２－３３８は肥前系の蓋である。生

産年代は１９世紀に位置付けられる。甲縁径１０.３�、器高２.６�、突起径７.６�。石積内出土。印判手は肥前系、型紙

摺の碗、皿類１０点と、瀬戸・美濃産、型紙摺の皿１点とゴム判の小碗が５点出土している。図版４２－３３９～３４２は

肥前系、型紙摺の口縁が外反する碗である。文様構成は３３９ ・ �類４ハ、３４１ ・ �類６ロ、３４０ ・ �類３ロ、３４２ ・ �類

ｂＡロに該当する。図版４２－３４３は肥前系の型紙摺の皿である。文様構成は不明。図版４２－３４４は瀬戸・美濃産の

口縁が直口する型紙摺の皿である。見込みに七宝文を施している。瀬戸・美濃産のゴム判の碗、小碗が出土して

いる。図版４２－３４５は胴部が外に開き、口縁で直に立ち上がる碗である。文様構成は�類に該当する。図版４２－

３４６は胴下部に丸みを持ち口縁に向かい直に立ち上がる小碗である。文様構成は�類ａに該当する。図版４２－

３４７はゴム判による色絵金彩の小杯である。端反り口縁をなし内底面はフラットな作りである。文様は内体面に

施され、山や杉と思われる線文に雁が飛ぶ姿が描かれている。生産地は瀬戸・美濃が考えられる。口径４.９�。西

側表土出土。

沖縄産施釉陶器（第２４図１０９、１１１、１１３、１１４・図版４２－３４８～３５１）

総数５２点が出土。器種別にみると碗、小碗、鍋、壺、瓶、急須、火取などが出土している。第２４図１０９・図版

４２－３４８は碗の口縁部である。外反口縁で白釉単掛け。内・外面に草花文を施す。墓前より出土。第２４図１１１・図

版４２－３４９は小碗の底部である。灰釉単掛けのフィガキー、底部から胴部へ逆「ハ」の字状に立ち上がる器形で

ある。墓前より出土。第２４図１１３・図版４２－３５０は急須の底部である。外面は無釉、内面は鉄釉を施釉する。外底

には三角錐の脚を貼付する。墓口付近より出土。第２４図１１４・図版４２－３５１は火取の底部である。外面は鉄釉、内

面は無釉である。底部は高台をもち、筒状の器形で胴部に沈線を施す。墓前より出土。

沖縄産無釉陶器（第２４図１１５～１１８，第２５図１１９、１２０・図版４２－３５２～３５４，図版４３－３５５～３５７）

総数５２点が出土。器種別にみると壺、小壺、鉢などが出土している。第２４図１１５・図版４２－３５２は小壺の口縁部

である。外反口縁で、口唇部がわずかに肥厚する。第２４図１１６～１１８・図版４２－３５３、３５４、図版４３－３５５は鉢の口縁

部である。図１１８・図版４２－３５３はいわゆる「ミジクブサ－」とよばれるもので、口縁部が内彎し、口唇部が舌状

を呈する。胴部に圏線を１本めぐらせ、その下に波状文を施す。図１１６、１１７はいずれも口縁部が逆 ｢L｣ 字状を呈

し、口唇部に圏線を２条めぐらせる。深鉢形の器形になると思われる。図１１６・図版４３－３５５は内面にはロクロ痕

が明瞭にみられる。図１１７・図版４２－３５４は胴部に草花文の葉及び蔓、もしくは茎と思われる部分の貼り付け文様

が施されている。いずれも墓前より出土。第２５図１１９、１２０・図版４３－３５６、３５７は底部から胴部にかけて直線的に

たちあがる器形で内面にロクロ痕がみられる。いずれも墓前より出土。

陶質

総数で２６点出土し器種は植木鉢、火炉、鍋、鍋の蓋などである。

銭貨（第２５図１２１～１２７・図版４３－３５８～３６４）

有文銭４点、無文銭３点、現代銭１０点が出土している。第２５図１２１～１２３、１２７・図版４３－３５８～３６１は有文銭で、

すべて完形品である。図１２１・図版４３－３５８は永楽通寶で時代は明、初鋳年代は１４０８年である。字体は楷書。銭径

２６�、孔径５�、銭厚２�、重量４.７ｇ。床直より出土。図１２２・図版４３－３５９は嘉�通寶で時代は北宋、初鋳年

代は１０５６年である。字体は真書。銭径２６�、孔径８�、銭厚１.６�、重量２.９ｇ。墓室西側より出土。図１２３・図版４３

－３６０は寛永通寶で時代は江戸、初鋳年代は１６６８～１６８３年（�期）である。銭径２５�、孔径６�、銭厚１�、重

量２.８ｇ。墓前より出土。図１２７・図版４３－３６４は完形だが、銭文は判読不明。孔に鉄材が貫通しているが、用途不

明。銭径２５�、銭厚１.３�、重量６.２g。墓室より出土。現代銭は一銭が墓室より４点出土。墓室溝内より１点、計

５点が出土している。また墓室より十円３点、一円１点、不明１点が出土、石積内より一円が１点出土した。

第２５図１２４～１２６・図版４３－３６１～３６３は無文銭である。すべて完形品。図１２６・図版４３－３６３は銭径２２�、孔径６

�、銭厚１.８�、重量２.１ｇ。墓室西側より出土。図１２４・図版４３－３６１は銭径２０�、孔径６�、銭厚１.３�、重量１.５ｇ。

墓室西側より出土。図１２５・図版４３－３６２は銭径２１�、孔径７�、銭厚０.７�、重量１.４ｇ。墓室より出土。

金属製品（第２５図１２８・図版４３－３６６～３７２）

第２５図１２８・図版４３－３３６は先端に耳掻き状の窪みを有する簪である。竿の先端は破損している。男性の副簪で

ある。縦長（８.５）�、横長０.５�、厚さ０.２�、重量（３.４）g。石積内出土。図版４３－３６７～３７２は鉄製角釘である。３６７
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～３７１は頭部形が逆Ｌ字状を成し、３７２はＴ字状を成す。３６７・縦長（４.０）�、横長（０.７）�、重量（３.４）g。３６８・縦長

（３.４）�、横長０.５�、厚さ０.５�、重量（２.８）g。墓室西側出土。３６９・縦長３.９�、横長（０.５）�、厚さ（０.５）�、重量１.４g。

西側半裁。３７１・縦長（３.９）�、横長（０.５）�、厚さ（０.５）�、重量（２.９）g。墓室内出土。３７２・縦長６.５�、横長０.４�、厚

さ０.４�、重量５.９g。墓室内出土。３７０・縦長４.５�、横長０.９�、厚さ０.６�、重量０.１g。墓室西側出土。

碁石（図版４３－３７５）

黒の碁石が１点出土、プラスチック製である。現代遺物と考えられる。

石製品（第２５図１２９・図版４３－３６５）

硯の破片が１点出土している。硯の陸部と縁の一部を残す破損資料である。縦長（３.６）�、横長（３.０）�、厚さ

０.５�、重量（７.５）ｇ。撹乱層出土。

円盤状製品（図版４３－３７３、３７４）

６号墓から出土した円盤状製品は４点で詳細は下表の通りである。

戦争遺物（図版４３－３７６）

刀剣が出土しているが、鍔の形が細長く、左右非対称で装飾がない事と、左側に直径１.４�の穴がある事から軍

刀としてではなく機関銃に装着する銃剣として使用していたと思われる。目釘に装飾が施されているが錆が著し

く判別は不可能。刀身３８�、柄１１�、鍔８.８�。墓室床上出土。

出土地観　察　事　項
使用
部位

素材重量厚さ短径長径状態
図版
番号

墓前
ほぼ円形で剥離は粗い。器厚から壺又は甕を転用した物
と思われる。

胴部
沖縄産 
無釉陶器

18.71036.941.2完形373図
版　
43 墓前

円形。剥離が粗い為、角が多く残り菱形に近い形を呈し
ている。表裏両面からの打割調整が見られる。

胴部
沖縄産 
無釉陶器

8.91022.926.7完形374

第２１表　第６号墓円盤状製品観察表 単位：mm、g
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第２３図　第６号墓出土遺物（１）
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第２４図　第６号墓出土遺物（２）
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第２５図　第６号墓出土遺物（３）
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第７節　第７号墓
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第２６図　第７号墓実測図
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N

N

0 50㎝ 

0 50㎝ 

頭蓋骨以外の人骨 

遺　　　　　　物 

頭　　蓋　　骨 

第33図146

第32図131

第32図135 第34図166

第32図137

第32図139

第32図131

第32図132

第34図165

焼骨 

第２８図　第７号墓 E L ＝ 66.780 ～ 66.740mの検出状況

第２７図　第７号墓表土層除去後の検出状況
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第３０図　第７号墓 E L ＝ 66.700 ～ 66.600mの検出状況

N
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遺　　　　　　物 
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N
第32図134
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第32図137

第32図134

第32図133

第32図131

第32図130

第34図161

第34図168
焼骨 

焼骨 
焼骨 

第２９図　第７号墓 E L ＝ 66.740 ～ 66.700mの検出状況
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第２２表　第７号墓遺構表

焼骨 

焼骨 
N

0 50㎝ 

頭蓋骨以外の人骨 

遺　　　　　　物 

頭　　蓋　　骨 

第32図130

第３１図　第７号墓 E L ＝ 66.600 ～ 66.480mの検出状況

第２６～３１図挿図番号

図版５～７図版番号

X=２３,４１７.０００　Y=２１,８４５.０００　EL= ６７.３００m位　　置

掘込墓形　状

構　
　
　
　
　
　

造

　東西２.５～２.９ｍ、南北１.９～２.１ｍ、高さ２.４ｍで墓室の平面形は略方形となる。墓口には拳大の石灰
岩を高さ約０.４～１ｍ積み上げた野面積みの石積みが見られる。墓室側（北側）のみ積み上げられて
おり、南側は土盛りとなる。裏込石は見られない。墓口は南東部となり、幅５０�と狭い。

規　模

　天井、壁は粗加工で、とくに平坦に仕上げるといった状況は見られない。また床面もかなり粗く
平坦に岩盤を加工しているのが発掘の結果、判明した。奥壁の西側、墓室の南西部には６号墓への
開口部が見られる。６号墓の出土遺物から戦時中に開けられたものと考えられる。

工　法

　発掘調査前の墓室は暗褐色土が床面を平坦に覆っており、一瞥すると空墓である状況が見られ
た。また墓口から約南東外側に戦時中の人骨が薬莢と共に出土している。墓室の表土除去後、大量
の人骨がEL= ６６.７８０～６６.６４５ｍと約３０�の厚さで密に出土した。以下、各エレベーション毎に取り
上げた人骨の出土状況について触れていきたい。

EL= ６７.４４０～６７.４２０ｍ（表土除去後、第２７図）
　墓室全体から人骨、遺物、大小の石灰岩が大量に出土。人骨は南西部以外に散乱している状態
で、遺物は土器（第３２図１３１、１３２）、喜名焼と思われる沖縄産陶器壺片が主で白磁皿（第３２図１３７）、
中国産染付杯（第３２図１３９）、青磁碗の底部片（第３２図１３５）、沖縄産無釉陶器の底部片（第３３図１４
６）無文銭（第３３図１４９,１５０,１５１）が出土。他に金属製品（第３４図１５９）、骨製品（第３４図１６２）、陶
質人形（第３４図１６４）、ヤコウガイ製匙状製品（第３４図１６６）が各１点確認されている。石灰岩も全
体に散乱しているがとくに規則性は見られないことから、転石である可能性が高い。加えて墓口の
床面は石灰岩が露頭しており、上面は平坦に加工がなされている。このことから墓室への出入りを
容易にするという意図が読み取れる。

内部の
状況など
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EL= ６６.７８０～６６.７４０ｍ（第２８図）
　主に人骨が大量に検出し、遺物は土器片、本土産褐釉陶器（薩摩焼、第３２図１３３）、タイ産褐釉陶
器片（第３２図１３０）が出土、墓口近くから抉り高台の白磁皿（第３２図１３７）、無文銭が各１点出土し
ている。人骨は南東部すなわち墓口近くからは全く確認されず、また南側、石積み近くからは人骨
がまとまって確認された。また頭蓋骨は墓室中央には見られず、壁際から出土するといった、やや
偏った人骨の配置状況が見られた。土器片、喜名焼壺片も人骨が集中している墓室北半部にまと
まって確認されていることから、これらの遺物が蔵骨器として使用されていたことが示唆される。
火を受け炭化した人骨も僅かながら確認された。白磁皿が出土した一帯は人骨や遺物がほとんど
見られない空白部であり、当該墓室に納められた遺骸を祀る空間であったことが想定される。また
抉り高台の白磁皿は供献用としての皿とも考えることができる。無文銭の出土もそのことを明示
しているものと思われる。

EL= ６６.７４０～６６.７００ｍ（第２９図）
　EL= ６６.７８０～６６.７４０ｍの様相と大きく変わらないが、頭蓋骨が壁際から確認される状況が顕著に
見られ、四肢骨が墓室中央からまとまって出土している。また火を受けた人骨も多く確認された。
遺物は喜名焼壺（第３２図１３４）の底部がまとまって墓室中央やや北東寄りから出土している。

EL= ６６.７００～６６.６００ｍ（第３０図）
　人骨、遺物は墓室の北半部から出土、南半部からは全く出土しなかった。人骨は部位が偏って出土
するといった状況は見られず、散乱しているのが確認された。火を受けた人骨は僅かながら出土して
いる。遺物は北東部からは土器片、喜名焼壺片、北西部からは木片が出土している。土器片は少量と
なり、喜名焼壺（第３２図１３４）は表土除去後から一定量で出土している。このエレベーションは墓室
南側の石積み根石直下に相当し、根石下部にも人骨が確認されている。このことから当初は現在見ら
れる石積みは構築されておらず、さらに埋納場所は南側に広がっていくことが確認された。

EL= ６６.６００～６６.４８０ｍ（岩盤直上、第３１図）
　人骨、遺物は木片、土器片、喜名焼壺片、鉄釘（第３４図１５７）が出土。木片に鉄釘が付されていたこ
とから木片は木棺片である可能性を掲げることができる。木片は長さ４０�、幅５～１０�で表面は既に
炭化している。鉄釘は角釘で長さ３～４�で２点確認された。EL=６７.４２０～６７.４０５ｍで確認された喜名
焼壺底部片を取り上げた後、その直下に人骨と喜名焼の水滴（第３３図１４３）が１点確認された。一部岩
盤が露頭しているが床面の凹部は砂質土と石灰岩礫を込めて平坦に床面を仕上げている。

内部の
状況など

構　
　
　
　
　
　

造

出土遺物から１６～１７世紀。時　期

墓の変遷について
　各エレベーションにおける遺物の時期差は看取することはできないが、遺構の在り方から当該墓
において変遷があったことを窺うことができる。それを最も顕著に示すものとして墓口を閉塞す
る石積み根石が遺物包含層の上に載っていることである。床面から石積み根石まで堆積している
包含層は約１０�の厚みを有しており、石積み根石直下から頭蓋骨が検出されている（図版７）。この
ことから当初は墓口に石積みを有しない掘込墓で墓室の南限は石積み下まで伸びていたと考えら
れる。その後、墓口に石積みが構築されたことによって、EL=６７.４４０～６７.４２０ｍ、６６.７８０～６６.７４０ｍ
で見られるような墓口周辺に白磁、染付、無文銭、ヤコウガイ製匙状製品等の祭祀的要素を有する
遺物の出土、つまり墓室の一角が祭祀空間としての位置付けがなされてくるものと想定される。後
章で詳しく触れているが墓室石積み近くで人骨一体分が確認されている点も石積み構築後の配置
状況である可能性を石積みから一定距離をおいて安置していることから掲げられる。

沖縄戦時における墓の利用
　墓として廃棄されて以降から戦時中までの時期に暗褐色土により平坦に造成され、戦時中には壕と
して利用されていた。暗褐色土層からは土器、沖縄産施釉陶器（第３３図１４２）、沖縄産無釉陶器（第３
３図１４５）、無文銭（第３３図１４７）、骨製品（第３４図１６３）、漆喰（第３３図１６７）が出土しており、墓口外
側から薬莢や戦前のガラス瓶が多く出土している。また聞き取り調査では沖縄戦時には壕として利
用されていたことから天井や壁面が改変されていることも考えられる。これらから墓外において激
しい戦闘が行われていたことは想像に難くない。

備　考

第２３表　第７号墓出土状況一覧
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第７号墓出土遺物

蔵骨器（第３２図１３０～１３４・図版４４－３７７～３８１）

第３２図１３１・図版４４－３７７土器。頸部で緩やかに屈曲して外反する。壺口縁部資料。直口口縁でナデ肩となる。

口唇部は丸く収める。器面調整は内面には指圧痕、粗いナデ痕が明瞭に見られる。外面にも指圧痕が見られるが

全体的に研磨されている。色調は内面が橙色、外面は黒色となる。混和材は白色砂粒が僅かに、白色細砂粒が多

く見られる。口径１５.８�。墓室出土。

第３２図１３２・図版４４－３７８土器。立ち上がりはラッパ状に大きく開く壺底部資料。やや上げ底状で胴部は薄手と

なる。器面調整は外面が雑な横ナデが見られる。内面はアバタ状となる。色調は内面が橙色、外面が黒色とな

る。混和材は白色細砂粒、大粒の赤色粒が見られる。底径１２.２�。墓室出土。

第３２図１３０・図版４４－３７９タイ産褐釉陶器。ナデ肩となる壺で胴上部に４条の陰圏線が見られる。頸部がくび

れ、横位の把手が付く。また頸部と胴部との境に段が見られる。内面には輪積み痕が確認できる。外面には黒褐

色の釉を胴下部まで施し、内面は露胎となる。胎土は密で白色砂粒、気泡が多く見られる。底径１３.９�。墓室出

土。

第３２図１３３・図版４４－３８０薩摩産褐釉陶器。壺の底部資料である。平底で外底面の中央に陽刻の文様を有し周縁

部に貝目痕が残る。内体面は積み痕や叩き痕が顕著である。胴部の破損した断面に軽い研磨がみられることから

壺の底部を二次加工し蔵骨器の蓋に転用した可能性がある。墓室出土。

第３２図１３４・図版４４－３８１沖縄産無釉陶器。喜名焼壺の底部である。底部から胴部にかけて直線的にたちあがる

器形である。泥釉が掛けられて器面は茶褐色を呈し、両面に釉垂れがみられるが、内面の釉垂れは下から上にかけ

て流れている。外底には粘土目と貝目痕がそれぞれ２箇所に残り、内面には叩き目が明瞭に残る。墓室出土。

青磁（第３２図１３５・図版４４－３８２）

青磁は４点が出土し碗、皿、瓶等の器種がみられた。内訳は碗胴部が１点、皿底部が１点、瓶胴部が１点であ

る。図示したのは腰折れ皿の底部である。比較的大きめの内底面は僅かに膨らむフラット状をなし片切彫りによ

る圏線を確認できる。高台は低く、高台畳付の側面を三角に削り出す。釉の広がりは全面に施釉後外底面の釉を

輪状に削り取っている。釉色は薄灰青緑色を呈する。底径７.２�。墓室出土。　

白磁（第１３２図１３６、１３７・図版４４－３８３、３８４）

９点出土し碗、小碗、皿がある。碗は胴部１点、底部１点の２点が出土、小碗は口縁２点、胴部１点、計３点

が出土している。第３２図１３６・図版４４－３８３は胴部から僅かに開きながら立ち端反り口縁をなす小碗である。口唇

は尖り露胎させる。口径８.０�。石積出土。第３２図１３７・図版４４－３８４は底形が抉り高台を成す、直口の皿であり完

品資料である。口唇は舌状を呈し、高台は４箇所に弧状の抉り込みを入れる。内面に重ね焼きの目跡を残す。釉

は細い貫入を多く伴い高台際まで施釉、高台および高台内を露胎させている。生産年代は１５世紀後半に位置付け

られる。口径９.６�、器高２.３�、底径４.２�。墓室入口出土。

染付（第３２図１３８、１３９・図版４４－３８５、３８６）

２１点出土し碗、小碗、皿、小杯があり年代は概ね１７～１９世紀に位置付けられる。碗は９点、小碗が３点出土し

た。第３２図１３８・図版４４－３８５は胴部にやや丸みを持ち、僅かに開きながら立ち上がり口縁は直口を示す。口縁上

部体面に２条の圏線を廻らし外体面に丸文と草花文を交互に施す。口径１５.２�。撹乱層出土。皿は８点であっ

た。杯は第３２図１３９・図版－３８６に示す１点が出土。完品の杯である。図１３９は腰部に丸みを持ち胴部はやや開き

直に立ち上がる。口縁は直口、口唇は舌状を成す。口縁外体に１条の圏線と花唐草文を施文、口縁内に１条の圏

線、見込みに圏線と花卉が施される。高台の内刳りは円筒状、畳付けの両側から僅かに削り出し角張る。釉は高

台脇まで施釉している。産地は景徳鎮窯。生産年代は１６世紀末から１７世紀前半に位置付けられる。口径５.０�、

器高３.０�、底径１.９�。墓室出土。

本土産陶磁器（図版４５－３８７、３８８）

肥前系染付の碗、底部と胴部が２点のみ出土している。生産年代は１７世紀後半に位置付けられるものと１９世紀

に位置付けられるものがある。印判手には瀬戸・美濃産の銅版転写の碗とゴム判の小碗が出土している。図版４５

－３８７は銅版転写による碗で高台から胴部が逆八の字状に開き口縁は直口を成す。外体面に扇子を複数組み合わ

せ描く。図版４５－３８８はゴム判の小碗である。胴下部に丸味を持ち口縁に向かい真っ直ぐに立ち上がる。文様は
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�類ａ。陶器は内野山窯の銅緑釉碗と薩摩産の壺が出土している。

沖縄産施釉陶器（第３３図１４０～１４２・図版４５－３８９～３９２）

総数３２点が出土している。器種別にみると碗、皿、壺、鉢などが出土した。第３３図１４０・図版４５－３８９は碗の底

部である。外面は鉄釉、内面は白釉の掛け分けで内底を蛇の目釉剥ぎし、外底は畳付のみ釉剥ぎしている。墓室

より出土。第３３図１４１・図版４５－３９０は皿の底部である。黒釉単掛けで外面は腰部まで施釉しているが、高台の一

部に釉垂れがみられ、内底は蛇の目釉剥ぎする。墓室より出土。第３３図１４２・図版４５－３９１は壺の口縁部～胴部で

ある。黒釉単掛けで内面は一部無釉、口縁部は逆「L」字状に外反し、口唇部を釉剥ぎする。頸部が長く胴部が

緩やかな丸味をもつ。墓室より出土。図版４５－３９２は鉢の口縁部である。外面鉄釉、内面白釉の掛け分けで口縁

部は逆「L」字状を呈する。撹乱層より出土。

沖縄産無釉陶器（第３３図１４３～１４６・図版４５－３９３～３９７）

総数３９点が出土している。器種別にみると水滴、甕、壺、擂鉢などが出土した。第３３図１４３・図版４５－３９３は喜

名焼の水滴である。完形だが、注口の先端のみ欠けている。藁灰釉掛けで、胴下部まで施釉。肩部が強く張り出

す器形。喜名焼壺直下（図１３４）より出土。第３３図１４４・図版４５－３９４は擂鉢の口縁部である。口縁部が逆「L」字

状を呈し、口唇部の幅が広い。内面に櫛目を密に施し、口縁部上部から胴部の一部をナデ消す。撹乱層より出土。

図版４５－３９５は甕の口縁部である。口唇両端が張り出し、口縁部断面が逆三角形を呈する。口縁部に圏線を２条、

胴部に凸帯を１条廻らせる。撹乱層より出土。第３３図１４５、１４６・図版４５－３９６、３９７は壺である。図１４５・図版４５－

３９６は底部から胴部にかけて緩やかに立ち上がる器形で、内面に多量の漆喰が付着している。内面にロクロ痕が

みられる。墓室より出土。図１４６・図版４５－３９７は小型で底部から胴部へ丸味を持ちながら立ち上がる器形で、内

底の器壁が内側にもりあがり、歪な形になっている。胴部には圏線を２条廻らす。墓室より出土。

陶質（図版４５－３９８～４０１）

１３点出土し鉢、擂鉢、火炉、鍋などがある。図版４５－３９８は口縁が玉縁状を成す内彎の火炉である。墓室表土

出土。図版４５－３９９は口縁が断面「く」の字状に屈曲する鍋である。紐状の把手を貼付している。口径１８.９�。墓

口付近出土。図版４６－４００は胴部の丸い火炉で底部は高台を削り出す。外体面に化粧土を横縞状に廻らす。底径

７.３�。墓前出土。図版４６－４０１は火炉の半円状の把手で中心に円孔を穿つ。墓室表土出土。

銭貨（第３３図１４７～１５１・図版４６－４０２～４０６）

模鋳銭が１点、無文銭が４点出土している。第３３図１５０・図版４６－４０２は模鋳銭である。年代は不明。銭径１９

�、孔径７.０�、銭厚１.３�、重量１.１g。墓室より出土。第３３図１４７～１４９、１５１・図版４６－４０３～４０６は無文銭である。

図１４７・図版４０３は銭径１９�、孔径７.０�、銭厚０.７�、重量１.１g。墓室より出土。図１４９・図版４６－４０４は銭径１１�、

孔径７.０�、銭厚１.０�、重量１.３g。墓室より出土。図１５１・図版４６－４０５は銭径２２�、孔径６.０�、銭厚１.９�、重量

２.７g。墓室より出土。図１４８・図版４６－４０６は２分の１が破損。銭厚１.３�、重量（０.７）ｇ。墓室より出土。

金属製品（第３４図１５２～１５９・図版４６－４０７～４１４）

第３４図１５５・図版４６－４０７は鉄製板状製品であるが破損が著しいため詳細は不明。縦長（４.９）�、横長（１.９５）�、

厚さ０.１５�、重量（２.６）g。墓口付近出土。第３４図１５３・図版４６－４０８は円形の座である。中央に方形の孔を有する。

縦径１.３４�、横径１.３６�、厚さ０.１�、重量（０.３）ｇ。墓室出土。第３４図１５２・図版４６－４０９は男性用の副簪。縦長

（７.７）�、横長０.２�、厚さ０.１５�、重量（１.１）g。墓室出土。第３４図１５４・図版４６－４１０は鉄製の二股釘状の製品である

が詳細は不明である。縦長（２.６）�、横長０.５�、厚さ０.４�、重量（２.０）g。墓室出土。第３４図１５６・図版４６－４１１は、

はさみの刃先である。縦長（５.６）�、横長１.３５�、厚さ０.５５�、重量７.２g。墓室出土。第３４図１５９・図版４６－４１２は鎹

である。縦長１２.０�、横長３.０�、厚さ０.８５�、重量３３.１g。墓口付近出土。第３４図１５７・図版４６－４１３は鉄製角釘で

ある。縦長（５.７）�、横長１.４�、厚さ１.１�、重量（２１.４）g。墓室出土。第３４図１５８・図版４６－４１４は頭部形が逆Ｌ字状

になる鉄製角釘である。縦長３.７�、横長０.５�、厚さ０.５�、重量１.４g。墓室出土。

煙管（第３４図１６０、１６１・図版４６－４１５、４１６）

２点出土している。ともに部位は雁首、材質は沖縄産施釉陶器でいずれも８角形に成形される。第３４図１６０・図

版４６－４１５は火皿径１.３�、長さ３.９�、重量８.２ｇ。墓室より出土。第３４図１６１・図版４６－４１６は火皿径１.４�、長さ４.２

�、重量９.３ｇ。墓室より出土。
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碁石（図版４７－４１９）

碁石が白６個、黒が１１個の計１７個が出土した。白が貝製、黒が石製である。現代遺物と考えられる。

形象物（第３４図１６４・図版４６－４１７、図版４７－４１８）

第３４図１６４・図版４６－４１７は陶質土器の型押しの人形で裃姿に頭巾をかぶる猿の座像と考えられる。高さ３.３�、

幅２.０�、重量５.３ｇ。墓口撹乱層出土。図版４７－４１８は帽子をかぶりスカ－トにスモック様の上着姿の人形で陶質

土器の型作りによるものと考えられる。高さ１６.０�、幅４.３８�、重量（７２.２）ｇ。墓室出土。　

石製品（第３４図１６５・図版４７－４２０）

石製品が１点出土した。全体に彫刻のような刃物痕を認めるが砥石の可能性もある。緑色項岩製で破損のため

全体形不明。縦長（８.０）�、横長２.７�、厚さ１.３�、重量（４４.５）ｇ。墓室内出土。

円盤状製品（図版４７－４２１～４２３）

７号墓から出土した円盤状製品は３点で詳細は下の表の通りである。

貝製品（第３４図１６６・図版４７－４２４）

ヤコウガイ製匙状製品が１点出土している。身の部分のみの欠損品である。外面は丁寧に研磨され、内面は真

珠層が露胎している。最大長（７.３）�、最大幅（３.８）�、重量（３０.２）ｇ。墓室より出土。

骨製品（第３４図１６２、１６３・図版４７－４２５、４２６）

ハブラシと箆状製品が出土している。第３４図１６２・図版４７－４２５はハブラシ部から頚部にかけて残す折損品であ

る。ハブラシ頭部は先端がやや尖った楕円形を成し頸部に向かい徐々に細くなる。ハブラシ部の断面形は長方形

で柄部は上部に丸みを持つ、かまぼこ状をなす。ハブラシ部上面は平坦を成し、頭部先端に植毛孔が４つ、上面

に４列に穿たれる。縦長（７.２）�、横長１.４�、厚さ０.８�、重量（６.２）ｇ。墓口出土。第３４図１６３・図版４７－４２６方形箆

状をなす扁平な板状製品である。縦長（２.５）�、横長０.６�、厚さ０.３�、重量（０.３）ｇ。墓室出土。

その他の製品（第３４図１６７、１６８・図版４７－４２７、４２８）

第３４図１６７・図版４７－４２７は方形の面を持ち瘤状の突起を有する。方形の香炉か棺が考えられる。西側黄色土出

土。第３４図１６８・図版４７－４２８は丸碗状の製品で平底を成す。型押しによる成形が考えられる。墓室出土。いずれ

も漆喰の製品である。用途は不明。

第２４表　第７号墓円盤状製品観察表 単位：mm、g

出土地観　察　事　項
使用
部位

素材重量厚さ短径長径状態
図版
番号

撹乱
円形に加工したようだが剥離が粗い為、方形を呈してい
る。表面に２条の沈線が確認される。

胴部
沖縄産 
無釉陶器

15.91130.632.2完形421図　

版　
　
47

撹乱
円形、剥離が粗い。表裏ほぼ同じ割合で打割調整されて
いる。器厚から壺又は甕を転用した物と思われる。

胴部
沖縄産 
無釉陶器

32.21343.348.6完形422

撹乱
楕円形、剥離は粗い。断面はやや内湾している事と器厚
から壺又は甕を転用した物と思わせる。

胴部
沖縄産 
無釉陶器

7513.559.563.2完形423
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第３２図　第７号墓出土遺物（１）

5 cm１３８ 0１３７

１３５

１３９

１３６

１３４１３３

１３０

１３１

１３２

10cm０
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第３３図　第７号墓出土遺物（２）

１４０

5 cm０

１４３

１４１
１４２

１４４

１４５

１４６

１４７ １４８ １４９

１５０ １５１ 3 cm０
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第３４図　第７号墓出土遺物（３）

5 cm

１５２

０

１５５
１５６

１５３ １５４

１５７ １５８

１６０ １６１

１６４

１６５
１６７

１６８

１６６

１６２

１６３

１５９
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第８節　第８号墓
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第３５図　第８号墓実測図
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第３５図挿図番号

図版７～８図版番号

X=２３,４１１.０００　Y=２１,８５０.０００　EL= ６６.８００m位　　置

掘込墓または沖縄戦時の地下壕か。形  状

構　
　

造

  岩盤の掘り込みは東西長径２.９m、南北長径１.６m、高さ１～１.２ｍ。平面形は半円形となる。出入
口の石積みは東西方向に伸び、東端で南へ折れるL字状となる。全長約５.８m高さ１.５～１.９mで自
然石を積み上げる。石材は大小、様々で積み方は非常に雑である。

規  模

天井、壁は粗加工で床面は平坦に仕上げている。工  法

  墓室からは薬莢がまとまって出土。他に軍靴のゴム底が１点、人骨も少量ながら出土している。
沖縄戦時、戦後の撹乱層のみ墓室に堆積しており、墓に関連した遺物を確認することはできな
かった。

内部の
状況など

沖縄戦時には壕として利用。時  期

  岩盤掘り込みのすぐ南側、石積み下には竪穴が見られる。沖縄戦時、戦後の流土でほとんど埋没
している。今回の調査では安全面の問題から全掘することはできなかった。周辺は沖縄戦時に使
用された地下壕が配置されていたことから、この竪穴は旧日本軍が構築した地下壕の可能性が考
えられる。当時この周辺の状況について詳しい内間伸氏による聞き取りでは入口に石積みで閉塞
した壕をいくつか構築したとのことである。

備　　考

第２５表　第８号墓遺構表

第８号墓出土遺物

蔵骨器（第３６図１６９、１７０・図版４８－４２９、４３０）

第３６図１６９・図版４８－４２９土器。頸部が屈曲し、外反する壺口縁部資料。器面調整は外面には指圧痕と雑な横ナ

デが見られる。内面はアバタ状となる。色調は内面が橙色、外面が黒色となる。混和材は白色細砂粒、大粒の赤

色粒が見られる。墓口出土。

第３６図１７０・図版４８－４３０土器。立ち上がりはラッパ状に大きく開くやや厚手の壺底部資料。器面調整は内面に

は指圧痕と雑な横ナデが見られる。外面胴部及び外底面には多量の漆喰が付着している。色調は内面が橙色、外

面は黒色となる。混和材は大粒の赤色粒が少量と白色細砂粒が多量に見られる。底径１６.４�。石積内出土。

白磁（図版４８－４３１～４３７）　

５４点が出土した。器種は碗、小碗、皿、杯がある。碗は７点の出土である。図版４８－４３１は胴部が直に立つ直

口の碗である。口唇は丸く胎土は白色、釉色は灰白色を呈する。口径１２.０�。墓室出土。小碗は３３点出土した。

図版４８－４３２は胴部に丸みを有し直に立つ端反り口縁の小碗である。口唇は尖り口唇内側に鉄釉の覆輪を施す。

胎土は白色、釉色は灰白色を呈する。口径８.９�。石積内出土。図版４８－４３３は胴部が直に立つ端反口縁の小碗。

第２６表　第８号墓出土状況一覧

合　

　

計

そ
の
他
の
遺
物

円
盤
状
製
品

碁

石

煙

管

金

属

製

品

銭

貨

土

器

瓦

質

土

器

陶

質

土

器

沖縄産
陶器

本土産陶磁器
その他の
輸入陶磁器

中国産染　

　

付

白　

　

磁

青　
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口唇は尖り外体面に雲文の陽刻を型押し、胎土は白色、釉色は青白色を呈する。墓口出土。図版４８－４３４は型押

し成形の小碗底部である。胎土は白色を呈し釉色は薄青白色を呈する。底径３.４�。墓口出土。小杯は５点出土

している。図版４８－４３５は胴部が直に立ち上がる直口の杯である。口唇は丸く収める。胎土は白色、釉色は灰白

色を呈する。口径４.１�。墓口出土。皿はほぼ全形を窺えるもの２点と破片が３点の計５点が出土した。図版４８

－４３６は高台脇から外側に向かい直線的に開き口縁は直口を成す。内底面は有段になり僅かに窪む。高台は畳付

けを三角に削り出す。胎土は灰白色、釉色は青灰白色を呈する口縁に煤が付着、口径７.５４�、器高１.８�、底径２.８

�。墓口出土。図版４８－４３７は腰部に丸みを有し緩やかに開く外反口縁の皿で型押し成形によるものである。胎

土は灰白色、釉色は青灰白色を呈する。口径８.８�、器高２.１�、底径５.９�。墓口出土。

染付（図版４８－４３８～４４５） 

１２３点で出土、器種は碗、小碗、皿、大鉢、小杯、瓶、蓋物があり生産年代は１８世紀代に位置付けられる。

碗は６９点であった。図版４８－４３８は内彎気味の直口口縁碗である。外体面に一条の圏線と雨龍を配する口径

１５.１�。墓口出土。図版４８－４３９は胴部にやや丸みを持つ端反り口縁碗である。外体面に一条の圏線を廻らし更

に唐草文を施す。口径１２.３�。墓口出土。図版４８－４４０は高台形が四角を呈する碗底部である。見込みに施文す

るが不明。釉は畳付けを除き全面に施釉後内底面の釉を蛇の目状に掻き取っている。高台内畳付け際に砂目が認

められる。底径６.４�。墓口出土。小碗は２２点出土している。図版４８－４４１は胴部にやや丸み有し僅かに開き立つ

端反口縁の小碗。口唇は角張る。外体面に二条の圏線と菊花文を施文。口径９.４�。撹乱層出土。図版４８－４４２は

胴下部に丸みを持つ小碗である。高台は畳付の外側を斜めに削り出し三角状を成す。外体面の文様は高台際に圏

線と仙芝祝寿文を施文。見込みに花卉、外底面は二条の圏線内に簡約した銘款を配する。釉は畳付けの釉を掻き

取っている。皿は計２６点出土した。図版４８－４４３は腰部の丸い直口の小皿である。見込みに施文するが文様は不

明。墓口出土。図版４８－４４４は腰部に丸みを有し開らくように立ち上がる。口縁は外反口唇が丸い。外体面に一

条の圏線と草花文を配し内体面に一条の圏線と草花文、見込みに二条の圏線と草花文を施文する高台は畳付の外

側を斜めに削り出し三角状を成す。撹乱層出土。瓶は胴部が２点出土している。図版４８－４４５は外体面に花弁状

の文様を施文するものである。墓口出土。

褐釉陶器（第３６図１７１・図版４８－４４６）

第３６図１７１・図版４８－４４６タイ産褐釉陶器。口縁部を外反させ玉縁状となる。口縁部上面に段をつくる。蓋受け

か。口縁部から頸部にかけて横位の成形痕が見られる。内外面共にオリ－ブ黄色の釉を口縁部と頸下部に施す。

胎土は密で赤・白・黒色粗粒子、気泡が多く見られる。口径１８.５�。撹乱層出土。

その他の輸入陶磁器（図版４８－４４７～４５０，図版４９－４５１～４５３）

中国産色絵９点、瑠璃釉９点、三彩１点、無釉陶器１点、タイ産半練土器１点が出土している。器種別には色

絵が碗、小碗、皿、瑠璃釉は小碗、小杯があり、三彩、無釉陶器に袋ものと思われる資料が出土している。タイ

産半練土器は壺が出土している。図版４８－４４７は色絵碗の胴部破片である。外体面に圏線を挟んで上に赤色の雲

文、下に青の上薬で草花文の上絵を描く。胎土は白色を呈し釉色は青白色を呈する。生産年代は１８世紀後半から

１９世紀初頭。墓口出土。図版４８－４４８は色絵の皿である。胴部は外に開き口縁は端反る。低めの高台はやや三角

に削り出している。内底面は蛇の目剥ぎし花文と丸窓に（笹）草文の文様を繰り返し上絵付している。文様は主

に内体に施すが釉剥ぎした露胎面まで及ぶ。胎土は白色を呈し、釉色は緑灰白色を呈する。口径１３.７�、器高２.０

�、底径１.７�。墓口出土。図版４８－４４９は胴部に丸味を有し開きながら立つ外反口縁の色絵皿である。高台は内

刳りが外に向かい斜行、型押し成形によるものと考えられる。釉は高台内と口唇を除き施釉している。内体面に

赤の上薬で梅文が絵付され、見込みに圏線を緑の上絵付で施している。胎土、釉色ともに灰白色を呈する。口径

１１�、器高２�、底径７.７�。石積内出土。図版４８－４５０は瑠璃釉の小杯である。胴下部に丸みを有し直に立つ端

反口縁を成す。高台の内刳りは外に向かい斜行、型押し成形によるものと考えられる。口禿で内面に透明釉、外

面に瑠璃釉を施し胎土は白色を呈する。生産年代は１８世紀から１９世紀前半。口径３.７�、器高２�、底径１.７�。墓

口出土。図版４９－４５１は瑠璃釉の鉢である。胴部は丸く口縁で内彎、口縁は内側に肥厚させ納める。底は幾つか

の脚が付くものと考えられる。内体面に透明釉、外体面に瑠璃釉を施し脚の内側の底面を露胎させる。胎土は白

色を呈する。生産年代は１５世紀から１６世紀。口径２１.８�、器高１３.１�、底径８.８�。撹乱層出土。図版４９－４５２は三

彩の型押し成形によるものである。水鳥型の置物や水滴が考えられる。墓口出土。図版４９－４５３は無釉陶器の型

押しの袋ものか摘みが考えられる。産地は宜興窯。生産年代は清朝時代。墓口出土。
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本土産陶磁器（第３６図１７２～１７４・図版４９－４５４～４５９，図版５０－４６０～４７３，図版５１－４７５）

肥前系の染付、色絵、内野山窯陶器、関西系陶器、薩摩産の染付、陶器、印判手や瀬戸・美濃産染付、クロム

青磁などの近現代陶磁器も多く出土している。肥前系染付は総数１３点が出土し器種としては碗、皿、蓋、植木鉢

がある。生産年代は概ね１７世紀～１９世紀に位置付けられる。図版４９－４５４は外体面に草文と虎の尾の様なものを

描き動物の足型（ネコ）の脚をもつ植木鉢である。底面中央に孔を一つ穿ち、円形の焼け焦げような痕をのこす。

生産年代は１９世紀に位置付けられる。底径１７.９�。撹乱層出土。図版４８－４５５は肥前系の色絵の蓋である。甲部

外面に呉須描きの圏線と環状の帯文を数回廻らし間に七宝文の上絵を絵付けしている。生産年代は１７世紀後半

～１８世紀前半に位置付けられる。甲縁径８.６�。墓口出土。図版４９－４５６は関西系の彩色の皿である。上絵のみの

絵付けを施している。生産年代は１８世紀に位置付けられる。墓口出土。図版４９－４５７は瀬戸・美濃産の色絵の小

瓶である。口径１.８９�。墓口出土。薩摩産褐釉陶器の壺は１４点出土した。大型な壺であることなどから蔵骨器と

して使用した可能性もあるが殆どが破片での出土と言うこともあり判然としない。第３６図１７３、１７４・図版４９－

４５８、４５９は底部から筒状に立ち上がり口縁は外に折り返すように肥厚させる。図４５９は平底の中央に凹状の窪み

を有し穿孔しても使用可能な製品である。外内体面はいずれも横位の条痕がはしり器面調整を窺わせる。図

４５８、４５９は接合ができなかったが一括出土であり一個体と考えられる。底径１６.２�、孔径２.７�、石積内出土。第

３６図１７２・図版５０－４６０はやや小さめの壺の口縁である。口縁は頸部が一旦内に窄まったあと外に折り返すように

外反させる。口唇はやや扁平をなし貝目痕がのこる。口径１１.５�。撹乱層出土。図版５０－４６１は肩がはり頸部は

一旦窄まり立つ。口縁は外に折り返すように肥厚させるもので口唇は扁平状を成す。大型な壺の口縁と考えられ

る。口径２０�。墓口出土。図版５０－４６２は平底の壺の底部である。底面に貝目痕をのこしている。底径１９.６�。

墓口出土。印判手は肥前系の型紙摺の碗１１点と銅版転写の大皿１点、瀬戸・美濃産の銅版転写の小碗と皿１７点、

ゴム判の碗、小碗、皿が８点出土している。図版５０－４６３、４６４は肥前系の型紙摺の碗である。４６３は外反の碗、

文様は�類３ロに属する。４６４は直口の碗である文様は�類２に属する。図版５１－４７５は肥前系の銅版転写の大

皿である。広い底面を持ち外に開き立ち上がる。口縁はイゲ縁を呈し鉄釉を施す。内体面の文様は逆台形の窓内

に松、竹、梅、菊を配し、地文は雲文を描いている。内底面は雷文を管状に廻らし中央に捻子状の草花文を配し

ている。口径３１.４�、器高４.５�、底径１９.１�。墓口出土。図版５０－４６５～４６９は瀬戸・美濃産の銅版転写である。

４６５、４６６は端反の小碗で文様は４６５が�類、４６６は�類に該当する。４６７、４６８は直口の小皿で４６９は皿底部である。

文様構成はＨ、４６８は�類、４６９はＥに該当する。図版５０－４７０～４７３は瀬戸・美濃産のゴム判である。４７０は外反

する口縁碗である。文様は�類に属する。４７１は直口の小碗である文様は�類である。４７２は口縁が直口する皿

である見込みに仙芝祝寿文を施す。４７３は直口の大鉢である外体面に渦巻き、内面に桐と鳳凰をゴム判により施

文、余白に筆のだみを入れる。

沖縄産施釉陶器（図版５０－４７４，図版５１－４７６～４８０，図版５２－４８１）

総数９５点が出土している。器種別にみると碗、小碗、皿、鉢、鍋、急須、火炉などが出土した。図版５０－４７４

は碗の口縁部～底部、図版５１－４７６、４７７は口縁部～底部である。いずれも腰部に丸味をもつ器形。４７４は外面が

鉄釉、内面は灰釉の上から胴部半ばまで鉄釉をかけ、その下に圏線を１条、内底に丸文を施す。腰部がやや丸味

をもち、口縁部が外反する器形である。内底は蛇の目釉剥ぎで外底は露胎。一部に釉が掛かっている。石積内よ

り出土。４７６は白釉単掛けで、外面に呉須で草花文を施す。腰部の張りが強い器形である。内底は蛇の目釉剥ぎ

で白土が附着、外底は畳付のみ釉剥ぎする。墓口より出土。４７７は小碗の口縁部～底部で、腰部が丸味をもつ器

形。直口口縁で、両面に細かな貫入が入り、底部は畳付に白土の剥離痕がみられる。墓室より出土。図版５１－

４７８は皿の口縁部～底部である。外面は口縁部～腰部、内面は口縁部のみ鉄釉を施釉、畳付けには砂目がわずか

に附着する。石積内より出土。図版５１－４７９は鉢の底部～胴部である。外面は鉄釉、内面は白釉の掛け分けであ

る。胴部が緩やかな丸味をもつ器形で、内底は蛇の目釉剥ぎ、外底は釉を指で雑に掻き取っており、高台脇には

一部釉が掛かっている。両面に細かな貫入が入る。撹乱層より出土。図版５１－４８０は鍋の口縁部～胴部である。

外面は灰釉、内面は白釉の掛け分けである。口唇部が「く」の字状に外反し、胴部の張りは弱い。外底は露胎、

内底は蛇の目釉剥ぎする。墓口より出土。図版５２－４８１は急須の口縁部～胴部である。白釉単掛けで外底は足ま

で施釉し、口唇部は釉剥ぎする。器形は丸型で両面に細かな貫入が入る。墓口より出土。

沖縄産無釉陶器（図版５２－４８３～４８８，図版５３）

総数３０９点が出土している。器種別にみると壺、甕、擂鉢、瓶、炉などが出土した。図版５２－４８２～４８５は壺で

ある。４８２は三耳壺である。外面には泥釉が掛けられて黒褐色を呈し、内面にもわずかに釉垂れがみられる。肥

厚口縁で肩部から胴部が丸く膨らむような器形。圏線が２条施される。撹乱層出土。４８３は四耳壺である。肥厚
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口縁で、肩部が強く張る器形である。石積内出土。 ４８４は頚部～胴部である。器面に泥釉が掛けられ、外面は暗

茶褐色、内面は灰黒色を呈す。胴部の張りが弱い器形で、頚部から胴上部にかけて圏線が６条めぐらされており、

また胴部には「�」という記号が彫られている。内面には輪積み痕が明瞭に残る。石積内より出土。４８５は底部

である。丸形の器形で、内面にロクロ痕が明瞭に残っている。撹乱層より出土。図版５２－４８６～４８８は甕の口縁部

である。４８６は口唇両端が張り出し、口縁部断面が逆三角形を呈する。口縁部に２条、口縁上部に１条圏線をめ

ぐらせる。また胴部には丸文を貼り付け、その下に凸帯をめぐらせる。撹乱層より出土。４８７は口縁部が逆「L」

字状を呈し、口唇部の幅が広い。口縁部に圏線を１条めぐらせる。墓口より出土。４８８は口縁部が逆「L」字状を

呈し、口縁部断面が方形をなす。また口縁上部に圏線を２条めぐらせる。いずれも撹乱層からの出土。図版５３－

４８９、４９０は口縁部が逆「L」字状を呈し、口唇上面に圏線を１条めぐらせる。内面には櫛目を密に施す。４８９に

は注口が残存する。いずれも撹乱層より出土。図版５３－４９１は底部で、底部から胴部へゆるやかにたちあがる器

形である。内面に櫛目を密に施す。石積内より出土。図版５３－４９３は炉の底部である。底部はベタ底で、器形は

円筒形になると思われる。空気入れと思われる窓があり、内面には凹みのある凸帯がめぐらされている。また、

細かな煤の粒子が付着している。撹乱層より出土。図版５３－４９２は方形の貼り付け文様と思われる。器面にはナ

デ調整のあとが明瞭にみられ、ひらたく調整されている。石積内出土。

　

陶質（図版５４－４９４～５０１）

１１５点出土し器種の殆どが日常雑器類である。図版５４－４９４は口縁が鍔縁状の外に開く鉢である。口径１７.８�。

撹乱層出土。図版５４－４９５は鍋口縁である。胴部は丸みを持ち内彎、口縁は断面形態が「く」の字状に外側に屈

曲させる。墓口出土。図版５４－４９６は甲部が笠状に広がる鍋の蓋である。甲縁径１５.８�。墓口出土。図版５４－

４９７は筒形火炉である。口唇は平坦になり断面形がバチ状に肥厚している。内側面から容器を乗せるための突起

（五徳）がみられる。口径１４.３�。墓口出土。図版５４－４９８は火炉の底部である。丸い胴に底部は高台を削り出

す。外体面に化粧土を横縞状に廻らす。底径１２�。墓室出土。図版５４－４９９は断面形が凹形の蓋である。円孔を

数個有し中央部には摘みを持つものである。火炉の落とし蓋が考えられる。甲縁径９.４�。撹乱層出土。図版５４

－５０１はサイズ的に土瓶の蓋が考えられる。墓口出土。図版５４－５００は甲部に深見がなくやや扁平、土瓶の蓋が考

えられる。甲縁径１０.８�。墓口出土。

　

瓦質（図版５４－５０２）

火炉が２点出土している。図版５４－５０２は腰部に丸味を持ち胴部はやや開きながら立ち上がり口縁に至る。口

縁は内彎状を示し僅かに肥厚する。口唇は舌状を成す。底部は蛇の目高台を削りだしている。胴部外体面に櫛に

より横位に二条の水平の線と八条の波状文を櫛描きしている。器種は火炉であるが蔵骨器として使用した可能性

が考えられる。口径１７.３�、器高１７.７�、底径１５.５�。墓室出土。

銭貨（第３６図１７５・図版５５－５０３）

有文銭１点、無文銭１点、現代銭２点が出土した。第３６図１７５・図版５５－５０３は有文銭である。完形で、銭名は

擁正通寶。裏面に満文を置く。時代は清で、初鋳年代は１７３６年である。銭径２４�、孔径５�、銭厚１.５�、重量

４.１g。撹乱層より出土。無文銭は墓室より出土。現代銭はともに５円で初鋳年代は昭和。撹乱層より出土。

金属製品（第３６図１７６・図版５５－５０４，図版５５－５０５～５０９）

第３６図１７６・図版５５－５０４は銅製の座と紐を通す為に輪状にした鋲である。鋲は先端が二股になっている。座：

孔径２.８�、厚さ０.０４�、鋲：縦長２.２�、重量（２.５）g。石積内出土。図版５５－５０５は男性の副簪である銅製の簪で

ある。縦長（９.１８）�、横長０.２７�、厚さ０.２７�、重量（４.２）g。墓室出土。図版５５－５０６は断面形が長方形になる箱状

の製品で一方の端部が馬蹄形に抉れている。縦長（３.６６）�、横長（１.８７）�、厚さ０.０５�、重量（７.２）g。図版５５－５０７

はＬ字状のフックの様な外観を持つもので一方の先端は錐状に尖がる。断面形は方形、鋲の一種と考えられる。

縦長６.５�、横長０.４９�、厚さ０.４３�、重量９.７g。墓口出土。図版５５－５０８、５０９は鉄製角釘である。５０８は縦長（５.５）

�、横長（０.７９）�、厚さ（０.８４）�、重量１２.４ｇ。墓口付近出土。５０９は縦長（４.２）�、横長０.５７�、厚さ０.４１�、重量

４.１g。石積付近出土。

煙管（第３６図１７７、１７８・図版５５－５１０、５１１）

２点出土している。第３６図１７８・図版５５－５１１は沖縄産施釉陶器の雁首で、八角形に成形される。火皿径２�、

長さ４.８�、重量１４.８ｇ。墓室より出土。第３６図１７７・図版５５－５１０は沖縄産施釉陶器産の小口で、外面に呉須で施
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釉しており、形は筒形である。最大長（１.２）�、重量（０.９）ｇ。墓口より出土。

碁石（図版５５－５１２）

黒の碁石が１８個出土、石製である。現代遺物と考えられる。

円盤状製品（図版５６－５１３～５１８）

８号墓から出土した円盤状製品は１２点で詳細は下の表の通りである。

骨製品（図版５６－５１９）

ハブラシの頸部から柄部まで残す資料が出土している。図版５６－５１９は頚部が八の字状に削られ柄部に至る。

柄部は柄尻に向かいほぼ平行な直線状に伸び、柄尻は舌状を呈する。柄は中央でやや厚みを持たせ先端に向かい

漸次薄くなる。表裏面は平坦に仕上げている。断面形は隅丸方形状をなす。縦長７.８�、横長１.１６�、重量５.６ｇ。

撹乱層出土。

その他の製品（図版５６－５２０）

瓦片を二次転用した製品である。割れ口を磨き六角形に加工している。用途は不明である。墓室出土。

出土地観　察　事　項
使用
部位

素材重量厚さ短径長径状態
図版
番号

入口
円形で剥離は丁寧。裏面からの打割調整が多い。表面に
紋様が僅かに見られる。

胴部染付3.11122.122.4完形513

図　

版　
　
56

前庭
楕円形に近い円形で剥離は丁寧。裏面からの打割調整が
目立つ。器厚から壺又は甕を転用した物と思われる。

胴部
沖縄産 
無釉陶器

32.312.341.842完形514

入口円形、剥離は丁寧。裏面に漆喰が付着している。胴部
沖縄産 
無釉陶器

21.011.434.536.9完形515

入口
円形で剥離は粗く、全体的に磨耗している。灰瓦を転用。
裏面に縄目の跡が僅かに見られる。

－

瓦

44.714.854.155.3完形516

撹乱
円形で剥離は丁寧。裏面からの打割調整が多い。しまり
が強い。

－29.61639.742.2完形517

入口
円形で剥離は丁寧。裏面に縄目の跡が見られる。しまり
が強い。

－13.11327.129.1完形518

第２７表　第８号墓円盤状製品観察表 単位：mm、g
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第３６図　第８号墓出土遺物
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第９節　第９号墓
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第３７図挿図番号

図版８図版番号

X=２３,４０７.０００　Y=２１,８５２.０００　EL=７１.７００m位　　置

掘込墓形  状

構　
　

造

　東西５.３m、南北１.７～２.５m、平面形は略方形状となる。床面から天井までは１.４～１.６m、奥壁に棚
と思われる段を有しており、床面から高さ７０�、奥行０.７～１.５mとなる。

規  模

　天井、壁、床面は粗加工で床面は土を約１０～２０�ほど入れて平坦に仕上げている。中間に仕切
の壁を入れる。

工  法

　奥壁側の棚は、東側は広く、奥行きを有するのに対して西側は狭くなっている。入口近くの崩
落は著しく、原形を全く止めていない。床面からは炭混じりの砂質土を埋土とする土坑を確認す
る。東西軸３０�、南北軸２０�の楕円形状となる。土坑内からは遺物は出土せず。

内部の
状況など

－時  期

　２基の掘込墓として見ることもできるが、規模並びに棚の高さと位置を同じくしていることか
ら１基として把握した。

備　　考

第２８表　第９号墓遺構表

第９号墓出土遺物

金属製品（図版５６－５２１、５２２）

図版５６－５２１、５２２はいずれも頭部形が逆「Ｌ」字状をなす鉄製角釘である。５２２は縦長４.０�、横長０.９�、重量

（３.１）g。床直出土。５２１は縦長（４.３）�、横長０.９�、厚さ０.９�、重量（４.５）g。床直出土。



－７５－

第１０節　第１０・１１号墓
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第３８図挿図番号

図版８図版番号

X=２３,４１２.０００　Y=２１,８５０.０００　EL=７１.７００m位　　置

掘込墓形  状

構　
　

造

　東西２.９m、南北４.０m、床面から天井までは１.２～１.４ｍ、平面形状は略方形となる。奥壁には棚と
思われる段を有しており、床面からの高さは８０�となる。

規  模

　天井、壁、床面は粗加工で土を１０～１５�入れて平坦に仕上げる。床面の岩盤は凹凸が著しく、ほ
とんど加工がなされていない。

工  法

　墓室中央からブタ又はイノシシの頭骨が出土。顔の方向は真南を向く。床面に土を入れて平坦
に仕上げる際に安置したものと考えられる。床土は硬く締まる。

内部の
状況など

－時  期

　 ９，１０号墓下部、EL=７０.２００mには自然の横穴が見られる。高さ４０～５０�、東西約２０ｍ、遺物は
出土していないため墓としての可能性は低いと思われるが、規模、そして墓のすぐ下方と言うこ
とから遺体の仮安置場所として想定することができる。

備　　考

第２９表　第１０号墓遺構表

第３８図挿図番号

図版８～９図版番号

X=２３,４１４.０００　Y=２１,８４９.０００　EL=７２.２００m位　　置

掘込墓形  状

構　
　

造

　東西４.１m、南北２.５～３.５m、平面形は略方形状となる。床面から天井までは高さ０.９～１.３m、墓口
が崩壊しているため本来はより規模の大きい墓であったことと想定される。

規  模

　天井、壁は粗加工で床面は土を１０～１５�ほど入れて平坦に仕上げている。床土は硬く締まって
いる部分と締まりが殆ど無い部分が見られた。隣の１０号墓とは比高差を５０�ほど有する。

工  法

墓室中央近くから土器片がまとまって出土した。接合を行った結果、一個体にはならなかった。
内部の
状況など

－時  期

墓口には転石が散乱している。墓口が崩壊しているため、墓道を確認することはできなかった。備　　考

第３０表　第１１号墓遺構表

第３１表　第１０号墓出土状況一覧

合計
金属
製品

土器
沖縄産
無釉陶器

遺物

出土地

22墓口付近

431墓　　室

6312合　計

第３２表　第１１号墓出土状況一覧

合計
金属
製品

土器
沖縄産
施釉陶器

遺物

出土地

11墓　　室

541床　　直

岩盤直上

6141合　計
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第１０号墓出土遺物

沖縄産施釉陶器（図版５７－５２３）

総数４点が出土している。図版５７－５２３は鉢の口縁部である。外面は鉄釉、内面は白釉の掛け分けで口縁部は

逆 ｢L｣ 字状に外反する。胴部から口縁部へストレートに立ち上がる器形である。表土出土。　　　　　　　　　

　　　　

沖縄産無釉陶器（図版５７－５２４）

総数４点出土している。図版５７－５２４は甕の口縁部である。口縁部は逆 ｢L｣ 字状を呈し、口唇部の幅が広い。

また口縁部には圏線を１本めぐらせる。内面にロクロ痕がみられる。表土出土。

陶質（図版５７－５２５）

火炉の底部と胴部が２点出土している。図版５７－５２５は火炉の底部である。胴は丸く低く小さめの高台を削り

出す。外体面に化粧土を横縞状に廻らす。底径８.６�。表土出土。

金属製品（図版５７－５２６、５２７）

図版５７－５２６、５２７は鉄製角釘である。５２６は縦長（３.６）�、横長（０.３）�、厚さ０.４�、重量１.９g。墓室出土。５２７

は縦長（４.２２）�、横長（０.６６）�、厚さ（０.５２）�、重量４.４ｇ。墓室出土。

石製品（図版５７－５２９）

石臼が出土。全体形は環状をなす。径２５�、孔径２.４�、厚さ２.６�、重量（４１０）ｇ。表土出土。

骨製品（図版５７－５２８）

半円形の扁平な板状製品が出土している。縦長１.２�、横長４.２�、厚さ１.６�、重量０.７ｇ。表土出土。

第１１号墓出土遺物

蔵骨器（第３９図１７９～１８１・図版５７－５３０、５３１、５３２）

第３９図１８０・図版５７－５３０土器。頸部が屈曲する直口口縁の壺。口縁部は玉縁状となり、口唇部は丸く収める。

胴部はやや肩が張り、薄手となる。器面調整は、内面は横ナデが見られるが器壁の剥落が著しい。外面は横、斜

位のナデ成形痕が見られる。焼成はかなり堅緻で陶質に近い。色調は内面が明赤褐色、外面が橙色であるが一

部、黒色となる。混和材は大粒の赤色粒と白色細砂粒が見られる。口径１９.４�。表土出土。

第３９図１８１・図版５７－５３１土器。頸部が緩やかに屈曲する直口口縁の壺。口縁部は玉縁状となり、口縁部は丸く

収める。胴部は薄手となる。器面調整は、内面は雑な横ナデ、内面は口縁部近くが斜位のナデ、胴部は横ナデが

見られる。焼成は堅緻で陶質に近い。外面には漆喰が付着する。色調は内外面共に橙色。混和材は赤色粒、黒色

細砂粒、白色細砂粒が見られる。口径１８.９�。床直出土。

第３９図１７９・図版５７－５３２土器。直口で玉縁状となる壺の口縁部資料。口唇部は僅かに膨らみを有する。色調は

内外面共に橙色となる。器面調整はやや雑な横ナデが全体的に施される。混和材は大粒の赤色粒と白色細砂が見

られる。床直出土。

沖縄産施釉陶器（図版５７－５３３）

総数２点が出土している。図版５７－５３３は碗の底部である。外面は鉄釉、内面は白釉の掛け分けである。内底

は蛇の目釉剥ぎ、外底は畳付のみ釉剥ぎする。床直出土。

銭貨

現代銭が１点出土した。銭種は不明。表土より出土。

金属製品（図版５７－５３４）

図版５７－５３４は鉄製角釘である。縦長（２.９）�、横長（０.６）�、厚さ０.６�、重量２.１g。墓室出土。
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戦争遺物

１１号墓からはプラスチック状の製品が出土している。朱色を呈し表面に「除毒包使□」と書かれており、裏面

には白い粉が付着している。この事からこの製品が医療、特に応急処置の為に用いられた物と思われる。

沖縄戦当時、第３２軍指揮下・師範鉄血勤王隊の陣地壕として１４号墓が使用されており、その西側に隣接して金

城町の住民避難壕が構築されていたとの記録がある。また周辺には数多くの壕やトーチカといった旧日本軍の軍

事施設が造営されていた。特に沖縄師範学校内（現県立芸術大学敷地）には第３２軍司令部壕があり、「第５坑道」

と呼ばれる入口を掘る際に出たクチャの土を南西側の古墓地帯つまりナカンダカリ山に捨てたとの記録も残され

ている。

第３９図　第１１号墓出土遺物
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第４０図　第１２号墓実測図
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第４０図挿図番号

図版９図版番号

X=２３,４０８.０００　Y=２１,８５２.０００　EL=７４.２００m位　　置

掘込墓形  状

構　
　

造

  東西２.５～２.７m、南北３.２mで平面形は略方形状となる。床面から天井までは高さ０.７～１.２m、調査
区内の古墓では最小規模となる。

規  模

  天井、壁は粗加工で床面は土を１０～２０�ほど入れて平坦に仕上げる。墓室への流土はほとんど
見られない。床の岩盤はほとんど削平されておらず、凹凸が著しい。

工  法

墓室奥壁側の隅部はコーナーをつくりだしている。床土内から骨が少量出土。
内部の
状況など

－時  期

墓室近くが崩落しているためか当該墓へ至る墓道を窺い知ることはできない。備　　考

第３３表　第１２号墓遺構表

第１２号墓出土遺物

金属製品（第４１図１８２・図版５８－５３５～５３８）

図版５８－５３５～５３７は頭部形が逆Ｌ字状をなす鉄製角釘である。５３５は縦長（６.１）�、横長０.７�、厚さ（０.６）�、重

量（７.３）g。表土層出土。５３６は縦長（２.８）�、横長（０.６）�、厚さ０.５�、重量（２.９）g。表土層出土。５３７は縦長（５.６）�、

横長０.６�、厚さ０.７�、重量（７.５）g。西側堆積土出土。第４１図１８２・図版５８－５３８はＬ字形の鉄製手斧である。柄を

入れる臍は長方形に近い台形を呈する。刃は断面は三角形をなし柄と平行に両面から付刃している。刃長１２.４

�、横長１１.１�、厚さ３.１�、重量６８５g。西側堆積土出土。

第４１図　第１２号墓出土遺物
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第４２図挿図番号

図版１０図版番号

X=２３,４０８.０００　Y=２１,８５２.０００　EL=７５.６００m位　　置

掘込墓形  状

構　
　

造

東西３.９～４.４m、南北２.５～３.０mで平面形は長方形状となる。床面から天井までの高さは１.７～１.９m
となる。

規  模

　天井、壁、床面は丁寧に岩盤を削平しており、床面は３～５�程の床土が入れられる。床土は締
まりがなくほぼ均等の厚みを有して墓室全体に堆積している。墓口東側脇には円柱を嵌めたと思
われる浅い窪みが、壁には曲面を有する部材痕が見られる。反対側は崩れているため原状を把握
することはできない。

工  法

　隅部はコーナーが丁寧に削り出されている。床土上からは釦や金属片等、沖縄戦時の遺物、床
土内からは宋銭、骨が出土した。これらは散乱した状態で確認されている。

内部の
状況など

１６世紀～１８世紀か沖縄戦時には陣地壕として利用。時  期

　調査区内で最も高所に位置している古墓。沖縄戦時には師範鉄血勤皇隊野戦築城隊第一中隊の
安里常盛教官と指揮班がこの古墓を陣地壕として利用していた。金城ダムが一望の下に見渡すこ
とが可能で、南側の繁多川丘陵にあった沖縄県庁の壕との間に連絡道が設置され、相互に戦時情
報の交換をしていたとのことである。既に墓口へ至る墓道は無く、梯子をかけてよじ登ったとあ
る（龍潭同窓会１９９８）。

備　　考

第３４表　第１３号墓遺構表

合　計金属製品銭　貨本土産陶磁器
遺　物

出土地

22墓　　室

16961床　　直

181161合　計

第３５表　第１３号墓出土状況一覧

第１３号墓出土遺物

銭貨（第４３図１８３～１８６・図版５８－５３９～５４２）

有文銭３点、輪銭１点、現代銭が２点出土した。すべて床直からの出土。第４３図１８３～１８５・図版５８－５３９～５４１

は有文銭である。図１８３・図版５８－５４０は完形で銭文は宣和通寶。時代は北宋で初鋳年代は１１１９年である。銭径３１

�、孔径７�、銭厚２.２�、重量６.０g。図１８４・図版５８－５４１は２分の１が欠損しているが、残存する「寧」の字か

ら崇寧重寶（当十銭）であると思われる。時代は北宋で初銭年代は１１０３年である。銭厚２.４�、重量（３.４）g。図１８５・

図版５８－５３９は完形で銭文は元豊通寶。時代は北宋で初鋳年代は１０７８年である。銭径２９�、孔径６�、銭厚２.６

�、重量８.３g。図１８６・図版５８－５４２は輪銭である。ほぼ完形だが一部欠けている。銭径１５�、孔径７�、銭厚１.０

�、重量０.３g。現代銭はともに大正期の一銭である。

金属製品（第４３図１８７、１８８・図版５８－５４３～５４７）

第４３図１８７、１８８・図版５８－５４３、５４４は銅製の座である。図１８７は上面に唐草の線刻彫りをほどこす。中央に長

方形の孔を有する。縦径２.３�、横径２.３�、厚さ０.１�、孔径縦長０.５�、横長２.５�、重量２.７g。床直出土。図１８８は

中央に円孔を有する。縦径１.７�、横径１.７�、厚さ０.１�、孔径０.２�、重量１.９g。床直出土。図版５８－５４５～５４７は

鉄製角釘である。５４６、５４７は頭部形が逆Ｌ字状をなす鉄製角釘である。５４５は縦長（３.４９）�、横長０.５�、厚さ０.５

�、重量（３.０）g。表土層出土。５４６は縦長４.３�、横長０.３�、厚さ２.４�、重量２.２g。表土層出土。５４７は縦長（４.４）�、

横長０.３�、厚さ０.３�、重量２.７ｇ。床直出土。
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玉（第４３図１８９～１９１・図版５８－５４８～５５０）

計３点が出土。第４３図１８９・図版５８－５４８は丸玉、第４３図１９０、１９１・図版５８－５４９、５５０は小玉である。いずれも

ガラス製で、巻きつけ技法により作られている。すべて表土層より出土。図１８９は扁平な形状で、色調は剥落の

ために青緑色と白色のまだらになっている。螺旋状の筋が明瞭に確認できる。高さ５.９�、外径８.５�、孔径３.０�、

重量０.４ｇ。図１９０・図版５８－５４９の色調は青緑色を呈する。高さ３.５�、外径４.０�、孔径２.０�。図１９１・図版５８－５５０

の色調は青色を呈する。高さ３.３�、外径３.０�、孔径１.０�。

第４３図　第１３号墓出土遺物
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第３７表　第１４号墓出土状況一覧

第４４図挿図番号

図版１０図版番号

X=２３,４０５.０００　Y=２１,８５３.０００　EL=７２.９００m位　　置

掘込墓形  状

構　
　

造

　南北４.５m、東西５ｍで平面形は不整形状となる。墓室の崩壊が著しく、原状を想定するのは困
難である。床面から天井までの高さは３.４m。

規  模

　天井、床は丁寧に岩盤を削平している。床面には近代以降の遺物を含む撹乱層が厚く堆積して
いる。

工  法

　高さ８０�の棚と思われる段が奥壁側に見られる。平坦面は上下２段に分かれており、上方の１段
目の床は丁寧に削平されており、下方の床面は粗く平坦に加工されている。墓の南側は崩壊が著し
いため、下方の床面部分は墓室か墓庭かの判別は付き難い。床面直上からは沖縄産陶器（喜名焼壺）、
本土産陶器（薩摩焼壺）、沖縄産陶器（擂鉢）が多数出土。壁や天井に無数のフィッシャーが走る。

内部の
状況など

１７～１８世紀か。時  期

　隣接する９号墓床面との比高差はほとんど見られない。墓前周辺も発掘調査を行ったが崩壊が
著しかったため墓庭、墓道の有無について確認することはできなかった。

備　　考

第３６表　第１４号墓遺構表

合計貝製品
円盤状
製品

金属
製品

銭貨
陶質
土器

沖縄産
陶器

本土産
陶磁器中国産

褐釉陶器
染付青磁

遺　物

出土地 無釉施釉陶器

73127623262141墓　　室

1412281床　　直

871271825342241合　計

第１４号墓出土遺物

蔵骨器（第４５図１９２・図版５９－５５１）

沖縄産無釉陶器。喜名焼の甕の口縁部～底部で、口縁部は口唇を逆「L」字状に外反させたあと、さらに下方

に押しまげたような形である。口唇上部には貝目痕が明瞭に残っている。肩部は張りを持ち、縄目文がめぐらさ

れているが胴部は張りを持たない。内面には叩き痕が明瞭に残り、底部には粘土痕とサンゴ痕がみられる。ま

た、底部中央に孔を穿っている。床直より出土。

青磁（第４５図１９６・図版５９－５５２）

酒会壺の底部が１点出土している。外体面に片切彫りによる幅広蓮弁文を高台脇まで施文する落とし底の底部

である。釉の広がりは高台脇から畳付けまで施釉、釉色は灰緑色を呈する。底径１７.７�。墓室出土。

染付（図版５９－５５３～５５６）

１０点出土し碗、小碗、皿、小杯などがみられる。生産年代は概ね１８世紀代に位置付けられる。

碗は７点が出土している。図版５９－５５３は外体面に七宝文、内底面に２条の圏線と宝文を配し、外底に２条の

圏線と双魚文を配している。高台は比較的高めで断面形が四角状を成し畳付に丸味を持つ。釉は畳付けを除き全

面に施す。底径６.０�。墓室出土。小碗は図版５９－５５４に示す１点が出土した。口縁は直口を成し胴部から直に立

ち上がる。高台は断面三角形に削り出している。文様は外体面に丸文に鳥文を配置するものである。釉の広がり

は内体面と外体面高台際まで施している。福建・広東系に属する。口径７.６�、器高４.９�、底径４.５�。墓室出土。

皿は図版５９－５５５に示す１点が出土した。内底は僅かに盛り上がる。高台は破損のため不明であるが内底の刳り

は丸く高台は外に向かい開く。外体面に横線に渦巻き状の文様が僅かに認められる。内底面に２条の圏線と草花

文を配し、外底面に２条の圏線と永長□□の銘款が施されている。表土層出土。

小杯は図版５９－５５６に示す底部が１点出土した。内底面はフラットを成し、高台は破損のため不明である。文
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様は外体面、高台際に圏線を配し又、僅かに文様の痕跡を留めるが破損のため不明である。前庭表土出土。

本土産陶磁器（図版５９－５５７）

肥前系染付が２点出土し、器種別には碗、皿がある。生産年代は概ね１７世紀～１９世紀に位置付けられる。図版

５９－５５７は直口口縁碗である。口縁内面に圏線、外体面に２条の圏線と雨龍を描く。生産年代は１６６０年～１６７０年

代に位置付けられる。撹乱層出土。陶器は薩摩産褐釉陶器壺片が２点出土している。

沖縄産施釉陶器（図版５９－５５８、５５９，図版６０－５６０、５６１）

総数５２点が出土している。器種別にみると碗、皿、鍋、蓋が出土した。図版５９－５５８は碗の底部である。鉄釉単

掛けで外面は胴部半ばまで施釉、内底は蛇の目釉剥ぎする。底部から胴部にかけて緩やかにたちあがる器形。表

土層より出土。図版５９－５５９は蓋、もしくは皿の底部である。鉄釉単掛けでフィガキー。高台は逆台形を呈する。

床直より出土。図版６０－５６０は鍋の口縁部～胴部である。鉄釉単掛けで外面は胴部半ばまで施釉、内面は無釉。

胴部の膨らみは弱い。外面の胴部下部に煤が付着し、口縁外面には横耳を貼付した痕がみられる。撹乱層より出

土。図版６０－５６１は蓋の甲縁部～胴部である。急須の蓋だと思われる。白釉単掛けで甲縁は玉縁状を呈し、線彫

りに呉須で車輪文を施す。表土層より出土。

沖縄産無釉陶器（図版６０－５６２～５６４）

総数３５点が出土している。器種別にみると壺、鉢、擂鉢などが出土した。図版６０－５６２は鉢の口縁部～胴部で

ある。口唇両端が張り出し、口縁部断面が逆三角形を呈する。また圏線を３本めぐらせ、胴部に丸文と凸帯を１

本貼り付ける。口縁上部には圏線を１条めぐらせる。内面にロクロ痕がみられる。表土層より出土。図版６０－

５６３は鉢の口縁部、図版６０－５６４は胴部である。５６３はいわゆる「ミジクブサー」と呼ばれるもので、口唇を玉縁

状にする器形である。胴部に波状文を施す。撹乱層より出土。５６４は圏線を２本めぐらし、２�ほど下に縄目突

帯を貼り付ける。両面にロクロ痕がみられる。墓室より出土。

陶質（図版６０－５６５～５６９，図版６１－５７０、５７１）

２５点が出土し鍋、鍋の蓋、火炉、蓋などがある。図版６０－５６５は胴部が真ん中でくびれ瓢箪形になる鍋である。

口縁は断面形が「く」の字状に外側に屈曲させ、口唇は玉縁状に肥厚する。口径１３.１�。撹乱層出土。図版６０－

５６７、５６６は鍋の蓋である。５６６は管状の摘みを持ち甲部は笠状に広がる。中央出土。５６７は甲縁部資料である。

甲縁径１３.９�。図版６０－５６８、５６９は内彎形の火炉である。５６８は口縁部で口唇は舌状を成す。口径１９�。表土層

出土。５６９は台形状の把手部で中央に円孔を穿っている。表土層出土。図版６１－５７０は胴部の丸い火炉である。

高台を持ち外体面に化粧土を掛け横縞状に削りとる。底径９.５�。床直出土。図版６１－５７１は壺の蓋である。甲部

は扁平をなし、縁部は斜めに削りだす。内面に円筒状に伸びる突起を有する。甲縁径１４.２�。表土層出土。

銭貨 ( 第４５図１９３、１９４・図版６１－５７２、５７３)

有文銭１点、無文銭２点、現代銭が１点出土している。いずれも完形品で、第４５図１９３・図版６１－５７２は寛永通

寶。時代は江戸で、初鋳年代は１６３６～１６５９年（�期）もしくは１６９７～１７４７年（�期）になると思われる。銭径

２３�、孔径６.０�、銭厚１.０�、重量２.６ｇ。撹乱層より出土。第４５図１９４・図版６１－５７３は無文銭で、銭径１９�、孔

径０.７�、銭厚０.７�、重量０.８ｇ。撹乱層より出土。無文銭は他に床直より出土が１点。現代銭は撹乱層より十円

が出土。

金属製品（図版６１－５７４～５７６）

総数２３点が出土。図版６１－５７４は先端が匙状の簪である。縦長（９.８）�、横長（１.０）�、厚さ０.３�、重量（５.０）g。

墓室出土。図版６１－５７５、５７６は鉄製角釘である。５７５は縦長（４.９３）�、横長（０.６８）�、厚さ（０.６２）�、重量（５.９）g。

墓室出土。５７６は縦長（５.４）�、横長（０.９）�、厚さ１.０�、重量（６.９）g。墓室出土。

煙管（第４５図１９５・図版６１－５７７）

１点出土している。瓦質の雁首で火皿の縁と小口が残る。長さ（２.９）�、重量（９.６）ｇ。前庭表土より出土。

円盤状製品（図版６１－５７８、５７９）

円盤状製品は３点出土し、詳細は次頁の通りである。
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貝製品（図版６１－５８０）

ヤコウガイ製匙状製品が１点出土。身の部分のみの欠損品。長方形を呈し縁部と内面は研磨、外面は螺肋が削

られ表面の剥離は不十分。未製品か粗製品だと思われる。最大長（７.１）�、最大幅（３.７）�、重量（３０）g。墓室より

出土。

第４５図　第１４号墓出土遺物

第３８表　第１４号墓円盤状製品観察表 単位：mm、g

出土地観　察　事　項
使用
部位

素材重量厚さ短径長径状態
図版
番号

表土層
円形若しくは楕円形と推測される。断面がやや湾曲して
おり、器厚も一定ではない。裏面に漆喰が付着している。

胴部
沖縄産 
無釉陶器

21.212.127.845.5破片578図
版　
61 墓室

楕円形で剥離はほぼ丁寧。全体的に磨耗している。裏面
に縄目の跡が僅かに見られる。

－瓦27.514.441.543.3完形579

５ cm

１９２

０

10cm０

１９５

１９４

１９３

3 cm０

１９６
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第１４節　脊椎動物遺存体

今回の調査において撹乱層ではブタ、ウシ、ウマ、鳥類、ネコ、イヌ、ネズミ、ヤギ、魚類が出土した。

ブタはほぼ全身の骨が検出され、中には第一前臼歯（Ｐ１）～第二後臼歯（Ｍ２）が付属して残っており、その

内第二後臼歯（Ｍ２）が萌芽して間もない若い下顎骨と思われる資料が見られた。また切断痕が見られる上腕骨や

脛骨も検出され、中には両側に切断痕を持ち３�の筒状に加工された脛骨も見られた。

ウシ、ウマに関しては出土数が少なく、解体痕等の加工痕は見られない。

イヌは橈骨が完全な形で検出された。異なった大きさの資料が混在している事から複数の個体が存在していた

と思われる。

鳥類はニワトリが多くを占め、上腕骨、橈骨、尺骨、大腿骨、脛骨、中足骨といった四肢骨が多い。これは食

料獲得の主要部分が四肢骨周辺であった事を表している。

ネコでは四肢骨が多く検出され、ネズミはほぼ全身の骨が検出された。

ヤギは幼体の上腕骨が検出、成獣の下顎骨には第一後臼歯（Ｍ１）～第二後臼歯（Ｍ２）が付属した状態で残っ

ていた。加工痕は見られない。

魚類はハリセンボンの棘が多数出土している。

遺構内においてはブタ、ウシ、ウマ、ヤギ、イヌ、ネコ、ネズミ、ハブ（ヘビ）、モグラ類、鳥類、魚類といっ

た獣骨が検出された。

ブタは最も多く出土しており、幼体の骨も他の種類と比べると多い。特に下顎骨には歯も含めて完全に残って

いる資料も見られた。

ウシは近位部周辺に解体の際についたと思われる数本の線状の傷が見られる。脛骨と幼体の骨が1本確認され

た。

ウマは出土数が少なかった。

ヤギは歯が残っている下顎骨が多く、中には第一後臼歯（Ｍ１）が未萌芽の若い個体と思われる資料も見られた。

イヌは歯が多数残されていた。出土遺構が１４号墓に偏っているが、完形で残っているのは少ない。完形で残っ

ている橈骨の長さから中型犬であると推測できる。

ネコ、ネズミは比較的出土量が多く、ネコは半分以上が１４号墓から検出されており、殆どが完形で解体痕等も

見られない。

鳥類はニワトリが多く、鳥口骨などの四肢骨以外の骨も完形で検出された。

ハブ（ヘビ）は８号墓の墓室からまとまって出土しているが頭骨が無いので一個体であるかどうかは断定でき

ない。また同じ８号墓でモグラ類の下顎骨が検出された。

７号墓からはメジロザメの歯、ハリセンボンの棘、魚類の脊椎骨（種類不明）が検出された。

今回の調査ではブタ、ウシ、ウマの骨が検出されたが、当遺跡の立地を考えると供物として持ち込まれたので

はないかと思われる。特にブタの場合、歯も含めて完形で残っている下顎骨が出土したという事例が浦添市の前

田・経塚近世古墓群でも報告されている。この事は民俗学的な見地からの考察も必要となる。

とはいえ、ブタの骨が多数を占める事からブタが供物の中心で、葬制においても重要な役割を果たしていたの

ではないかと考えられる。

ニワトリの骨に解体痕等が見られず完形に近い状態で検出された資料が多い事も特筆すべき点でもある。ニワ

トリなどの鳥類は肉を摂る主要部分が四肢骨周辺とされ椎体や鳥口骨などは比較的残りにくく、四肢骨も関節部

分が打ち割られたりする事例が多いが、今回の調査では前述した様に完形に近い資料が多い。解体せずに供物と

したとも推測できる。またニワトリの骨が出土するという事は近世以降もこの墓が使われていた事がいえる。

１４号墓から多く出土したイヌやネコは被葬者の愛玩動物であった可能性はあるが、ネコに関しては殆どの資料

が完全な状態で出土している事から住み着いたネコがその場所で自然死した可能性が高いと思われる。

ネズミ、モグラ類に関してはその場所に生息していたと思われる。

他の墓から出土した動物遺存体とも比較を行いたい所であるが、類例資料が少ない為困難な状態にあるのが現

状である。今後資料の増加に期待したい。
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第４５表　イヌ出土状況一覧

第４６表　イヌ歯出土状況一覧

第３９表　魚類出土状況一覧

脊椎動物遺体種名表

脊椎動物門　Phylum VERTEBRATA
　軟骨漁綱　Class Chondrichthyes
　　メジロザメ目　Order Carcharhiniformes
　　　メジロザメ科　Family Caecharhinidae
　　　　属 ･種不明　Gen.et sp.indet.
　硬骨魚綱　Class Osteichthyes
　　フグ目　Order Tetraodontiformes
　　　ハリセンボン科　Family Diodontidae
　　　　属 ･種不明　Gen.et sp.indet.
　爬虫綱　Class Reptitia
　　有鱗目（ヘビ亜目） Order Ophidia
　　　クサリヘビ科　Family Viperidae
　　　　ハブ　Trimeresurus flavovidis
　鳥綱　Class Aves
　　キジ目　Order Galliformes
　　　キジ科　Family Phasianidae
　　　　ニワトリ　Gallus gallus var. domesticus
　　　　属 ･種不明　Gen.et sp.indet.

哺乳綱　Class　Mammalia
　食虫目　Order lnsectivora
　　モグラ科　Family Talpidae
　　　属 ･種不明　Gen.et sp.indet
　齧歯目　Order Rodentia
　　ネズミ科　Family Murida
　　　属 ･種不明　Gen.et sp.indet
　食肉目 Order Carnivora
　　イヌ科　Family Canidae
　　　イヌ　Canis familiaris
　　ネコ科　Family Felidae
　　　ネコ　Felis catus
　奇蹄目　Order Perissodactyla
　　ウマ科　Family Equidae
　　　ウマ　Equus caballus
　偶蹄目　Order Artiodactyla
　　イノシシ科　Family Suidae
　　　ブタ　Sus scrofa var. domesticus
　　ウシ科　Family Bovidae
　　　ウシ　Bos taurus
　　　ヤギ　Capura hirucus

個数
出土地区

右 /左部位種　　目
出土地点号墓

1墓室7－歯
メジロザメ科
の一種

メジロザメ科
メジロ
ザメ目

8墓室7－棘
ハリセンボン
科の一種

ハリセンボン
科

フグ目

1墓室7－脊椎骨科・種不明

第４４表　ネズミ出土状況一覧

個数
出土地区

右 /左部 位
出土地点号墓

1墓室8左右
上顎骨上顎骨

1墓室7左
1墓室8

左
下顎骨下顎骨 1墓室7

1墓室8右
1墓室8右完存肩甲骨
1墓室8

右近位骨端外れ
 ～遠位端上腕骨

1墓室8
1墓室8
1墓室7左
1墓室7右近位部～遠位端

3墓室7右
完存

寛　骨
1床直13左
1墓室8右腸骨～臼部
1墓室7

右腸骨部～坐骨
1床直13
1奥壁溝内3

左
完存

大腿骨

1墓室8
1墓室8

右
1床直13
1墓室7左近位端
1墓室6

左
近位端～遠位
骨端外れ

1墓室7
1床直13
1墓室6
1墓室8
1墓室10
1墓室7右近位部～骨体

1奥壁溝内3右
近位部～
遠位骨端外れ

2墓室8左完存

脛　骨

1石積内6右近位端～骨体
1墓室8

右

近位骨端外れ
～遠位端

1墓室8
1床直13
1床直13

左 1墓室13
1墓室7

1墓室7右
近位骨端外れ
～遠位部

1墓室西側6左
近位部～遠位端

1墓室8右
1墓室7右

両端外れ
1墓室7左

1墓室8
右

近位骨端外れ
～遠位端腓　骨

1墓室8骨体～遠位端

個数
出土地区

右 /左部　　位
出土地層号墓

2墓室3

－脊　椎　骨 1墓室7

5墓室8

第４０表　ハブ出土状況一覧

個数
出土地区

右 /左部 位
出土地層号墓

1奥壁溝内3－胸椎
椎　体

1奥壁溝内3－頸椎

1奥壁溝内3右
完存

肋　骨 1墓室8右

1墓室8右破片

1奥壁溝内3右完存鳥口骨

1奥壁溝内3右
完存

肩甲骨 1墓室14左

1奥壁溝内3左遠位端

1奥壁溝内3左
完存橈　骨

1奥壁溝内3右

1奥壁溝内3右
完存

尺　骨 1奥壁溝内3左

1墓室5右近位部

1奥壁溝内3右中手骨

3石積周辺3左近位端大腿骨

1奥壁溝内3左完存

脛　骨 1奥壁溝内3右近位端～骨体

1床直5右骨体～遠位部

1奥壁溝内3左完存腓　骨

1奥壁溝内3左中足骨

2奥壁溝内3不明趾　骨

第４１表　ニワトリ出土状況一覧

個数
出土地区

残存部位右 / 左部 位
出土地点号墓

1墓室10C

右

下顎骨

1前庭表土14C P4  M1
1前庭表土14M2
2前庭表土14M3
1墓室10C

左
1前庭表土14C P3･4  M1
1前庭表土14P3･4  M1･2
1前庭表土14M2

個数
出土地区

右 / 左部　位
出土地層号墓

2前庭表土14右下顎骨下顎骨
1墓室10右

　肋　骨 1石積内8右
1石積内8左

1前庭表土14右
近位骨端外れ
～遠位部

上腕骨
1前庭表土14左近位部～骨体
1前庭表土14左遠位端
1前庭表土14左完存

橈　骨
1墓室14左骨体
1前庭表土14

左
近位部～
骨体

尺　骨
1前庭表土14
1前庭表土14右

骨体大腿骨
1墓室7左
1前庭表土14右　踵　骨

個数
出土地区

右 /左部  位
出土地層号墓

1墓口8右下顎骨

第４３表　モグラ類出土状況一覧

個数
出土地区

右 /左部  位
出土地層号墓

1墓室西側6
右

完存鳥口骨 1床直9
1床直9左
1前庭表土14右完存上腕骨
1墓室西側6左完存尺　骨
1墓室西側6

右完存大腿骨
1床直9
1墓室西側6右完存

脛　骨
1床直9右

近位骨端外れ
～遠位端

第４２表　トリ出土状況一覧
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第５１表　ブタ出土状況一覧

個数
出土地区

右 /左部　位
出土地点号墓

1墓室1－頭頂骨

上顎骨

1床直5－後頭骨頚静脈突起

1墓室8－側頭骨頬骨突起

1前庭1
－頬骨側頭突起

1墓室8

1前庭1右
側頭骨鼓室部

1前庭1左

1墓室1左
下顎角

下顎骨 1奥壁溝内3右

1前庭1右下顎骨

{1}墓室8－
頸　椎

椎　体

1墓室14－

1墓室14－軸　椎

1墓室14－胸　椎

(2)墓室1－
腰　椎

1墓室14－

{1}墓室8－椎　体

(1)墓室14破　片

1石積内8－棘突起

1墓室8
左

肋　骨 1墓口8

1墓室14不明

1墓口8左近位部

肩甲骨

{1}床直14左近位部～遠位部

1墓室5左骨　体

{1}墓室8左近位骨端外れ～
遠位部 {1}墓室8右

1前庭1左破　片

1墓室8右骨　体
上腕骨

{1}前庭表土14左骨体～遠位骨端外れ

{1}墓室8左両端外れ橈　骨

1前庭1左近位骨端のみ

尺骨

1墓口8左近位骨端外れ

{1}墓室8右両端外れ

1墓室14右近位骨端外れ～骨体

1墓室6右骨体

1墓室8右骨体～遠位部

1墓室14右腸骨部

寛　骨 1墓口8右臼　部

{1}墓室8左臼部～坐骨

1前庭1左近位部

大腿骨

1奥壁溝内3左近位部～遠位部

{1}墓室8右
両端外れ

{1}墓室8左

1奥壁3右骨体～遠位部

1前庭表土14左両端外れ脛　骨

1前庭6右骨　体腓　骨

1墓口8右距　骨

1墓室7右踵　骨

1墓室1
不明

中手・中足骨
1墓室14

2
墓室5

左

1右

1前庭1左中足骨

注　｛　｝幼 ･(　) 破片

個数
出土地区

右 /左部　位
出土地層号墓

2床直14不明切歯骨下顎骨

1墓室7不明環椎椎　体

1墓室5右近位骨端外れ
上腕骨

1墓室14右遠位骨端のみ

(1)墓室8左遠位端橈　骨

1前庭表土14不明　中手骨

1墓室14
左

近位部～
遠位部脛　骨 ｛1｝墓室5

1墓室7右遠位骨端のみ

1床直14不明　中手 ･中足骨

�前庭1右近位骨端外れ脛　骨

1墓室7左　基節骨

1墓室7左　末節骨

注　｛　｝幼 ･(　) 破片 ･○キズ有り

第５３表　ウシ出土状況一覧

第５２表　ブタ歯出土状況一覧

個数
出土地区

残存部位右 /左部位
出土地点号墓

1地山直上10
C  P1･2･3･4　M1･2･3右

上顎骨

C  P1･2･3･4　M1･2･3左

1

墓室

10Ｉ 1

右

110Ｉ 2

110Ｉ 3  

1床直5Ｉ 3

1墓室1dm2･3･4

1

墓室

10Ｉ 1

左

110Ｉ 2

110Ｉ 3

1墓室1dm3･4

1墓室8dm4<M2>

1墓室1P2

1墓室5P4 M1･2

1地山直上10
Ｉ 1･2･3  CP1･2･3･4  M1･2･3右

下顎骨

Ｉ 1･2･3  CP1･2･3･4  M1･2･3左

1石積内8
Ｉ 2 C P<2> P 4右

Ｉ 1･2  C P<2><3><4>  M2左

1床直5
ｉ <1>･2･3  dm2･3･4  M1･2右

ｉ <1>･2･3 C dm2･3･4  M1･2左

1前庭1Ｉ 1･2

右

1奥壁溝内3ｉ 1        

1床直14ｉ <1> dm<2>･4

1墓室14
♂C

1床直5

1墓室1dm3･4

1墓室1P3

1前庭14P4 M1･2

1石積内8Ｉ 1

左

1墓室14♂Ｉ 2 C<P2>

1石積内8dm3

1前庭1

dm4 1石積内8

1墓室10

1石積内8M1

1石積内6M1･2

1奥壁溝内3M2

♀

♀

♀

♂

第５５表　ヤギ出土状況一覧

個数
出土地区

右 /左部　位
出土地点号墓

1奥壁溝内3左関節突起下顎骨

1前庭1左　肋　骨

1石積周辺3右
近位端

肩甲骨
1前庭1左

1奥壁溝内3左近位端～遠位部

1前庭1不明破片

1前庭1左近位端

上腕骨
1墓室7右骨体

1前庭1左遠位部

1前庭1左遠位端

1前庭1左近位端橈　骨

1前庭1左近位骨端外れ～骨体尺　骨

1墓室7左　中足骨

1墓口8左　中節骨

個数
出土地区

残存部位右 /左部 位
出土地点号墓

1奥壁溝内3dm4<M1>
右

下顎骨

1前庭1M1･2

1前庭表土14dm2･3･4 M1

左
1

墓室8
dm3

1dm4 M1･2

1石積内8M1

第５６表　ヤギ歯出土状況一覧

第４７表　ネコ出土状況一覧

個数
出土地区

右 /左部　位
出土地点号墓

1墓室14－完存軸椎

椎  体
2墓室14

－完存胸椎
1墓室14

3墓室14－完存腰椎

3墓室14
右完存　肋  骨

1墓室8

1墓室14左
完存肩甲骨

1墓室14右

1墓室14左完存
上腕骨

1石積内6左両端外れ

1墓室14左
完存橈  骨

1墓室14右

1墓室14右
完存

尺  骨 1墓室14左

1墓室8右近位端

1墓室8左�

中手骨 1墓室10右�

1墓室8左�

1墓室14左
完存寛  骨

1墓室14右

1墓室8左完存

大腿骨

1墓室14右完存

1墓室14左近位端～遠位骨端外れ

1墓室14左近位骨端外れ～遠位端

1墓室10左近位部～遠位部

1墓室14右近位部～骨体

2墓室14左

完存
脛  骨

1石積内8右

1墓室14右

1石積内8左近位部～遠位部

1墓室14右
完存腓  骨

1墓室14左

1墓室14左

�

中足骨

1墓室8左

1奥壁溝内3左

1墓室14右

�
1石積内8左

1墓室14左

1墓室14右

1墓室14右
�

1墓室14左

1墓室14右
�

1墓室14右

第４８表　ネコ歯出土状況一覧

個数
出土地区

残存部位右 /左部　位
出土地点号墓

1墓室14C P3･4 M1右下顎骨

第４９表　ウマ出土状況一覧

個数
出土地区

右 /左部　位
出土地層号墓

1墓室6
左基節骨

1墓口8

2墓室7不明中節骨

第５０表　ウマ歯出土状況一覧

個数
出土地区

残存部位右 /左部　位
出土地点号墓

1墓室7Ｍ 1左上顎骨

1墓室7Ｉ 3右下顎骨

第５４表　ウシ・ウマ出土状況一覧

個数
出土地区

右 /左部 位
出土地層号墓

（2）床直14
不明肋骨

（1）墓室11

注　（　）破片
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第�章　結語

前章まで調査の内容について述べてきたが、本章では調査によって明らかにされたことなどについて整理し、

検討を加えて結語としたい。

遺構

まず遺構について述べると、全て首里台地南側に形成された石灰岩崖面に掘り込まれた掘込墓で、１３号墓を除

いては粗加工、あるいは一部は自然浸食された横穴をほぼそのまま利用したものも見られた。１３号墓は天井、

床、壁を精加工しており墓口には扉の臍と想定される円形の窪みを確認したことから、当該墓は他の墓とは形態

をかなり異にしている。調査区内でも最上部に位置していることや中世相当期の遺物が多数確認されていること

から、当該古墓群の中でも別格的な様相が濃い。

遺物が多く確認された３、６、７号墓のうち、３号墓は墓室に形成されたフィッシャー内に遺物が一括して廃

棄されているのが見られた。また６号墓では床土内から土器、タイ産褐釉陶器。土坑からは喜名焼壺が多く確認

され、これらもほぼ同時期に床土内に込められたと考えられる。７号墓では約３０�の厚さで人骨が密に出土し、

墓室における利用方法の変遷を知る上で興味深い事例を提供することができた。遺構の変遷も見られることが確

認された。

遺物

出土遺物に関しては各古墓について共通して言えることであるが、近世以降によく見られるボージャー、マン

ガン、御殿タイプの蔵骨器の出土が皆無に近く、タイ産・中国産褐釉陶器や土器、喜名焼と思われる沖縄産陶器

が墓室から主に出土している点を挙げることができる。これらは蔵骨器として利用された可能性が高く、とくに

６号墓では沖縄産陶器壺の内部に火を受けた骨片が大量に入っているのが確認され、また３号墓からは底部を穿

孔した土器も見られた。７号墓からは大量の人骨が足の踏み場が無い程、墓室床面から出土し、それに伴って土

器や沖縄産陶器、タイ産褐釉陶器が出土している。

墓室から出土する沖縄産陶器は壺が主体で喜名焼に相当するものと考えられる。喜名焼窯は１７世紀後半代に

操業されていることが推測されており（池田２００３）、当該古墓群の使用年代を考えていく上で鍵になってくるもの

と思われる。喜名焼窯は一部に１５世紀代から操業しているとする説もあることから（読谷村教育委員会１９９３）、出

土した喜名焼壺から年代を導き出すより、７号墓において中国産染付杯や抉り高台の白磁皿と供伴している点に

こそ注目すべきである。また出土した喜名焼に相当する沖縄産陶器壺は読谷村で調査された窯跡出土資料と比較

して肩の張るタイプが多く、加えて口唇部に貝目が付される資料が見られることから薩摩焼壺を意識した意匠と

なっていることも注目される。これらのことから今後、喜名焼の編年とそれを取り巻く周辺からの影響を考えて

いく上では格好の材料であると言える。

他に注目される遺物としては華南三彩陶器の水滴、県内でも確認例の少ない崇寧重宝が確認された。これらの

遺物は県内のみならず全国的に見ても古墓からの出土例は僅少であることから、被葬者の性格を考えていく上で

重要であると言える。

今後の課題

今回の調査では１６世紀から１８世紀まで、すなわち中世相当期から近世前半にかけて利用された古墓群である可

能性を提示できたが、沖縄県内で同時期における古墓の調査事例は皆無に等しいため、比較検討することが困難

であることを最後に述べておきたい。今回調査した古墓に最も近い形態としては那覇市銘苅地区の囲込岩陰墓が

あり、時期は１４～１５世紀とやや古くなる（那覇市教育委員会１９９４）。墓口近くに一次葬、奥に二次葬（集骨）が

見られる状況は７号墓墓室の状況と類似する。事例としては上記のみであり、今後、当時の古墓のあり方につい

てはより検証を行っていく必要がある。また火を受けた人骨も多く見られることを併せて考えると、洗骨、火葬

といった沖縄地域における葬法の起源を考えていく上で大きな示唆を与えるものと言える。加えて立地について

も当該古墓群から南東方向へ続く崖面あるいは傾斜部においては現在、多くの古墓が分布している。その傾斜部

に立地する那覇市教育委員会が発掘調査した「フチサ古墓群」は近世以降の古墓群（沖縄考古学会１９９０）で遺物

の内容は全く異なる。より広域的に古墓群を見た場合、そして、それぞれの墓群の時期や形態の違いを見た場合、

首里金城町における当該古墓群の相対的な位置付けが明確になってくる可能性が高い。本章では問題提起のみに

とどめるが、今後においてより詳細な検証を行っていく必要がある。
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図版１　調査状況（１）

８～１４号墓

（南から）

０～５号墓　伐開前

（南から）

３～６号墓　伐開前

（南西から）
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図版２　調査状況（２）

１号墓下の地下壕

１号墓

（南東から）

０号墓

（南から）
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図版３　調査状況（３）

２号墓

（南から）

２号墓　墓室発掘前

（東から）

３、４、５号墓

（南東から）
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図版４　調査状況（４）

6 号墓

（南から）

５号墓　墓室出土の

ブタ（下顎骨）

５号墓　墓室

（南西から）
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図版５　調査状況（５）

６号墓墓室　遺物出土状況

（南から）

７号墓　表土除去後

（南東から）

７号墓

　EL＝ 66.780 ～ 66.740m



－１００－

図版６　調査状況（６）

木炭出土状況

７号墓　最下層出土遺物

７号墓　入口付近の人骨一括
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図版７　調査状況（７）

７号墓　石積下出土頭骨

７号墓　床面検出状況

８号墓

（西から）
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図版８　調査状況（８）

１１号墓　墓室

ブタ（下顎骨）

９～１０号墓　

（南西から）

８号墓　出土薬莢
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図版９　調査状況（９）

１１号墓　墓室

（南東から）

１２号墓

（南東から）

１２号墓　堆積状況

（南東から）
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図版１０　調査状況（１０）

１３号墓　墓室

（南東から）

１４号墓　遺物出土状況

（東から）

１４号墓

（南から）
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図版１１　第０号墓出土遺物（１）

１ ２

３６５４

７

８

９

１０

１１

１４

１３

１２

１５

１６

２０

１９

１８１７
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図版１２　第０号墓出土遺物（２）

２３

２４

２７

３０

２９

２６

２２

２１

２５

２８
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図版１３　第０号墓出土遺物（３）

３１

３４

３７ ３８ ３９

３５

３６

３２ ３３



－１０８－

図版１４　第０号墓出土遺物（４）
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－１０９－

図版１５　第０号墓出土遺物（５）
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－１１０－

図版１６　第０号墓出土遺物（６）
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－１１１－

図版１７　第０号墓出土遺物（７）
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－１１２－

図版１８　第１号墓出土遺物（１）

８２

８０

７９
８１

８６

８５
８４

８７

９２

９３

９１

８９８８

９０

９４

８３



－１１３－

図版１９　第１号墓出土遺物（２）
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－１１４－

図版２０　第１号墓出土遺物（３）
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－１１５－

図版２１　第１号墓出土遺物（４）
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－１１６－

図版２２　第１号墓出土遺物（５）
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－１１７－

図版２３　第１号墓出土遺物（６）
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－１１８－

図版２４　第１号墓出土遺物（７）
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－１１９－

図版２５　第１号墓出土遺物（８）
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－１２０－

図版２６　第１号墓出土遺物（９）
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－１２１－

図版２７　第２号墓出土遺物（１）

１６９

１７０
１７１

１７３

１７２

１７４

１７５
１７６ １７８

１７７

１８０１７９



－１２２－

図版２８　第２号墓出土遺物（２）
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－１２３－

図版２９　第２号墓出土遺物（３）
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－１２４－

図版３０　第２号墓出土遺物（４）
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－１２５－

図版３１　第３号墓出土遺物（１）
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－１２６－

図版３２　第３号墓出土遺物（２）
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－１２７－

図版３３　第３号墓出土遺物（３）
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－１２８－

図版３４　第３号墓出土遺物（４）
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－１２９－

図版３５　第３号墓出土遺物（５）
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－１３０－

図版３６　第３号墓出土遺物（６）
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－１３１－

図版３７　第３号墓出土遺物（７）
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－１３２－

図版３８　第３号墓出土遺物（８）
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－１３３－

図版３９　第３号墓出土遺物（９）
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－１３４－

図版４０　第３号（１０）・５号墓出土遺物
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－１３５－

図版４１　第６号墓出土遺物（１）
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－１３６－

図版４２　第６号墓出土遺物（２）
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－１３７－

図版４３　第６号墓出土遺物（３）
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－１３８－

図版４４　第７号墓出土遺物（１）
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－１３９－

図版４５　第７号墓出土遺物（２）
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－１４０－

図版４６　第７号墓出土遺物（３）
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－１４１－

図版４７　第７号墓出土遺物（４）
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－１４２－

図版４８　第８号墓出土遺物（１）
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－１４３－

図版４９　第８号墓出土遺物（２）
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－１４４－

図版５０　第８号墓出土遺物（３）
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－１４５－

図版５１　第８号墓出土遺物（４）
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－１４６－

図版５２　第８号墓出土遺物（５）
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－１４７－

図版５３　第８号墓出土遺物（６）
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－１４８－

図版５４　第８号墓出土遺物（７）
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－１４９－

図版５５　第８号墓出土遺物（８）
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－１５０－

図版５６　第８号（９）・９号墓出土遺物
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－１５１－

図版５７　第１０号・１１号墓出土遺物
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－１５２－

図版５８　第１２号・１３号墓出土遺物
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－１５３－

図版５９　第１４号墓出土遺物（１）
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－１５４－

図版６０　第１４号墓出土遺物（２）
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－１５５－

図版６１　第１４号墓出土遺物（３）
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－１５６－

図版６２　骨（１）
［上］メジロザメ：１．歯　２．ハリセンボン科：棘　３．魚：脊椎骨　４．ハブ：脊椎骨

  ネ ズ ミ ：５．左右　上顎骨　６．右　下顎骨　７．右　肩甲骨　８．右　上腕骨　９．右　寛骨　１０．右　大腿骨　１１．右　脛骨～腓骨

  モ グ ラ ：１２．右　下顎骨　　　　トリ ：１３．右　烏口骨　１４．右　上腕骨　１５．左　尺骨　１６．右　大腿骨　１７．右　脛骨

［中］ニ　ワ　ト　リ：１．胸椎　２．頸椎　３．右　肋骨　４．右　烏口骨　５．左　肩甲骨

   　６．左　橈骨　７．左　尺骨　８．右　中手骨　９．左　大腿骨　１０．左　脛骨　１１．左　腓骨　１２．左　中足骨♀　１３．左右不明　趾骨

［下］ネ　　　コ：１．右　下顎骨CP３・４M１　２．軸椎　３．頸椎　４．胸椎　５．腰椎　６．右　肋骨　７．左　肩甲骨　８．右　上腕骨　９．右　橈骨

   　１０．右　尺骨　１１．左　中手骨（�）　１２．左　中手骨（�）　１３．左　寛骨　１４．右　大腿骨　１５．左　脛骨　１６．左　腓骨

   　１７．左　中足骨（�）　１８．左　中足骨（�）　１９．左　中足骨（�）　２０．右　中足骨（�）
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－１５７－

図版６３　骨（２）

［上］イヌ：１．右　下顎骨　犬歯　２．左　下顎骨 P３・４M １・２　３．右　下顎骨M２　４．右　肋骨　５．左　肩甲骨　６．左　上腕骨　７．右　上腕骨　８．左　橈骨

   ９．左　尺骨　１０．右　大腿骨　１１．右　踵骨

［中］ウマ：１．左　上顎骨M１　２．右　下顎骨 I ３　３．左右不明　中節骨

  ウシ：４．左右不明　切歯骨　５．環椎　６．右　上腕骨　７．左右不明　中手骨　８．右　脛骨（キズあり）　９．左　脛骨（幼）　１０．左　脛骨

   １１．左　橈骨　１２．左　基節骨　１３．左　末節骨

［下］ヤギ：１．左　下顎骨 dm２・３・４M １　２．左　肋骨　３．左　肩甲骨　４．左　上腕骨　５．左　上腕骨　６．左　橈骨　７．左　尺骨　８．左　脛骨

   ９．左　中足骨　１０．左　中節骨
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－１５８－

図版６４　骨（３）
ブタ：１．頭頂骨　２．左右　頭蓋骨　上顎骨　右　CP１・２・３・４M １・２・３　左　CP １・２・３・４M １・２・３♀　３．下顎骨　右　犬歯♂

 ４．下顎骨　右ｉ 〈１〉dm〈２〉４　５．下顎骨　右ｉ 〈１〉・２・３ dm２・３・４M １・２　左ｉ 〈１〉・２・３ Cdm２・３・４M １・２♂

 ６．下顎骨　右　I １・２・３ CP １・２・３・４M １・２・３　左 I １・２・３・４ CP １・２・３・４M １・２・３♀　７．軸椎　８．頸椎　９．腰椎　１０．左　肋骨　１１．左　肩甲骨

 １２．右　上腕骨（幼）　１３．右　尺骨　１４．右　寛骨　１５．右　大腿骨　１６．右　腓骨　１７．右　距骨　１８．右　踵骨　１９．左　中足骨（�）　　
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第�章　人骨

第１節　はじめに

　沖縄県立埋蔵文化財センターによる、平成１５年度ナカンダカリヤマの古墓群調査において出土した人骨につい

て報告する。ナカンダカリヤマの古墓群は那覇市北東部の首里台地南側に位置しており、台地端部の石灰岩崖面

を掘り込んで造成された掘り込み墓群である。１５基の墓のほとんどは近世に使用されたと考えられているが、７

号墓については出土遺物から中世相当期（１６～１７世紀）の風葬墓と推定されている。当該期の風葬墓としては銘

苅古墓群１）、首里城右掖門西方岩陰２）の報告があるが、本例には洗骨を示す所見や火葬の可能性を示す所見が見ら

れるなど、中世琉球の葬制 ･墓制を知る上で貴重な追加例と思われる。以下に人骨調査の概略を報告する。

第２節　調査の方法

　沖縄戦時に陣地壕や避難壕として利用されたことなどから、墓室内の人骨の多くは破損を受けており、検出さ

れた人骨のほとんどは破片状で、収集できる情報量は少なかった。そこで、本調査では検出された人骨片から被

葬者数を推定すること、さらに性別 ･年齢などから被葬者の構成を推定する作業を中心に行った。７号墓につい

ては、人骨の保存状態は良好とは言えなかったが、墓の原状が比較的良く保たれていたことから、沖縄の中世相

当期における葬墓制に関する情報収集に努めた。

　尚、人骨鑑定の際に用いた年齢区分はKnussman（１９８８） ３）を参考に、乳児（出生～１歳）、幼児（１～約６

歳）、小児（約６～約１４歳）、若年（約１４～約２０歳）、成年（約２０～約４０歳）、熟年（約４０～約６０歳）、老年（約６０

歳以上）、成人（約２０歳以上であるが詳細は不明）とした。

第３節　人骨の所見

０号墓出土の人骨：

　頭骨片、肋骨片などの骨小片が数片検出された。

１号墓出土の人骨：

　頭骨片、四肢骨片などを含む多数の骨片が検出された。骨片には焼けた骨も認められた。

２号墓出土の人骨：

　四肢骨片が少量と成人の歯５本が検出された。

３号墓出土の人骨：

　同定不能の多量の骨片が検出された。ほとんどは焼けた骨である。

４号墓出土の人骨：

　歯片３本が検出されただけで詳細は不明。

５号墓出土の人骨：

　手指骨が１個検出されただけで詳細は不明。

６号墓出土の人骨（少なくとも男性３体、女性３体、性別不明未成人１体）：

　ほぼ全身骨を含む骨片が多数検出された。骨片の中には焼けた骨も含まれている。最も情報量の多かった大腿

骨片（右大腿骨片（男性３、女性１）、左大腿骨片（男性３、女性３））から、被葬者には少なくとも成人男性３

体、成人女性３体が含まれており、また、骨端のはずれた脛骨と大腿骨が認められたことから、さらに１体の未

成人が含まれると推定された。このほか、焼骨片のみが集骨された小壺が検出されている。

７号墓出土の人骨：

　第４節に記載。

８号墓出土の人骨（少なくとも男性１体、女性１体、幼児２体）：

　焼けた骨を含むほぼ全身の骨片が検出された。女性と推定される尺骨片、橈骨片、男性と推定される脛骨片が

認められ、また、幼児と思われる左側頭骨片が２体分認められたことから、被葬者には少なくとも成人男性１体、

成人女性１体、幼児２体が含まれると推定された。
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９号墓出土の人骨（少なくとも男性１体、女性１体、乳児１体）：

　少量の骨片が検出された。これらの中に男女２体分の膝蓋骨が認められ、また乳児のものと思われる鎖骨片が

認められたことから、被葬者には少なくとも成人男性１体、成人女性１体、乳児１体が含まれると考えられる。

１０号墓出土の人骨：

　椎骨片、肋骨片、手や足の骨など、少量の骨片が検出されたのみである。

１１号墓出土の人骨：

　少量の骨片と歯が検出されている。

１２号墓出土の人骨（少なくとも男性１体、女性１体、幼児１体、乳児２体）：

　ほぼ全身骨を含む骨片と歯片が検出された。橈骨２体分（男性、女性）、膝蓋骨２体分（男性、女性）、幼児１

体分および乳児２体分のほぼ全身骨片が認められたことから、被葬者には少なくとも成人男性１体、成人女性１

体、幼児１体、乳児２体が含まれていたと推定される。

１３号墓出土の人骨（少なくとも男性２体、幼児１体）：

　ほぼ全身骨を含む骨片と歯片が検出された。骨片には焼けた骨も含まれている。男性２体分の上腕骨と大腿骨

が確認されたこと、また、幼児と思われる橈骨片、腓骨片が認められたことから、被葬者には少なくとも成人男

性２体と幼児１体が含まれていたと推定される。

１４号墓出土の人骨（少なくとも男性２体、女性１体、性別不明若年１体、幼児１体）：

　沖縄戦時に陣地壕として利用されており、人骨の多くは失われたものと思われる。検出された人骨は少量では

あるが、上腕骨が３体分（男性２体分、女性１体分）認められ、若年の右鎖骨片、小児の坐骨片、幼児の上腕骨、

脛骨、椎骨、肋骨片が認められたことから、被葬者には少なくとも成人男性２体、成人女性１体、若年１体、小

児１体、幼児１体が含まれていたと推定される。

１４号墓墓下横穴出土の人骨：

　頭骨片、若年の下顎骨片１、成年から熟年の下顎骨片１、右上腕骨片、肋骨片、鎖骨片など、少量の人骨片が

検出されている。

第４節　７号墓出土の人骨

出土状態：

　墓室内からは多数の風葬人骨が検出された（第４６図）。人骨はほとんどバラバラの状態で奥壁側に集中してい

たが、現場の所見で同一個体のものがまとまっている可能性が見て取れたため、取り上げた骨の位置が後で照合

できるように図面上に注記しながら取り上げ作業を行った。その結果、第４６図に示すように入り口近くの３体は

多少の乱れはあるものの、およそ解剖学的な位置関係を保った状態（一次葬）であることが確認された。奥壁に

最も近い男性人骨（ブルー）の乱れ方が大きいこと、また、人骨が奥壁側に集中していることから、遺体は入り

口近くで風葬され、骨になった後に、次の遺体が葬られる際に奥壁側へ次々と片づけられていった状況が読みと

れる。最後の被葬者は成人男性（ピンク）か性別不明若年（黄色）のどちらかである。骨の保存状態は成人男性

の方が明らかに良好で、関節の位置なども良く保存されているが、若年被葬者が男性の下肢を軽く寄せて葬られ

ているように見えることから、入り口に近い若年被葬者が最後に葬られた可能性が高い。骨の位置関係から、い

ずれも葬られた姿勢は屈葬で男性２体の頭位は西、若年は東である。

　また、本墓には後述するように少なくとも１２体の子供が葬られていたが、それらの骨は奥壁側最下層部から集

中して検出されている（第４７図）。いずれも集骨されており、一次葬の所見は認められなかった。奥壁に向かって

右側の集中部は喜名焼壺片の直下であることから、この壺が蔵骨器として使用されていた可能性もある。尚、こ

の集中部からは小児１体、幼児２体、乳児２体分が検出され、左側の集中部からは小児１体、幼児１体、乳児１

体分の骨が検出されている。当該期の子供の葬制を知る上で興味深い所見である。

最小個体数の推定：

　次に、本墓に葬られた被葬者の最小個体数の推定を試みた。推定には、出来るだけ情報量の多い骨を選び、部

位を決めて（例えば大腿骨の骨体中央部を含む骨）その数量をカウントする方法を用いた。また、骨の観察所見

から性別や年齢の推定も試みた。いくつかの部位で試みたが、最も有効と思われたのは大腿骨骨体部の情報だっ

た。結果は第５７表に示すように、男性１５体、女性１０体、性別不明成人７体、若年３体、小児３体、幼児４体、乳

児５体、計４７体の被葬者が葬られていると推定された。

　これらの被葬者がどのような関係にあるのかは分からないが、墓が１００年間使用されたと仮定すると、
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第４７図　７号墓人骨の出土状況（２）

第４６図　７号墓人骨の出土状況（１）
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およそ４世代が葬られている可能性がある。この墓に４世代の成人が葬られたとして、少々乱暴であることを承

知で単純計算すると１世代当たりは８名となり、４組の夫婦が含まれることになる。これらがいわゆる大家族あ

るいは一族を反映するのか、４組の地域共同体を反映するのかは分からないが、いずれにしてもそれ程大きな集

団ではないと思われる。また、２００年くらい使用されたとすると集団の規模は小さくなるが、それにしても核家

族にはならないように思われる。

焼けた骨：

　本墓からは少量の焼けた骨が検出されている。骨が火を受ける場合、およそ二つの原因が考えられる。一つは

遺体が火葬された場合、他は一旦骨になった後で、何らかの理由で骨が焼かれる場合である。どちらも骨に含ま

れるコラーゲンなどの蛋白質が失われているので、骨は硬くなり灰白色を呈している。検出された骨には、火葬

骨の特徴である著しい変形や収縮を示すもの（図版６５－２）と、すでに骨になった状態で焼かれた場合に見られ

るような、ほとんど原形を保っているものとが含まれていた。骨はほとんど小片であるため詳しい鑑定は出来な

かったが、ほぼ全身の骨片が認められた。

　沖縄における火葬の開始期は良く分かっていないが、中世相当期に火葬骨の特徴を示す人骨が確認されたこと

は貴重な所見であると思われる。

洗骨の可能性：

　鋭い刃物によると思われる傷痕のある人骨片が奥壁西側の集骨中から５片確認された（図版６５－１）。これら

には受傷後の骨増殖など、生体反応が認められないことから死後の受傷と思われる。洗骨時に受けた傷の可能性

があるが、傷痕の精査などの課題が残るため、ここでは可能性だけを指摘しておきたい。

形質的特徴：

　人骨のほとんどが破片状でまとまった計測は出来なかったため、ここでは観察所見のみ報告する。

　まず、顔面部は復元できるものはなかったが、図版６５－３に示すように、中世人の特徴である突顎傾向を示す

上顎骨片が数点認められた。また、四肢骨の観察からはかなり大柄な人物が含まれていたと推定され、小柄で短

頭の沖縄先史時代人とはかなり違っているように思われた。

　また、下肢骨の骨膜炎や前腕のコーレス骨折痕、鉄欠乏性貧血が原因と考えられている眼窩上壁のクリブラ ･

オルビタリアなど、生活環境や衛生環境の厳しさを示す痕跡も認められた。

　

第５節　まとめ

　沖縄県立埋蔵文化財センターによる平成１５年度ナカンダカリヤマの古墓群の調査において、中世相当期から近

世の人骨が多数出土した。近世墓は撹乱を受けており保存不良の人骨片が認められたのみであるが、中世相当期

の７号墓は比較的良く保存されており、特に葬制 ･墓制に関する興味深い知見を得ることができた。７号墓人骨

の調査結果を要約すると以下のようになる。

１．被葬者の推定最小個体数は４７体であり、その構成は、男性１５体、女性１０体、性別不明の成人７体、若年３体、

小児３体、幼児４体、乳児５体分だった。

２．人骨は風葬された後に集骨されたものであるが、３体についてはほぼ一次葬に近い状態であることが確認さ

れた。人骨が奥壁側に集中していることから、追葬の際に次々と奥壁側へ片付けられていったと考えられる。ほ

ぼ同時期の風葬墓とされる那覇市銘刈南Ｂ地区４号墓でも被葬者数３８体（男性１５体、女性１２体、性別不明成人１

体、小児２体、幼児８体）中５体が一次葬で残りは集骨だったとされており、葬制 ･墓制において本例と共通す

る特徴をもつように思われる。

３．少量ではあるが、火を受けた骨が検出された。火葬骨の特徴である変形や収縮が認められる骨も含まれてい

ることから、火葬が行われた可能性を指摘しておきたい。

４．洗骨が行われた可能性を示す傷痕のある骨が数点確認された。

５．中世人の特徴である突顎傾向を示す上顎骨片が検出された。また、かなり大柄な人も含まれていたようであ

り、形質的にはすでに先史時代人とは異なる特徴をもっていたと思われる。

６．前腕の骨折痕、下肢の感染症痕など、生活環境の厳しさを示す所見も認められた。

乳児幼児小児若年性別不明成人女性男性大腿骨骨体部
543351014右
54027815左
543371015推定個体数

第５７表　最小個体数の推定
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図版６５　人骨（１）（２）（３）

（３）突顎の特徴を示す上顎骨（左側面観）

（２）火を受けた骨

（１）四肢骨に見られた傷痕

左上腕骨全面 右脛骨前面 左大腿骨後面 左大腿骨前面 右大腿骨後面



附　　編
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大日寺跡の調査

沖 縄 県 教 育 庁 文 化 課　中山　晋

沖縄県立埋蔵文化財センター　知念隆博

１．はじめに

　本編は、ナカンダカリヤマ古墓群発掘調査の後、急傾斜地崩壊危険区域内擁壁工事中に石製品及び獣骨の集中

部分が不時発見されたため、現地にて調査を行った概要を報告するものである。

　平成１６年１０月８日、那覇市教育委員会より、沖縄県南部土木事務所の担当者から工事現場において石製品が検

出されたと報告があった旨連絡を受けた。１０月１５日には那覇市教育委員会とともに現地を確認し、取り扱いにつ

いて調整を行った。その後、１１月４日・５日に石製品の確認及び遺構の有無、露出していた層序の記録を行った。

　調査終了後間もない１１月１０日、南部土木事務所の担当より工事現場から獣骨が検出された旨報告を受けた。工

期との絡みで早急に対応して欲しいとのことであったため、１１月１９日に獣骨の確認及び記録を行った。

２．概要

（１）調査区域

　今回の調査を行った区域は、南側に金城川が流れ、琉球石灰岩の岩盤が浸食により標高約９０ｍの崖を形成して

いる。崖の標高差は約２０ｍであり、崖を掘込むようにして古墓群が形成されている。現在は沖縄県立芸術大学第

３キャンパスの陶芸棟、染織棟、金工・木工棟などが配置されており、石製品が検出された場所は、陶芸棟の登

り窯の南側である。獣骨が検出された場所は金工・木工棟の南側である。石製品・獣骨ともに南側に面している

崖の縁付近からの検出である。

第１図　調査区域周辺図
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　なお、大日寺は尚質王代 (１６４８～６８) に頼慶により創建された真言宗の寺であり、明治期には廃寺となり、去る

沖縄戦後には琉球大学女子寮、沖縄県立芸術大学の一部となっている。

（２）層序

　層序は、琉球石灰岩の岩盤を除き３層確認できた。�層は、琉球石灰岩の礫が詰まった層であり、沖縄産陶器

などの遺物を含む。�層は、暗褐色混礫土層で、沖縄産陶器を多量に含み、染付なども僅かに確認できた。�層

は明褐色混礫土層で、遺物を僅かに含む。

写真１　調査区遠景（南より撮影）

EL＝86.000m

第２図　層序（北壁）



－１６９－

（３）骨検出状況

 写真２　層序１（南東より撮影）

写真３　獣骨検出状況（東より撮影）



－１７０－

　獣骨は、琉球石灰岩の裂け目（フィッシャー）に溜まるようにして検出された。横位からの検出であったこと

と実見した際には既に動いていたため、本来の集積の様子は窺い知ることはできなかった。獣骨はブタと考えら

れる。

３．遺物

　今回の調査で遺物は沖縄産陶器（施釉・無釉）が多量に採集できたが、特徴的な遺物としては、石製品がある。

文様として蓮弁文、胴部に仏、アラベスク文を施す。底面に窪み跡があることから単体で使用されたものではな

く、他の上に乗せて使用されたことがわかる。重量５５kg。

 

４．おわりに

　今回の調査では大日寺跡の遺構は確認できなかった。しかし、遺物包含層及び沖縄産陶器を主とする陶磁器、

石製品が検出されたことから、何らかの施設が崖に接する部分まで延びていたことが窺える。

　今回は急傾斜地崩壊危険区域内の擁壁工事中の不時発見であるため、検出に至る過程を追うことができないの

が残念であった。
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